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廃例の研究
小川清太郎
本稿は私が昨年六月末に脱稿した「検昨違使鹿研究Jの草稿の一一部を、多少敷術
することによつて、之を別に「離例の研究」と名付けたものである。元來が全盤中
の一部を別個に取扱ったものであるから、その論ずる斯に前後の聯絡を紐き、唐突
の憾みの有らうことは，蓋し止むを得ざる所であるが、幸にして、大方グ）御寛恕を
乞ふことを得ぼ、之に過ぎたる喜びはない。／l2，L12記）
序 目
　検非違使聴の「聴例」研究の實釜は、干安中期以後に於ける公家の司法
制度を明かならしむる黙に在る。蓋し雫安中期まで全國的に適用せられた
る律令の司法制度が職今日既に明確に把握せられてゐるにも拘らす、律令の
司法制度の弛駿後に於て。之に代れる司法制度の…たる所謂「聴例」の司
法制度なるものカ㍉未だ明かにされてゐないからであるo槍非違使聴そのも
のは平安初期に現れたる一の官司に過ぎないが、その槍非違使自身の手に
よ診慣行せられ來つた刑事司法に關する各種の臨時の虞分が、後には聴例
の司法制度を構成して。槍察梅裁判。行刑の各方面に其の慣例が適用せら
れ韓れが途に律令の司法制度に代つて、公家の司法制度を代表するに至つ
た。從って律令の司法制度弛康後に於ける公家の司法制度を知る爲めには。
先づ第一に槍非違使聴の廃例を研究せねばならないのである。然し磨例の
司法制度をして、律令の司法制度の如く明確ならしむることは、今日に於
2 序 口
ては殆ど不可能であると云はざるを得ないQ蓋し之に關する史料の夙に亡
逸せるが故である。こ玉に亡逸せる史料と云ふのは、直接、検非違使聴に
關係ある史料と推測さる玉ものであり、本朝法家文書目録、本朝書籍目録、
信西入道藏書目録等によれば・大凡・次の如きものが墨げられてゐる・
左右槍非違使式　一巻
槍非違使私記　五巻
廷尉式一巻
槍非違使至要抄　四巻
類聚槍非違使官符宣旨　廿巻
類聚槍非違使私記　三巷
槍非違使勘問式　（巻数不詳）
新定槍非違使私記　一巻
（本朝法家丈書目録、本朝書籍目録）
（本朝書籍目録）
（本朝書籍目録）
（本朝書籍目録）
（本朝書籍目録、信西入道藏書目録）
（本朝書籍目録）
（信西入道藏書目録）
（信西入道藏書目録）
是等は凡て検非違使魔の研究には不可欲の史料であるが、その一として
今日に偉はるもの～無いと云ふのが、法制史家の定説となつてゐる様であ
るQ伺・蛇足ではあるが・上記の諸史料の外に
　　　　　　槍非違使聴日記　十一巻
の存在ぜしことは、飴り知られて居らぬ様であるから、こ瓦に紹介して置
きたい。槍非違使聴日記、十一巻は藤原越後守季綱の所撰であり、白河法
皇が時の右大辮藤原宗忠をして、政事要略と共に堀河天皇の天覧に供せし
め給うたものなることが、藤原宗忠の日記なる中右記、康和四年九月十一
日、同十四日の條々に見えてゐるから（史料通覧本、第二珊、二一二頁）、そ
の實在せしことは信するに足るが、その現存せるや否やに至つては疑はし
い。恐らく、他の諸書と同様に亡逸せるものと思はれる。
　その他、槍非違使聴の關係史料としては、大夫尉義経畏申記に「使聴行
事目録」の名が見え（経濟雑誌肚版、群書類從、第五輯、一一五三頁）、政
事要略に「使聴績類聚」の名が見えてゐるが（新訂塘補國史大系本、五五
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三頁）、是等も恐らくは、槍非違使聴研究の史料として學ぐべきものであら
うが“二れ亦現存せるものとは思はれない。
　以上の如くであるから、槍非違使聴の研究は、たとへ或る程度まで出來
得たとしても、それは極めて概略に止まらざるを得ないことは、眞に止む
を得ざる所である。この「聴例の研究」も亦然り。その史料は、之を多く
類聚三代格、政事要略、西宮記、朝野群載、法曹至要抄等に求めたもので
はあるが、いづれも断片的のものに過ぎす、從つて是等に基いて組立てら
れたる此の「廃例の研究」は、極めて室虚なる、粗難なる出來上りである
ことを冤オしないであらうと思ふo
　　　　　　　　　　　　凡　　　　例
一一　績日本後紀、文徳實録、三代實録、本朝世紀、類聚國史、日本紀略、
　　百錬抄、古今著聞集、愚管抄、今昔物語集、政事要略及び類聚符宣抄
　　は國史大系刊行會嚢行の新訂増補國史大系本によつて頁数を示した。
一　令義解、類聚三代格及び延喜式は、経濟雑誌肚震行の國史大系本によ
　　つて頁数を示したQ
4 凡 例
一　律疏淺篇、律逸及び法曹至要抄は、日本古代法典本により、朝野群載
　　及び西宮記は改定史籍集覧本によつて頁数を示した。
一　群書類從は、経濟雑誌杜護行の刊本にょり、績群書類從は、績群書類
　　從完成會褒行の刊本によつたQ
一　古文書中に見える異字は、印刷の都合上、大抵現代常用の文字に書き
　　改めた。
一　引月」文が原本に於て、二頁に亙る時は、最初の頁敷のみを示した。但
　　し三頁以上に亘る時は、「一」を以て其の範囲を示した。
一引用文は成る可く必要の佃所のみを示し、他は「前略」「中略」「下略」
　　「云々」等の記號を附して省略した、
一　引用文の句讃は、原則としては原本に從つたが、間よ自意を以て之を
　　改め、又は文意により之を補つた所もある。
一引用文の或る個庭に就て、他書のものと異なる個庭ある時は、便宜上、
　　自意を以て適當と愚准する方を探つた・
一　本稿の註は、註と云ふよりは寧ろ誰と云ふ方が適當であるかも知れぬ。
　　即ち本稿に謂ふ所の註は、大部分、本文の意味を註繹せるものではな
　　くして、本文に述べたる事實を論誰したり、本文に引用せる原’文の出
　　所を示したものであるo
一　同章中、数度同一註の引用ある場合にも、成る可く重複σ）煩を厭はす、
　　その都度之を拐げること、した。
一　年代の次に括弧して記入せる激字は、西暦紀元の年敦である。西洋法
　　制史との比較封照に便ならしめたるに外ならない。
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穂第 説
　（均聴例の意義
　楡非違使磨の廉例（一）は、之を「使聴の流例」（二）隔或は「使聴の例1」
（薫）等とも稻し、検非違使が其の職樺行使に常つて．宣旨や太政官符によ
る正麗の授権に基く職権行爲の外に、自ら臨時に猫匿斤的に行ひ來つた所の。
主として刑事に關する臨時の司法腱分が、検非違使聴の慣例として、検非
違使及び一般庶民に封して拘束力を持つに至れる慣習法である，之を「使
聴積習の例」（㎎）、「臨時に行ひ來れる例」俄）、「使磨σ）脅」爬穴）等と云ふ
のは。全く此の意昧に因るに外ならぬ。而して廃例は。主として犯罪の捜
査幅犯罪入¢）逮捕、糺弾、裁判㌔刑の宜告．宣告せられたる珊の執有等の
刑事作用に關する慣例を其の内容とするが故に、隔例は楡非違使聴に於て
適用せらる曳刑事法（セ）であると云ふことが出來る。
　王朝時代に於ては幅未だ司法と行政との観念が分離せす．今日謂ふ所の
司法は、凡て行政の一部として槻念せられてゐたのであるから㌔犯罪の捜
査、犯罪入の逮捕よへ裁判を経て刑の執行に至る迄の各種の刑事作用は・
いづれも行政官司によつて分掌せられてゐた。帥ち令の官制に於ては㌔司
法警察は衛門府、刑事裁判は刑部省、刺罰執行は囚獄司、犯罪の摘嚢糺弾
は弾正豪が夫れ夫れ管掌せるものと見て大差はない。然るに槍非違使臆は
令の官制に定められざる、所謂令外官にして、而も其の管掌する所は、犯
罪の捜査、犯罪者の逮捕、糺弾、裁判、刑の宣告、刑の執行等であり、令
の官制に於て、各種の行政官司に分掌せられたる所をド括して之を管掌
した。のみならす、上記の令制官司の擦る所は凡て成文法たる律令であつ
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たが、槍非違使聴に於ては、その執行する所は、多くは慣習法たる聴例に
1嬢つて行はれたのである。
　　（恥鷹例の淵源
　廉例の淵源とは、聴例の内容を樋成すべき材料を云ふ。律令の刑事法、
就中、刑法たる律の如きは、唐法の模倣機受の色彩を多分に有し、且つ理論
的に構成せられたる黙に於て特色を有するに反し、聴例は京都を中心とす
る當時の我國の杜會の實情、國民の實生活の歌況に帥して護達せる、謂は
穿現實なる鮎に於て特色が見出される。從つて聴例の淵源をなすものは、
槍非違使が職権行使に際して爲せる實際的なる臨時の庭分である。併し此
の楡非違使の臨時の慮分は、畢寛するに、それが律令法に規定なきか、叉
は其の虞分を禁止せる場合に於て、その規定を設くること、叉は其の庭分
を禁止せざることが・却て肚會の實惰に適慮せるものとして爲せる虚分で
あつたから、この意味に於ては、律令法も亦、廃例の遠き淵源であると云
ふことカ§出冴ぐる○
　次に槍非違使の職務上の樺限が、最初から宣旨や太政官符により、正式
に授灌せられたるものなる時は云ふ迄もないが（八）、律令法に遠反せるか、
又は之に規定なき場合の槍非違使の猫断の庭分の慣例が、後に至つて宣旨
や太政官符により、正式に法令として認めらる』場合には、この宣旨や太
政官符も亦、聴例の淵源をなすものである。力黙る現象は、槍非違使の猫
断の虞分の慣例が、格　　格は律令が理想的永世法たるに封して、現實的
臨時法たるの性質を有する　　として適法化せらる～場合に於て、多く之
を見る（九）。
　聴例の淵源として最も著しいものは、即ち槍非違使聴長官たる別當の命
令、帥ち別當宣である。別當宣は之を聴宣とも云ひ、勅宣を以て准ぜら
れ、之に違反せる者は違勅罪を以て問はる』程に強大なる執行力を有した
から（一〇》、磨例の淵源としての憤値は重覗すべきであつた。律令に規
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定なくして、検非違使廃に於て執行すべき主なる慣例は、凡て此の別當宣
に基くものであつた（一一）。更に検非違使磨と密接なる關係に在る弾正藁
の職務上の慣例たる弾例も亦、廃例の淵源を爲した（一二），
　次に律の刑法の法源の一たる條理も亦、聴例の淵源をなすものであつた。
帥ち雑律に「凡ソ慮サニ爲スヲ得ベカラズシテ而モ之ヲ爲ス」場合、部ち
條理に背反せる行爲は之を虞罰するの規定も亦（一罵）。耐會の實情に帥し
て褒達せる聴例の刑法の探用する所であつたことは疑ふべくもない。更に
亦、當時の法律専門家たる明法博士の學論、その裁判官としての判例も亦、
聴例の淵源をなした（一四）。
　（蛋恥廉例の畿生
　槍非違使は其の設置（一蕊）當初から特定の職務襟限を規定せられてゐた
ものでなく、設置後に於て、随時、必要に慮じて、或は太政官符を以て、
或は臨時の宣旨に依り、その職務樺限を規定せられ來つたものであるが
（一穴）、　この正式の授穰1の外に隔検非違使は槍非違使猫自の立場に於ても
猫断的なる虚分を行ひ、之を槍非違使聴の慣例として永く適用するに至つ
たo自口’ち検非違使廉の聴例は、概して検非違使の猫断的なる司法庭分より
成るものであるが・槍非蓮使が斯かる庭分を探るに至つた理由は、要する
に律令の刑法や刑事訴訟手績が絵りに詳細。煩裟に過ぎ。罷裁上或は理論
的には頗る整然たるものではあつたが篭その反面に於て隔之を其の法文通
りに逐一適用すると云ふことは容易ではなかつたぱかりでなく仙七）、當
時頻嚢せる市井の事件たる張盗、篇盗，殺人。傷害、湖飢，博戯（勝博）
に劃して、之を律令の規定に從つて虞分することが、事實は實行不可能で
あつたから（一八）、勢ひ簡潔にして實際的なる虞罰方法が必要となつたの
である。槍非遠使聴の管轄する事件の領域が、大部分，．狂記の諸事件であ
ることは其の一誰左に外ならない（一九、。
　　（慧V）廉例の敷力
8 磨、　例　　グ）　　研　　究
　聴例の蚊力・就中・磨例の刑法の敷力は・之を圭地・時及び入に就て考
察することが出來る
　（1）土地に關する致力。臆例の刑法の土地に關する致力に就ては、干安中
期以前に於て、槍非違使聴が刑部省と封立せる時代には、槍非違使聴の槍
察及び裁判に關して上地管轄樺の及ぶべき京都を中心とする山崎、與度、
大井、大津等の管轄垣域内にのみ其の施行致力を有したであらう（二〇）Q
京都に於ける槍非違使聴に封して、地方の諸國に於ても國衙に槍非違所が
置かれ、之に属する槍非達使け國郡槍非違使の名稻を有してゐたが、是等
地方の槍非達所は必すしも中央の検非違使聴に封して上下の關係に立つも
のではなかつたから（二一）、槍非違使聴の聴例が直ちに諸國の槍非違所に
も適用せられ、之を拘束せるものとは断言出來ない。
　雫安中期以後・刑部省の實樺が衰微して・検非違使踊が裁判方面に於て
は、京都に於ける最も實樺を有する裁判所となるに及んでは、形式的には
槍非違使聴の裁判に關する聴例は全國的に施行せらるべきものであつた
が、庄園制度の確立は裁判に京奄ても領主の裁判灌が實力を有し、中央樺力
の侵入を容易には許さなかつたから、聴例の刑法が果して全國的に施行せ
られたるか否かは明かでない（二二）○
　（II）時に關する敷力。聴例の刑法の時に關する致力に就ては、元來、聴
例そのものが慣習法であるから、その褒生及び浩滅の時期を明確ならしむ
ることは出來ない、，例へは鎌倉幕府が天下の政襟を掌握し、御成敗式目以
下の政令、法令が公布されても、之によつて聴例の刑法の蚊力が多少薄弱
となり、その施行地域が縮少しても、依然京都に於ける槍非違使聴は健在
であ娠從つて聴例の刑法も亦、公家の領域内に於ては施行せられたので
あるから、公家政治から武家政治へと政権が推移しても、公家の司法官司
とも云ふべき検非違使聴の慶止せられざる限り（二三）、聴例の刑法の致力
は消滅せざるものと解されようっ
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　両、律令に於ては、獄令にド凡ソ罪ヲ犯シテ未ダ嚢レズ、及ビ巳二登レ
テ未ダ断決セザルニ、格ニテ改ム，レニ逢ハバ、若シ格重ケレノ㍉犯ス時二依
リテ蕪セc若シ格輕ケレノ㍉輕キ法二從ヒテ聴セヨo」なる條文かあゆ（二四）、
犯罪の褒生より判決の確定までの間に極律の刑法の特定條項が格の頒布に
より改正せられたろ場合には。罪の輕き方に從つて虞籔したのであるが
（二覧）、磨例の刑法は慣習法より成り・裁判そのものが職樺主義的なる糺
問手績の下に、糺問的且つ武闘的に行はれたから、前記の獄令の如き條文
の適用の必要はなかつた様である○
　（Ili）入に關する奴力。聴例の刑法の入に關する敷力に就ては㌔聴例の剰
法は僚尼を除く外。官吏．一一般庶民に適用せられた。蓋し僧尼は借尼令に
基いて寺院の自治裁判擢に服したからである。併し聴例の刑法と難も律の
刑法の如く、官吏の特殊地位を認めて、その刑も一般庶民と異なつてゐた
（墨糞）。叉僧尼と難も律の刑法の徒刑に相當する罪を犯せる時は・…旦還俗
せしあられて後に律¢）刑法によむ塵罰せられたから（二七）・斯くの如き場
合には聴例の刑法も亦捨尾に封して適用せられた。
　　（V）廉例の重義及び圏的
　聴例の刑法は先例なる慣習法より成立するを以て、之を慣習法主義或は
不文法主養と云ふに反して。律の刑法は成文法主義なることに於て比較せ
られる。獄令の規定によれ1為「凡ソ諸司事ヲ断ゼムコト、悉ク律令ノ正文
晶依レ」とあり（鼠《）㌔裁判は常に律令の正條に基いて爲さるべきを規定
してゐる。之を一見すれぱ、恰も律の刑法は謂ふ所の罪刑法定主義を採用
せるが如くであるが㌔併し律の刑法は池叉條理に基いて裁判せらる』ことの
可能なる規定をも設けてゐることに注意せねはならぬ。帥ち雑律に「凡ソ感
二爲スヲ得ベカラズシテ而モ之ヲ爲ス者ハ苔四十。事理重キ者ハ杖八十。」
と規定されて居り（二九パ裁判官は律令に罰すべき正條なくとも、その所
犯が條理L當然爲すことを得べからざるものなる時は、之に封して答四十
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より杖八十までの輕刑を科することを得た。從つて此の明文の存するに依
り、律の刑法が必すしも罪刑法定主義を採れるものとは断言出來ない。
唯、律の刑法は成法文主義の刑法なることを示すに過ぎざるものと解すべ
きである（罠0）o
　之に反して、磨例の刑法は不文法主義の刑法である。偶々、聴例の刑法
の特定條項が太政官符により、格として成文化せられたることがあつても
（三一）、之を以て聴例の刑法が成文法主義を探れるものとは云ひ得ない。
既に述べたるが如く、聴例そのものが律令に懐らすして、槍非違使廉に於
て猫断に登生し、褒達し來れる慣習法であるから、之により成立する聴例
の刑法が不文法主義を探れるは・蓋し當然である。
　律の刑法は、犯入を懲戒して善に就かしめ、風俗の粛正をなすを目的と
する教化主義を表徴するものであり・叉肚會を犯罪より防衛せんとするこ
とを目的とする豫防主義を内容とするものであつた（三⇒。之に反して、
聴例の刑法は徹底的に威嚇主義であつた。蓋し聴例の刑罰が、主として當
時最も犯罪敷の多かつた彊盗、竃盗、殺入、傷害、賭博、闘飢等の敏速なる虚
罰を目的として生れたるものであり、事宜に適する實際的なる刑罰を犯入
に科せるが故である（嵩ゑ）。績々と褒生する犯罪を摘嚢して、その犯人を逐
一懲戒説論して善に就かしむるが如きことは、理論的形式的なる律の刑法
としては、儒教の影響を受くることの少なからざる結果として當然探るべ
き態度であつたであらうが、具膿的に、實際的に作り上げられたる聴例の刑
法としては殆ど無意義なることであつた。例へば、律令に於ては努めて適
用を避け、不幸にして之を科するも其の最大限度を規定せる拷問の如きは
（罠四）、聴例の刑法に於ては盛に之を科することが行はれたのは（三五）、
聴例の刑法が威嚇主義を探れる結果である。後述する如く、聴例の刑法が
寛刑主義を採れることも、この威嚇主義の主張を敢て妨ぐるものではない。
蓋し聴例の刑法の寛刑主義は、實に検非違使が其の昔、犯入に封して嚴罰
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を以て臨める反動として、佛儒の罪業消滅の，思想の影響を受けて探れるも
のに外ならす（罵穴）、槍非違使は設置の初めより寛刑主義を採れるもので
はなかつたからである。
　（V豆）廃例の影響
　槍非違使聴の聴例が史上に見えたる最初は、雫安初期に於ける嵯峨天皇
の弘仁九年（818）のことであり、彊盗及び篇盗に封する庭罰規定を、その罪
の輕重を論ぜ一軋悉く絡身徒刑とするの慣例に於て之を見た眞七）。但し
此の慣例は、彊盗及び窟盗に關する律の刑法の虞罰規定を改正せる弘仁九
年の宣旨に徒役年限の指示なきに因るものであり、検非違使の猫断的なる
虜罰慣例とは云ぴ難いであらう。爾來、聴例は槍察．裁判、行刑の方面に
於て著しい嚢達を見たが、就中、職原　に謂ふ所の「衛府の追捕、弾正の
糺弾、刑部の判断、京職の訴訟、併せて使聴に曝す」るに及び傷八）、令
の官制に基き、各官司に分掌せられたる司法樺が。暴げて槍非違使磨の管
掌する所となるに至つては．こ瓦に律令の司法制度が崩壊して新たなる聴
例の司法制度が構成され、王朝時代の司法制度に一大憂化を招來せしむる
に至つた。殊に律の刑法の如く、唐法の模倣的色彩の濃厚なること令以上
のものが、漸く國惰に適慮する我國固有の刑法化するに至つたのは、全く
此の廉例の然らしむる所であつた。而して此の聴例は後蓮するが如く、そ
の理論が簡潔で實際的であつたから。武断的で直蔵簡明なる虞分を両ぶ鎌
倉幕府の武家法にも其の続神が探り入れられ、例へば御成敗式目（貞永式
目）第四條の規定の如く。犯入の一入が共犯者なることを自白せる場合で
も、若し嫉物なき時は其の罪を不問に附するの規定は（罵九）。聴例に於て
彊盗犯入が入を殺傷するも・その罪は軍に賊物の額に就てのみ論じボ籐罪
は之を間はざるの慣例の流れを汲むものであつた（四〇）。
　一　臨例なる語を最も多く見串すものは、法曹至要抄及び西宮誕である。
　二　（前略）若承伏錐有實。輕罪爲者散禁。可令候獄舎政所．若事重者Q錐散禁Q
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　　　　　　　　　　　ロ　の　の　の　ロ　　可令候獄舎，是己爲使聴之流例Q（法曹至要抄、巻上、罪科條、曝霧盗事、二
　　六五頁）
三　案之。勾引ノ・之罪。若爲奴魏之類者。比彊霧盗Q若爲凡人者。随形可塵徒流
　　　　　　　　　　の　の　の　の　　之科。如此之類。使聴之例。或令候獄舎拉政所屋而己o（法曹至要抄、巻上、
　　罪科條、勾引事、二六七頁）
四　（前略）然而此事。近代皆以絶畢。至干及流徒罪之者。禁獄舎相重。杖筈之者。
　　　　　　　　　　　　　の　の　の　　　の　の　　禁獄政所。或禁便所。是使騰積習之例也。非法條之所指。（法曹至要抄、巷上
　　罪科條、岡謝闘殺事、二五八頁）
五　案之・錐謀殺未害終其身・然而罪法所指事重・須令着獄居作也Q錐然。依非
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　の　の　　使聴之所掌。只任例下獄畢。昆臨時行來例也c（法曹至要抄、巻上、罪科條、
　　謀殺事、二五六頁）
六　内舎人重貞罪、令明兼勘申所。解官願銅＋斤者。信貞勘申大略同此也。但於
　　　　　　　　　　の　の　の　の　　聴銅刑部省法也。使騰之習。賊銅之科。只令候散禁計也。（中右記、永久二年
　　六月三＋日條、史料通覧本、第四冊、三二二頁）
七　現行法の概念を以てすれば、犯罪人の逮捕、刑罰の執行等の刑事作用の法規
　　たる司法警察法、行刑法等は、刑事法より除外せらる＞を蓮例とし、學者多
　　くは、刑事裁判所構威法、刑事訴訟法、刑法を総稻して刑事法と云ふ。
八　貞観＋六年＋二月廿六目頒布の太政官符により、槍非違使の楡察椹行使匪域
　　援張の建議が格とし認められ、露例となれるが如きは其の一例である。詳細
　　は本稿三五頁、，詫三、四、滲照Q
九　検非違使の私鋳鏡者樋貨傭造者）に封する資財団宅等の財産没牧の慣例が、
　　貞観＋六年十二月廿六日の太政官符を以て、正式に法令として認められたる
　　が如きは其の一例である。詳細は本稿三二頁、註一二、滲照。
一〇　叉別嘗宣者。帥聴宣也。古來被准勅宜。伽天下重之。違背騰宣者。可准違
　　勅。k職原抄、下、群書類從、第四輯、六四三頁）
一・一　貞観＋二年七月廿日の別常宣が、検非違使鷹の管轄事項を決定し、寛亭七年
　　二月廿一目の別當宣が、検非違使贈の刑事裁剣断構成に關する規定を制定せ
　　るが如きは其の一例である。本稿一三頁、註一九。同六四頁、註一五、滲照っ
一二　弼豊塞の弾例が騰例の淵源となわる謹左は、犯人移迭手績に於て之を見る。
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　詳細は本稿五二頁、参照。
一三　凡不慮得爲而爲之者。答四＋。事理重者。杖八＋。（律逸、巻七、雑律、二
　〇七頁、
一幽　寛弘二年三月昔七日、明法博士惟宗允亮グ）刑事責任能力に關する勘申は其
　の一倒である○詳細は本稿三一頁、i注一つ、滲照Q
一五　検非違使の設置は準安初期、嵯峨天皇の弘仁年開ならんと云はれてゐるo
　谷森饒男氏「槍非違使ヲ中心トシタル平安時代ノ警察駅態」一三一二〇頁。
一六　淺井虎夫氏「併蹄使鷹考」によれば、検非違使の職務灌限は自己本來の職
　務以外に亙墾て、違法に其の灌限を振張せるものと説かわてゐる（史學雑誌、
　第十四巻、第一、二巻、参照）σ之に反封せらわるのは、法學博士牧健二氏
　「日本法欄史論」（朝廷法時代）五九五頁。
一七　総じて律令の實施の容易ならざることは、大寳令制定後・幾何もなくして
　顯著なる事實となつて現れた。績日本紀、巻五、和銅四箏七月甲戊朔條の詔
　中には、「張設律令。年月己久突。然識行一二。不能悉行云々。」（新訂檜補國
　史大系本、四五頁）とあり、同じく和銅五年五月＋七日乙酉條には、「制法以
　來。年月海久。未熟律令。多有過失云々。」、（同、四八頁）と見えてゐる◎
一八　この詳細は谷森饒男氏「槍非違使ヲ中心トシタノし亭安時代ノ警察歌態」に
　見えてゐる○
一九　貞鶴十二年七月廿日。別當宣稽。聴訴之官。各有其職。濁爲惣行。事多擁
　滞。自今以後。自非彊縞二盗及殺害。剛凱。博戯。弓量好等外・一切不可執行
　者♂政事要略、巻六＋一、五二六頁）
盈O　近京之地及山崎與度大井津頭。使等糺察諜蓮者。で政事要略、巻六＋一、五
　三一頁）
二一　法學博士瀧川政次郎氏は、京都の検非違使は國郡の検非違使に劃して上級
　審に位してゐた様であると溌かれる1同氏「同本法制史」一七四頁）。之に反
　劃は、法學博士牧健二氏「日本法制史論丞朝延法時代》六一六頁。
二二　法學博士瀧川政次郎氏は、王朝末に於ては、國領庄領を問はず、この麗例
　法が行はれたと説かれる。（同氏「日本法制史」一六四頁）
轟罠　検非違使廃の駿止に就ては明かでない。歴代皇紀によれば、後土御門天皇
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　　の女正元年（1466）まで、検非違使臨長官別嘗の補任が見えてゐるo（歴代皇紀、
　　巻五、改定史籍集覧本、三三六頁）
　　　術、谷森饒男氏は明治二年七月八日の太政官布告によP、検非違使晦は慶
　　絶せる由を述べて居られるQ（同氏「検非違使ヲ中心トシタル亭安時代ノ警察
　　状態」二七八頁）
二四　凡犯罪未薩。及己褒未断決。逢格改者。若格重。聴依犯時o若格輕。聴從
　　輕法Q（令義解、巻＋、獄令、二九五頁）
二五　現行刑法第六條「犯罪後ノ法律二因リ刑ノ憂更アリタルトキハ其ノ輕キモ
　　ノヲ適用ス」参照。
二六　（前略）但有位有職之人。若罪條不明之類。令候散禁。若凡下之輩。見決放
　　冤。既使聴例也。（法曹至要抄、巻上、罪科條、紳事違例事、二五二頁）
　　　案之。無首從。同虎徒年。但有位有蔭之類。不禁獄舎。又爲使臨例。（法曹
　　至要抄、巻上、罪科條、私度越度事、二七四頁）
　　　累騎拉乗主鞍馬。澹夫乗車馬等之類。或此犯者。事重決苔八＋o事輕決答
　　四＋。若有位有蔭之輩者。令候便所。懲將來。又晦例也。（法曹杢要抄、巻中、
　　禁制條、乗車馬拉累騎事、三一一頁）
二七　案之。借尼所犯之罪。盗殺害忍傷等之類。禁獄。其中至干盗犯者。著欽。
　　又徒年其外或可還俗之類。宜禁獄政所。苦使色。令候便所。誠爲廃例。曾非
　　法意央。（法曹至要抄、巻上、罪科條、借尼行事違法事、二八○頁）
二八　凡諸司噺事。悉依律令正文。（令義解、巻＋、獄令、二九九頁）
二九　凡不慮得爲而爲之者。答四＋。事理重者。杖八＋。（律逸、巻八、憲雑律、二
　　〇七頁）
三〇　法學博士瀧川政次郎氏「日本法制史」一五三頁。
三一私鋳鏡者の財産没牧に關する聴例が、貞観＋六年＋二月廿六日の太政官符
　　により、格として認められたるは其の一例である。詳細は本稿二三頁、註一
　　〇、滲照。
三二　法學博士瀧川政次郎氏「日本法制史」一五三頁。
三三盗犯に謝する刑罰が、弘仁＋三年の格により律の盗犯の規定を改訂し、臨
　　例の召禁制慶が律令法の刑罰執行制慶に見られざるものなること等が例示せ
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　られる。詳細後述Q
夏田　凡拷囚不得過三度。敷総不得過二百◎杖罪以下。不得過所犯之数。拷満不
　承。取保放之。（律逸、巻八、断獄律、二一五頁）
罵五　雅寳信都硯付使騰使。後見僧延濟。爲綱殺害嬢機人之故也。（中略）。殺害
　爲綱者。借宴濟o召出使鹿拷問。承伏己畢。（下略〉。（百錬抄、安元二年正月
　十三日條、同廿日條、九一頁）
三六　丈學博士三浦周行『績法・制史の研究」五六九頁Q
筥七　（前略）弘仁九年宣旨稻。犯盗之人。不論輕重。皆配役所者。使等偏執此旨。
　未定年限。罪無輕重。命絡役所・（類聚三代格、巻二＋、噺罪賠銅事、弘仁十
　三年二月七日太政官符、癒定罪人配役年限事、一〇三五頁）
三八　衛府追捕。弾歪糺弾。刑部判籔。京職訴訟。併囁使聴・（職原紗、下、群書
　類從、第四輯、六四三頁〉
菖九　（前略）兼叉同類。縦錐載白歌。無蹴物者。更非沙汰之限Q（御成敗式臥第
　四條、一同守護人不申事由、没収罪科跡事、日本古代法典本、四〇一頁）
四〇　一有賊盗人持杖。虹傷殺人等。只就隙敷勘之。不知鯨罪。（西宮記、巻二＋
　三、臨時＋一、五八二頁）
第二　廃例の特色
検非違使聴の制定せる刑罰法規及び共の手績法は、帥ち聴例の刑法及び
刑事訴訟法であるが、その内容は現在残存せる史料を以てしては、容易に
は之を明かに爲し難い。併し政事要略、法曹至要抄、西宮記等に見える聴
例の噺片より推量するに、大膿に於て、聴例の刑法及び刑事訴訟法が律の
刑法及び刑事訴訟法（一）に比して特色とも云ふべき黙は・（一）聴例は概し
て律令の法意に違反せること、（二）聴例の科刑方針は律の刑法に比して頗
る寛宥なること、（三）犯入の逮捕より刑罰の執行に至る迄の手績が簡軍に
して且つ實際的なること。以上の三黙に存すると致ふことが出來よう。
　（量）特色の一
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　聴例の第一の特色は、概して律令の法意に違反せるものが多いことであ
る。之には律令法が特定條項に付き、法條を以て明示的に規定せるにも拘
らす、之に遠反せる靡例と、律令法に明示的規定なきにより、槍非違使の
猫断的庭分が慣例となれる臆例との二種がある。
　律令法が明示的に規定せるにも拘らす、之に違反せる聴例としては、次
の如きものを墨げることが出來る。先づ律の規定に違反せる聴例としては、
闘訟律の規定によれば、闘殺一一殺意なくして相闘殴するによ1）、相手方
を死に至らしめたる過失致死の場合一一一と難も、若し加害者が兇器（主と
して匁物）を所持せる場合には、之を以て故殺　　故意殺入　　と看倣し
（二）、その罪は等しく死罪に該當し、死刑に庭すべきであるが、死罪にも
絞罪、斬罪の二種があり、剛殺は絞罪にして輕く、故殺は斬罪にして重く、
前者は，恩赦ある場合には常赦により赦菟せらる～に反し、後者は赦冤せら
る曳ことがない（三）。然るに聴例に於ては此の故殺犯をも、常赦ある時に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひさは之を赦冤した。その由つて來る所以は、箪に「其の來るや両し」きもの
であへ敢て此の律違反を改むる所がなかつた（四）。次に令の規定に違反
せる聴例としては、獄令の規定によれば、流罪、徒罪の居作は皆、荊，具の
一種たる欽を著くべきに拘らす（却、聴例に於ては僅かに強盗、篇盗の二
犯に封して著欽するのみであり、例へば當然著欽すべき殺人犯の如きに封
して・何等著欽する所がなかつた（六）
　次に律令法に規定なきにより、槍非違使の欄断的虞分が慣例となれる聴
例としては、私鋳鏡者（通貨儒造者）に封する虚罰の慣例に於て之を見る
（七）。弘仁十三年（822）二月七日の大政官符によれば、私鋳鏡犯（通貨｛爲
造犯）の取締砂は鋳鏡使の管轄する所であり、犯入は首從の別なく終身徒
刑の嚴罰を以て臨んでゐたが（八）、槍非違使は此の自由刑を以て厳らすと
なし、更に犯入の舎宅資財即ち私鋳銭者の所有に属する一切の財産をも没
牧するの財産刑をも附加すること』したのである。これは亦先例によるも
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のであ帆法意に非す、叉宣旨により規定せられたるものでもなかつたが、
（九）・而も両「法意に非すと雄軌行ぴ來つて例を成す」と云へるが如き
は（一〇）、正しく検非違使聴が上級官司たる太政官の指揮を柳がす。官符
や宣旨に基く授構行爲なくして、非含法的に猫断的庭分を爲し來れる臨時
の庭分が、慣例となれることを公然宣言するものに外ならない、但し此の
聴例は清和天皇の貞槻十六年（874）十二月廿六し』太政官符を以て格とし
て法的致力を認めらる』に至つた（一一）o
　　（恥特色の二
　聴例の第二の特色は、聴例の刑法の科刑方針が律の刑法に比して頗る寛
宥なること極師ち臆例の刑罰は律の刑罰より寛荊なることである。弘仁十
三年（8鋤二月七日附太政官符を以て頒布せられたる格によ乳は．弼盗及
び羅盗に關する賊盗律の罰則が全般的に著しく改駿され。特に賊盗律では
重刑の部分が著しく其の刑を輕減された。即ち賊盗律の流珊は之を徒役六
年の刑に．叉死刑は之を太政官より天皇に奏上し、別勅を以て死を赦免さ
れて徒役十五年の刑にと．いづれも律の刑より輕減されたく一翻。この後
者の死珊の赦免は．法律上或は制度上死刑執行の規定が前記の格により抹
消駿止せられたることを意味するものではなく、死刑は法律上或ぱ制度上
は依然存在するが．太政官よ砂天皇への奏講によつて、勅裁によ1）之を徒
役十五年の刑に減刑されることが潰倒となれるに過ぎない，從つて刑部省
の如き裁判所の側より云へば、死刑に虚すべき罪は依然死罪として判決す
ぺきであへ唯その刑の執行が前記の手績を経て、徒役十五年の剰を執行
されると云ふに過ぎなかつた。然るに楡非違使聴に於ては。この張盗及び
窮盗の犯罪に饗しては、最初から全然死罪の判決を下さ穿ることを以て聴
例としたのであるから、從つて別勅による死刑の冤除の手績の奏請の如き
は、最初から奈然之を必要としなかつた。その理由は次に違ぶるが如くで
ある。
18 騰　　例　　の　　研　　究
　賊盗律の規定によれば、強盗の賊布十五端以上は死罪に該當し、死刑に
塵すべきであるが（一三）、これは前記の弘仁十三年の格により、徒役十五
年の刑と修正された。然るに廉例に於ては、張盗の触物實数が布十五端
以上何百端あつても、断罪判決文たる着鉄勘丈には之を十五端未満の数と
して記載し（一四）、從つて其の刑は之に基いて量定せられるに至つた。從
つて張盗の舷布十五端未満は、賊盗律の規定によれぱ流罪として流刑を以
て庭罰せらるべきであるが（一五）、前記弘仁十三年の格による修正の結果
は、律の流刑は徒役六年の刑に減輕せられたるを以て、結局、聴例の判決
する張盗犯の最高刑は、律の刑法によれば死刑、流刑に虞罰すべきもの、
僅かに徒役六年の刑を以て足るに至つた。これ實に雫安中期以後の杜會秩
序が紫飢するに至れる原因の一であつた。斯くの如く、律の死刑が弘仁十
三年の格により、別勅による徒役十五年に減刑されたることが、甑に槍非
違使の奏請に基く朝廷の恩恵的減刑であつたが、聴例が套達すると共に、
磨例の刑は更に之よりも寛宥であり、前述の如く、彊盗犯に蜀しては、死
罪の制決は最初から之を下さなかつたから、別勅による減刑の手績を探る
が如きことは、事實上、行はれなくなつたのであるo
　　（m）特色　の　三
　聴例の第三の特色は、犯罪の捜査、犯入の逮捕より刑罰の執行に至る迄
の手績や制度、換言すれば、槍察、裁判、行刑の三段階が、律令のそれに
比して簡潔、敏速、實際的に行はれたることである。その詳細は次章以下
に於て述ぶる所であるが、一例を墨ぐれば、犯入の逮捕を邊延せしむる三
審制度の不適用の如きである。
　　（W）特色の由來・其の一
　以上は律令の刑法及び刑事訴訟法に封する廃例の特色の概略であるが、
その由つて來る所以は概ね次の如くである。
　（i）先づ第…の特色たる、聴例が律令の法意に封して違反せる慣例たる
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所以は、國家の根本法たる律令法の中、就中、刑法及び刑事訴訟法の規定
が、全般的に之を事實上その法文通りに實施することが時代の攣遷につれ
て困難となり・勢ぴ律令ゆ法意に遠反する～二とあつても・時勢に適鷹せる
虞置を採ることが實際上必要となへ斯くの如き虚置は、豫め法規を以て全
般的に規定せられす。各個具艦的事件に就て始めて之を見、これが反覆せ
らる箋に及んで慣習或は判例となつて拘束力を有するに至つたのである。
この律令と購例との關係は、恰喝律令と格との關係に類似する所がある（一
喪）。帥ち格も亦・律令の特定條項を改魔修正せるものであへ實質的に見
磨例の律令に封する關係も亦かくの如くであるが。唯形式上は、格が特定
事項に關して律令の規定の適月1を排除し得るのは。帥ち格は太政官符を以
て頒布せらる製合法的なる手績を綻たるものなるに反して。聴例が特定事
項に關して律令の適用を無硯せるのは、帥ち鷹例が宣旨或は上級官司たる
たる太政官の指令を仰がざる楡非違使聴の猫断的庭分であり。明かに反律
令的なる慣習であつた黙が異なる、斯く律令の法意に反するも、需且つ一
般庶民に封して弼力なる拘束力を有することに於て、この第一の特色が墨
げられる。尚、廃例と格との關係に就ては後述する。
　　（量1）次に第二の特色たる、律の刑法に封する購例の刑法の刑罰の寛宥
なる所以は、勿論朝廷の佛法尊信による刑の宥恕輕滅の方針の影響に基く
ものでもあるが、一方・槍非違使自身が佛儒の思想の影響を蒙へ專ら刑
の寛宥を事とせるが故でもあろ。一條天皇の長保元年（666）三月十日より
　　　　　　　　　けちゑんきやう姶ま夢たる槍非違使聴の結縁経の如き（一七）、或は桧非遠使聴の長官たる
別當の私邸を別當職僻任後に破壌して佛殿に改築するが如きは（一《）、い
づれも佛儒の罪業消滅思想の影響によるものであり。鷹例の寛珊主義たる
所以を裏書するものである。
　　（1童1）次に第三の特色たる手績の簡潔。實際的なる所以は。云ふ迄もな
く。當時京都市中を始め。畿内五箇國（由城。大和も振津。河内、和泉）
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は勿論、全國的に頻舐せる當時の名物たる群盗事件を始めとして、彊盗、
篇盗、殺入、傷害．闘飢等に封する槍非違使廃の庭罰方針の現れであり、
若し之を律令の規定に從つて庭分せんとすれば、煩裟なる手績を経ねばな
らす、時勢を無覗せる方法であるとして、検非蓮使聴の排斥する所であつ
たからである。之に就ては次章に於ても一言する所があらう。
　以上は購例が律令法に比して有する三大特色の由つて來れる所以を述べ
たに過ぎないが・然らば斯がる聴例が何故に嚢生し・何故に律令法に代つ
て行はれるに至つたか。尤も之に就ては・既に聴例の褒生として一言した
所であるが、更に進んで、律令法の施行が時勢に適癒せざるに至つたとは
云へ、我國最初の大法典たる此の律令が、國家の永世的根本法として制定
せられたるにも拘らす、而も槍非違使魔なる一官司によつて、何故に其の
刑事法の施行を妨げらる～に至つたか。換言すれば、何故に槍非違使聴の
慣例たる聴例が、この國家の大本たる律令の刑事法の施行を阻止せるか。
更に云へば、楡非違使廉が聴例を施行して、律令を法文通りに施行するこ
とを肯んぜざる程の罹i力。勢威が奈邊に在るかと云ふことも考究せねばな
らない。
　　（V）特色の由來・其の二
　惟ふに律令にせよ、聴例にせよ、それが能く敷果的に適用せらる㌧や否
やは、要するに其の施行せんとする法が時勢に適慮せるや否やによると共
に、更に其の法の執行機關の有する實権如何によるものではなからうか。
律令の刑事法の執行機關は、京都に於ける中央政府の下に於ては、令の官
制に定むる所の衛府、弾正壼、刑部省、京職等の令制官司であり、聴例の
執行機關は云ふ迄もなく、槍非違使廃なる令の官制に定められざる所謂令
外の官司である。前者は唐の律令の樵受に際し・唐の制度を模倣して・官
制に基き設置せられたる官司なるに反して、後者は櫃受せる律令の施行の
結果生じたる種々の制度上の歓陥を補はんがために・新たに實情に帥して
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設置せられたる令外の官である。前者は輩に官制上。百有絵年の久しき因
襲に立籠る老朽官司たるに反して、後者は必要に追られて設置せられたる
新進官司である。是等の相違によ外既に雨者の有する機能の働きに大な
る隔りが感じられる。事實。職原　の著者たる北畠親房が隔この槍非違使
廉を指して㌔「朝家此ノ職ヲ置キテ以來。衛府ノ追捕幅弾正ノ糺弾、刑部ノ判
断、京職ノ訴訟。併セテ使廉二瞬ス。」と云へる如く（一爽）。槍非違使廃は
是等の令制諸官司の樺限を漸次鑑食すると共に。刑事司法に關する是等の
諸官司の執行機能を全く低下せしめた。斯く令外官が令制官司を塵倒する
に至れることは、猫り刑事司法方面に於ける検非違使聴のみならす隔新設の
令外官たる藏入所が令制官司の中務省及び少納言局を有名無實ならしめ㌔
以て宮中の櫃機に参典せるに至れるが如く。干安時代の初期に於ける全般
的なる行政機構の改革に現れたる一般的現象の一に外ならなかつた。
　槍非違使聴の長官は帥ち槍非遠使別當である。槍非違使聴の實樺が彊大
化せる結果隔令制官司たる衛府。弾正壷．刑部省、京職等の警察拉に刑事
司法方面の権限が全く有名無實となるに至つた原因は。畢寛するに隔檎非
違使聴の機能の精鏡なるに因ると共に、長官別當の地位が頗る重硯せられ
たるが故である・今之を立讃する主なる理由を列墨サれば・概ね次の如き
ものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の（亙）別當名の猫占。元來。別當なる名稻は。本官の役の外に、別に他官
　　　のの役にも當ると云ふ意であり・必すしも験官の意ではない・長官に別當を
稻する官司は醸検非違使聴の外にも種々ある。印ち藏人所の別當を始めと
してず弊學院別當㌔淳和院別當。學館院別當、内竪所別當。内教坊別當、
内膳別當．御厨子所別當．大寄所別當。樂所別當。大學別當等は其の例で
あるが、通常、軍に別當とのみ稻する時は隔それは帥ち槍非違使廉の長官
たる槍非違使別當を指すものと限られることになつてゐた（昌O）Q
　（∬〉経歴。槍非違使別當に補せらる玉には、位は参議以上の公達にして
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必す左右衛門督、叉は左右兵衛督の地位に在る者を以てする。通常は中納
言にして象帯せる者が多く、大納言に至る迄も槍非違使別當を簑帯せる者
は稀である。参議にして検非違使別當となる場合は、中納言の闘員ある場
合に限られた（二一）。
　（皿）資格。槍非違使聴は職原紗に「國家ノ枢機タリ。歴代以テ重職ト爲
スモノナリ。」と云へる如く（ニニ．）、重要なる官司であつたから、その長官
たる別當の入選も亦、頗る愼重であり、百寮訓要抄は之を「殊に器量を選
ばる玉職なり」と云つてゐる（二三）。而して別當たり得るの資格としては、
或は容儀、才學、富貴、譜代、近習の五賢を（二四）、或は譜第、器量、才
幹、有職、近習、容儀、富有の七総襲簑備することを要するとなし（二五）、
その中の一を欲く時は、たとへ中納言にして衛門督の経歴を有するとも、
別當たり得ざるものと迄に云はれた（二六）。
　（W）別當宣の構威。槍非違使別當の命令を別當宣叉は聴宣と云ひ、権威
あることは勅宣に准ぜられ、之に違背する者は違勅の罪を以て間はる玉程
であること等に就ては、既に一言せる如くである○
　以上の如く、槍非違使聴の長官別當は、その別當名に於ても、既に特殊
的立場に置かれて在り、入物の経歴、資格に嚴格なる條件を附せられた。
從つて、斯くの如き條件を充して補せらる㌧別當、その別當の命令たる別
當宣の椹威の高きに至つては、他官司長官の命令には嘗て見ざる所である。
槍非違使聴が官司としての地位は、刑部省、衛府、京職、その他の國司等
と概ね同等なるにも拘らす（二七）、その長官の地位に至つては、是等の官
司の長官を遙かに凌ぐ権威あるものであつた。この長官別當の重職たるこ
とが、畢寛、律令の刑事法の適用を阻止し、検非遠使聴の慣例たる聴例の
蛮達を十分ならしむるに與つて力あるものであつた。令外官なるが故に、
令制官司の如く、律令の法規に拘束せらるxの要なき所が、槍非違使廃を
して時勢に適感せざる律令の刑事法を適用せす、實情に即したる磨例を適
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用するに至らしめたる主原因であつた。
一　律の刑法及び刑事訴訟法に就ては、法學博士瀧川政次郎氏「日本法制史」一
　五二一一七三頁、法學博士牧健二氏『日本法制史諭」（朝廷法時代）四四三
　一五七九頁に詳細述べられてゐる。
二　凡闘殿殺人者。絞。以匁赦殺人者。斬。錐因闘。而用兵匁殺者。與故殺同。
　（律逸、巻五、闘訟律、一八四頁）
三　死罪に勤する刑は絞斬の二刑があP、後者を以て重しとした。その理由に就
　ては、法曹至要抄に次の如く見えてゐる。
　死罪者始從絞罪。至於斬罪爲寛。帥以絞罪爲一等。以斬罪爲一等。皆是倶錐
　爲死罪。以絞罪爲輕。以斬爲重。其故何者。絞罪待時而殺。若待時之間。邊
　遁恩詔者。則配徒流。敵爲輕。斬罪者。不待時而殺之。故爲重也。抑待時者
　獄令云。從立春至秋分。不得奏決死刑。伽絞罪爲輕者也。（法曹至要抄、巻上
　罪科條、五罪、二二八頁）
囲　先是。余奏法皇日。如律文者。錐闘殺。至用匁者。爲故殺。若然常赦不可免
　之。而稔騰例免之。其率術夷。（台記、巻＋一、久壽元年＋月廿八日條、史料
　大観、第一巻、上、四一三頁）
五　凡流徒罪居作者。皆着欽若盤枷云々。（令義解、巻＋、獄令、二九一頁）
穴　問兼成日。振獄令。流徒罪居作者。皆蒲鉱。而唯着鉄強篇二盗。不着鉱殺人
　者。若有格式改法之丈鰍。劃日。無。（中略）帥使兼成別當日。今月可有恒例
　政。殺人者。可着鉄事。早奏法皇。宜依勅裁。（宇塊記抄、中、仁李二年五月
　＋二日丙午條、史料大観、第一巷、下、五一頁）
七　私鐘鏡者に封する虎罰浩革に就ては、細川鐘市氏「上代貨幣経濟史」一八六
　一一一二〇五頁Q
八　（前略）其私鋳鏡。不論首從。令鋳銭使経身役之。（類聚三代格、巻二十、噺罪
　贈銅事、弘仁＋三年二月七日太政官符、鷹定罪人配役年限事、一〇三五頁〉
九　鷹没私鎗鐘者田宅資財事。謹案。法條中。無可没入私鋳銭者財物。而使等先
　例。或没其舎宅資財。既非法意。亦無宣旨。論之政理。誠難運行。望請虎分○
　將爲永例。（三代實録、巻二＋六、貞観＋六年＋二月廿六日庚辰條、三五五頁）
一〇太政官符
　　慮没私鋳銭者田宅資財事
2壬 臨．　例　　の　　研　　究
　　右。楡非違使起請禧。謹案法條。無可浸入私鎗鏡者財物。而使或等必漢其宅舎資
　　財。雄非法意。行來爲例。望請。編之朝章。嚴遇其好者。右大臣宣Q奉　勅。依請。
　　　貞槻十六年十二月廿六日
　　（類聚三代格、巻＋四、鏡鋳事、八〇三頁）
一一　前記註一〇に例示せる太政官符は帥ち格たるの性質を有するものである。
一二　（前略）若犯二流者。各役六年。其犯死罪。別勅冤死＋五年爲限云々。（類聚
　　三代格、巻＋二、断罪賦銅事、弘仁＋三年二月七日太政官符、感定罪人配役
　　年限事、一〇三五頁）Q
一罠　凡張盗不得財徒二年。一尺徒三年。二端加一等。＋五端及傷人者絞。殺人
　　老斬。其持佼者。錐不得財遠流。＋端絞。傷人者斬。（律疏幾篇、賊盗律、一
　　〇八頁）
一四　實例に徴すれば、張盗犯人田邊延正の臓布敷六百＋三端二丈を僅かに隙布
　　＋四反三丈と判決文に記載せる事實がある。本稿八六頁、九二頁、滲照。
一五　張盗不得財。徒二年。一尺徒三年。二端一尺近流Q四端一尺中流。自六端
　　一尺至＋四端五丈一尺九寸遠流。＋五端絞。（西宮記、巻二＋三、臨時＋一、
　　五七三頁）
一六　之に就ての詳細なる研究は、法學博士瀧川政次郎氏「律令の研究」三二一
　　一四〇頁。
一七　使鷹のけちえん経は、長保元年三月＋日はじめておこなひて、其後年こと
　　にをこなはれけるが、絶て久しく成にけるを、建久年中別當廉光卿かたの如
　　くおこなはれけり、其後建保六年五月廿日別當顯俊卿雲林院にておこなひた
　　りけり、左の佐経兼いげ（以下）著座したりけり、このたびはじめて前右大
　　臣公綴を始て別當経たる人々に、法華経丹に浬樂一巻づ＞けちえんさせられ
　　た望けり、其外別當のさたにてもみづから書れた桝ナリ、開結の二纒は左佐
　　経象、右佐頼資けちえんし侍りけり、尉いげ（尉以下）は尊勝陀羅尼をぞ奉
　　りける、みな捧物をぐしけり、實治二年五月廿八日別當嗣谷口霊山の堂にて又
　　行れしは、建保の例をうつされけP、ふるきためしの有けるをかやとて、ゆ
　　るしものなん侍りけP、又金光明経をも別當のさたにてそへられけり、今度
　　法華経の品々をば詩につくらせ、金光明経の品々をば歌によませられけり、
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　（古今著聞集、巻二、繹致、五一頁）
一《　（前略）今は使臨の聴務停止したる也、かつは聞も及ぶらん、年ごろ作蟄お
　ける櫻もみなうちやぶ蟄て佛殿につくPなをして一向臨務をと》“め後世の事
　をいとなむ也、（古今著聞集、巻＋二、楡盗、二五七頁）
一鬼　朝家置雌職以來。衛府疸捕。輝豆細軍。刑部到断。京職訴訟。併蹄使廃。
　（職原妙、下、群書類從、第四輯、六四三頁）
譲O　例へば績古事談、第五、諸蓮（園史叢書本、二六九頁）に「圃當宗忠卿」
　とあるのは、永久元年三月、槍非違使甥當に補せられたる藤原宗忠を指し（大
　日本史、藏人検非違使表）、亭治物請、巻一、信頼卿信西を滅さるる議の事（國
　民文庫刊行會本、九八頁）に「別當惟方」とあるのは、耶治元年＋月、検非
　違使別當に捕せられたる藤原惟方を指す（大ほ本史、藏人検非違侠表）o
譲一　別當一…人。滲議以上。尤繹其入也。補此職之人。必帯衛門兵衛督。（中略）
　伽至大納言Q幣臨職。近代叉未聞事血。伽中納言大理。任大納言之日o必去
　曲職。是流例也。（中略）滲議大理老、、遇納言閾之時。必任之。（職原紗、下、
　群書類從、第四輯、六四三頁）
轟農　秘爲國家之橿機。歴代以矯重職春患。（職原紗、下、群書類從、第四輯、六
　四三頁）
嵩罠　百寮訓要抄、群書類從、第四輯、六九二頁Q
島騰　白川院の仰には、五ケの徳あるものを任ずべしと御せられけるとぞ。容儀
　才學、富貴、譜代、近習出。（百寮訓要抄、群書類從、第四輯、六九二頁）
農蕊　世俗説。補大理之人。可備七徳。1所謂譜代器量才幹有職近習容儀富有云々
　（職原鉛、下、群書類從、第四輯、六四三頁）
農穴　前中納言は徽門の督なれど、装東きよらにせずとて、ひゐの別當はかけず・
　（宇津保物語、藏開の上、國史大翻本、四一七頁）
轟七朝野群載、巻＋一（二三六貝）には大治四年三月に山防南海の雨道の園
　衛に宛て＞出されたる檎非違佼聴移が載せてある。「移」は本質上、同等の官
　司に文書を田す時に用ゐらる＞形式であるから、之に從へばも検非違使聴は
　形的式には國衛と劉等の地位に在つたと思はれる。
26 晦　　例　　の　　研　　究
第三　廉例の改塵
　　（i）外部権勢による強制的改慶
　聴例は帥ち槍非違使聴の職務上の慣例であり・たとへ律令の規定に違反
せる場合に於ても、術且つ一般庶民に封する拘束力を有し、外部より共の
不當なることを指摘せらるる玉も、敢て改むる所がなかつた。例へば凱述
の如く、闘訟律の規定によれば・常赦ある時には刑の執行を赦免せらるX
闘殺犯と難も、若し兇器を用ぴて之を犯せる時は故殺犯を以て論じ、たと
へ常赦あるも赦冤せられざる所なるに、聴例に於ては之を赦冤せるは違法
なりとして、近衛天皇の久壽元年（1154）十月廿八円、藤原頼長より其の由
を鳥羽法皇に上奏し、以て聴例の不當なる庭置を改められんことを講うた
が、容れられざりしは其の一例である（一）。
　　（恥検非違使廉の自畿的改慶
　斯くの如く、聴例は因襲久しきに亙り、たとへ律令の注意に反するとも
容易に之を改康することを得なかつたが、然し聴例の特定事項に劃する不
當なる所を槍非違使聴自ら是認する時には、こ～に當該事項に關する聴例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちやくだのまつロごとの改磯を見ることも、敢て縄無ではなかつた様である。例へば著　欽政
（二）當日、彊盗、篇盗蛇に私鋳銭の犯入が服罪して之を着欽せしめたる後
は、犯入を直ちに獄舎に逡るべきに拘らす、聴例ては服罪、著鉄の後、更
に杖打七十を囚人に科することが慣例として行はれてゐたQ併し著鉄前、
既に断獄律の規定する拷間（杖にて殿打）の最高同数たる杖打二百を科し
たる者に封して（三）、著欽後更に杖打七十を科することは頗る苛酷に失し
聴例の寛刑主義にも反することであつたから、圓融天皇の天祓五年（174）
時の槍非違使聴長官たる槍非違使別當源延光の奏請により、宣旨を以て此
の著欽後の決杖事の停駿せらるXこと』なつた（四）。而して此の聴例の施
行停止が、何故に槍非違使聴自身の…方的宣言によらすして、勅許を経て
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宣旨を以て稜令せられたるかに就ては後述する所があらう。
一　先是。余奏法皇日。如律文者。錐闘殺。至用匁者。爲故段。若然常赦不可悪
　　之。而稻片例悪之。其來將突。近年京師往々有殺害之問。是用輕典之所致欺
　　願任律文拘之以懲將來。勅目。所奏可然。但任年來例，、從輕重赦之。有何事
　　事乎。（台記、巻＋一、久壽元年＋月廿八日條、史料大観、第一巻、上、四一
　　三頁）
二　著鉱政に就ては法學新報、第四十四巻、第八號に小早川欣吾氏の研究が掲載
　　されてゐる。術、法學博士瀧川政次郎氏「法律史話」一三一頁以下、及び本
　　稿、一一七頁以下、滲・照）
翼　凡拷因不得過三度。度総得過二百。杖罪以下。不得過所犯之数。拷漏不承、
　　取保放之。（律逸、巻八、噺獄律、二一五頁）
四　停止着欽後決杖事
　　検非違使式云。盗人錐承伏巳了。決背七＋。天豫五年五月廿六日。宣旨云。
　　検非違使別當中納言從三位兼行左衛門督春宮太夫源朝臣延光。今月三日奏駅
　稽。彊盗、篇盗。承伏着鐵者。反決杖七＋。拷掠之問已濾二百。着鐵之後何
　決七＋者。内大臣宣。奉　勅。件事自古行來之例。非随申請轍可令改。然日
　如聞者着鐵後。決杖事非律令之斯載。是使等所申行也。頗似苛酷。疑檜寛愁
　思。彼囚人之所歎。欲施仁代而相赦。宜停禁之無於一時。以胎漠徳於萬代者
　使宜承知依宣行之・
　　（西宮記、巻二＋三、臨時＋一、五七一頁）
第　四　　磨例と格との關係
　聴例は楡非違使聴に於て律令の成文規定を改慶せるものであへこの意
味に於ては、律令に封する格と同様なる地位に立つものである（一）。然
し聴例の中には、この律令の規定を改正せる格にも違反せるものがあり、
又。格により律令の規定が既に改正せられたるにも拘らす、依然として律
令の規定を其のま～聴例として探用せるものもあつた。
　（夏）格違反の廉例
28 臨　　例　　の　　研　　究
　先づ格に違反せる聴例としては、弘仁十三年二月七日の格に封する聴例
である。該格によれば、張盗及び篇盗に關しては、律の刑法の規定する杖
罪、答罪の刑を一律に徒役一年の刑と改正した（二）。これは元より刑の加
重であへ右の格が賊盗律に規定する死刑を別勅によりて徒役十五年の刑
に輕減せしめ、叉同じく流刑を徒役六年の刑に輕減せしめ、賊盗律の重罪
の刑は概ね之を輕減せるに反して、杖、筈二罪の刑の如きは凡て之を加重
せしめてゐる（罵）。然し寛刑主義を採れる聴例の科刑方針に於ては、如何
に格により決定せられたるものとは云へ、律の刑法の輕罪の刑を加重して
執行することは、購例の本旨に反することであつたから、是等の杖、答二
罪の刑は、格の本旨に從へば徒役一年であり、囚人には刑具の欽（くびか
せ）を着けしむべきではあつたが・輕罪たるの理由により欽を着けしめす・
從つて徒役の刑を科せす、叉律の刑法本來の刑たる杖打、答打の刑をも科
せす：、箪に懲粛読論を加へて放冤するに止まつた（四）。この杖、苔』二罪に
i封しては、軍に読論を加へて繹放することは、勿論律や格の認めざる所で
あるが、稔且つ聴例としては慣行されたのである。
　　（恥格無覗の臆例
　次に律令の規定が麟に格により改正せられたるにも拘らす、この格の存
在を無覗し。依然として奮規定たる律令の規定を採用せる廃例としては、
名例律の刑事責任能力に關する規定である。該規定によれば、流罪以下に
該當する犯罪を犯せる者が、購（罰金）を牧納して正刑たる死、流・徒・
杖、答の五刑を：免れ得る場合は、年七十以上、十六以下及び磨疾者に限ら
れてゐる（五）。從つて律の刑事責任に關する完全能力者は年六十九以下・十
七以上であつたが、孝謙天皇の天平勝寳九年（757）四月四日の格により・名
例律の完全能力者の最低年限を一年繰上げて年十八以上と改正され（六）、
從つて年十七以下は制限能力者として、名例律の流罪以下の犯罪に封する
蹟の規定が適用され、著欽を免れるに至つた。然るに聴例に於ては依然と
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して名例律の規定を固執し・十七歳には順を許さすして著欽し噛十六歳以
下に限り購を許す方針であつた（七）。斯くの如く．格の頒布によひ律令の
規定が改正せられたるにも拘らす．筒廉例が格によらすして律令の規定を
墨守せることは、保守的なる律令に比して進歩的なる聴例としては稀有の
ことであるが。實は．これは槍非違使聴に所属する擬律官たる明法家が前記
の天干勝費九年の格の頒布を識らざりしが故である（八）。この事は。天長
十年（833）に編纂せられたる令義解十巻が幅令の規定に封して有権的解繹
を施せるものとして頒布せられてより（鬼）、律令の制定以來、盛に行はれ
たる律令の法律解樺の氣蓮が漸次衰微の道を辿るに至つた影響によるもの
であへ明法家の律の刑法に封する判例や格等の根本的研究の不足に因る
に外ならなかつた。但し此の刑事責任能力者の年齢に關しては、一條天皇
の寛弘五年（1008）十二月．政事要略の著者たる明法博士惟宗允亮の建議に
よへ天雫勝寳九年の格に從ぴ。十七歳以下を以て制限能力者となし。之
に購を許して正刑を冤れしむること玉なつた（一〇）o
　　（購）靡例の格化
　最後に一言附加すべきことは。聴例が主として律令や格の規定に違反せ
るものではあるが。時としては聴例の中にも之を格として頒布され、正式
に法的敷果を太政官符により附與せられることもあると云ふことである（、
聴例は槍非違使臆の慣例として。實質的には拘束力を有すること勿論であ
るが㌔形式的には何等法的敷果を與へられてゐなかつたことは甑蓮の通ウ
である。又太政官符により。或は朝廷の有力者により聴例が律令の法意違
反なることを指摘せられたる事實も亦噛その一誰左に外ならない。（一一）。
然し聴例の中に喉律令や格の規定に全然欲如せる事項に關するものは穐
之を法意に違反すると訳ふよりは隔むしろ律令や格の規定の不備に基くも
のであるから㌔無下に廉例のみを責めることも出來ないであらう。而して
此の種の廃例の中には格として別に頒布され、形式的にも法的敷果を附與
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せられたるものもある。例へば後述する所の私鋳銭者（通貨偽造者）の財
産波牧に關する聴例が、貞観十六年（874）十二月廿六日に格として頒布せ
られたるが如きものである（一二）。私は此の現象を廃例の格化と名付ける。
一　律令と格との關係は、律令が國家の根本法なるに封して、格は律令の改慶補
　閾をなす法である。令が行政法規、私法々規、手績法規等を規定し、之に違
　反する罰則拉に犯罪にi封する刑罰法規を規定せるものが律である。而して跳
　の律令が時勢の攣遷に從ひ、杜會の實情に適用し難くならんとする時、律令
　に生氣を與へ、之を生きた法律として活用せらる＞ものが帥ち絡である。術
　　この詳細なる研究は、法學博士瀧川政次郎氏「律令の研究」三二　　四〇頁
二　（前略）自今以後。宜犯徒一年者加牛年。犯二年三年者各加一年。杖罪以下只
　徒一年。若犯二流者各役六年。其犯罪別勅兎死＋五年爲限云々。（類聚三代格
　巻二十、断罪瞭銅事、弘仁十三年二月七日太政官符、磨定罪人配役年限事、
　一〇三五頁）
三　彊盗及び霧盗に關する賊盗律の規定と、弘仁十三年二月七日の格との刑を比
　較表示すれば次の如くなる・
　　　　　　　　　　　　　　l　　　　u－
賊盗律
弘仁十
三年格
杖刑答
徒役一年
徒役一年
徒役
一年牛
徒役二年
徒役三年
徒役三年
徒役四年
蔑流刑中
　匠
徒役六年
死　刑
徒　役
＋五年
　この表に見る如く、格は律に比して死、流の二刑は減輕されてゐるが、徒、
　杖、答の三刑は加重されてゐる。その理由は第三章に譲る。
四　格丈云。杖罪以下。只徒一年者。然而綱盗不得財筈五＋。拉其盗各徒者不行。
　叉不受分霧盗筈。共謀彊盗條稔蝕拉筈五＋之撒等。依爲輕罪。不必令着鉱。
　從官加徴粛原冤之。此等會繹亦聴例也。（西宮記、巻二＋三、臨時＋一、長徳
　二年＋一月＋六日別當宣、五八三頁）
五　凡年七＋以上＋六年以下。及廣疾犯流罪以下牧賦。（律疏幾篇、名例律、四六頁）
六　勅。天下百姓。成童之歳。則入輕僑。既冠之年。便當正俊。量其螢苦。用診
　干懐。昔者先帝亦有此趣。猫未施行。自今以後。宜以＋八爲中男廿二成正丁。
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　普告退通。知膜意焉。主者施行。
　　天ZF勝寳九年四月四日
　（類聚三代格、巻十七、濁免事、九〇九頁）
七　勘申秦童丸可着欽哉不事。
　右童子丸・張盗之犯承伏進過朕。而生年＋三・猫可着鉱哉者。名例律云・年
　七十以上。＋六以下・犯流罪以下牧麟・八＋以上。十歳以下。盗亦牧賠・疏
　云。盗既侵損於人。敢不許杢免。令其収晒。又云。犯罪時幼小。事義時長大
　依幼小論）疏云。十六時楡盗。十七事護。伽以賦論。此名幼少時犯罪。長大
　事褒。依幼小論者。楡盗犯之輩。錐有科條。十六以下之者。須用順法。童子
　丸尋勘所稻之年。未過所指之限。唯令徴銅。非可着鉱。伽勘申。
　　長徳三年四月廿九日　　　　　　　　允亮草
　（政事要略、巷八＋二、六六入頁）
八　文學博士三浦周行「績法制史の研究」五六六頁。
九　講令備考、巷第一、序、慮撰定令律問答私記事。績々群書類從、第六五頁以
　下。
　後妙華寺殿令聞書、績群書類從、第＋輯、六八．頁以下。
　令義解、序、一頁以下。
　類聚國史、巻百四十七、丈部下、律令格式、天長十年三月＋五日壬申條、九
　九頁。
一〇　間。＋七之人犯盗者。猫徒役哉。狩可聴牧聴乎。答。名例律云。年＋六巳
　下犯流罪以下牧瞭云々。爲其老小特被哀濟。拉許牧瞭。戸令云。男女＋六以
　下爲少。廿以下爲中Q弘仁民部格云。以＋八爲中男者。令以九六爲少。格加
　一年爲中。便知＋七既是小男也。夫暴輕明重。金玉通例。課役此載。樹櫓年
　配役。罪科性重。須加年科罪。依律准格。可聴牧賦。
　　寛弘二年三月廿七日政。強盗類多治大丸承快。進過駅已畢。問注年之慮
　　稔＋七。価爲観後學。作此問答・
　（政事要略、巻八＋二、六六八頁）
　禽、西宮記、巻二＋三、臨時＋一、寛弘五年＋二月廿三日、勘申秦安武可
　着鉄哉否事、六〇四頁、参照。
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　　西宮記斯牧、宗阿記、寛弘五年＋二月二＋三日條、六〇五頁、参照。
一一　例へば寛亭七年＋二月廿二日、延長七年九月＋九日の太政官符によη、証
　告者に封する反坐法の不適法の戒飾（政事要略、巻八＋四、六八八一六九
　一頁）、兇器所持の闘殺を常赦により赦冤せるにi封する藤原頼長の論駁（本稿
　第二七頁、註一、滲照）等の事實を畢げることを得る。
一二　本稿七九頁、註二二、滲照。
第　五　　廉f弱と検非違使式との關f系
　（甚）検非違使式の憲義
槍非違使式は帥ち槍非違使に關する式であり（一）、槍非違使の職務権限
の施行細則に關する規定である。その式たる瓢こ就ては他の式たる衛門府
式、弾正式、刑部式等と本質に於て何等攣りはない。聴例が槍非違使聴に
於て嚢生せる反律令的なる慣習法なるに反して、検非違使式は、宣旨や太
政官符を以て頒布せられたる合法的なる成丈の法令である。而して検非違
使式制定の経路には、（一）槍非違使の奏請に基くもの、（二）聴例を合法的
に式化せるもの等が塁げられる。
　槍非違使式を牧録せるものとして有名なるは、清和天皇の貞親十七年
（875）四月、中納言南淵年名等の撰進に關はる左右槍非違使式一巻である
が（二）、今は傳つて居らす、僅かに数ケ條の逸文が政事要略、法曹至要抄
西宮記等の諸書に見えるに過ぎない・
　（H）検非違使式の一
　槍非違使の奏請により、合法的に太政官符を以て格として頒布せられ、
之を槍非違使式として規定せるものは、清和天皇の貞槻十六年（874）十二
月廿六日、槍非違使聴の糺弾に關する管轄地域を鑛張して、京都を中心と
する附近一帯の地域、帥ち山崎、與度、大井、津頭等の地域の非違の糺弾
樺を附與せられんことの奏請が偲）、翌貞観十七年（875）四月撰進の槍非
第一章　磨例　の　概念 33
違使式に「近京ノ地及ビ山崎、與度隔大井、津頭ハ使等非違ヲ糺察ス。」と規定
せらる玉に至つたのが其の一例である（麟）。この槍非違使式が實際に適用
せられたる例は、宇多天皇の寛平六年（894）十一月三十日の宣旨に見えてゐ
る（黙）o
　（量恥検罪違使式の置（鷹例の検ヨ鮮i違使式化）
　槍非違使聴の慣例たる磨例を式化せるものは・律令に規定なきために・
槍非違使磨が猫籔にて虞分し來れる司法上の慣例が、太政官符によ夢格と
して頒布せられ．適法に承認せられたるによへ更に之を楡非違使式とし
て規定せるものである。鄭ち此の場合に於ける槍非違使式は、既に過去
に於て反律令的なる慣習法として施行し來れる司法上の塵分の慣例臨
新たに適法なる手績により成支法規として制定せんとするものであり、
この黙に於ては．他の種類の楡非違使式の如く。將來施行せんとする規定
を、最初より適法なる手績による成文法規たらしむる槍非違使式とは異な
るo
　斯くの如き槍非違使式の一例としては・私鋳鏡者（通貨爲造者）に封する
慮罰が軍なる自由刑に止まらす、更に其の所有に關はる田宅資財の没牧、即
ち極端なる財産刑をも科することを規定せる検非違使式に於て之を見る。
邸ち私鋳鏡者に封する虞罰は律令に共の規定なく、この種の犯罪の護生以
來㌔太政官符を以て格として其の罰則が規定せられ來つたものであるが
（飛）隔嵯峨天皇の弘仁十三年（8鋤二月七日の太政官符は。私錆銭者の虞罰
を鋳鏡使の管轄となし篭その犯罪者は凡て絡身徒刑の嚴罰方針を採るに至
つた（七）。然るに検非違使は私鋳鏡者の庭罰を此の自由刑のみに止めす》更
に犯入の所有する一切の財産をも淡牧せ’んとする財産刑の執行を主張し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎしやう清和天皇の貞観十六年（874）十二月廿六日の槍非違使起請に於て。この私
錆銭者の財産淡牧椹を附與せられんことを太政官に奏請した（八）。その起
請の中には「謹ミテ案ズルヘ法條中私鋳鏡者ノ財物ヲ淡入スベキハナク、
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而モ使等ノ先例、或ハ其ノ舎宅資財ヲ没セリ。」と述べてゐるから、槍非違
使が私鋳銭者の財産を波牧せる事實は、既に此の起請をなせる貞槻十六年
以前に於て行はれてゐたことが分る。而して此の財塵没牧は槍非違使聴の
「先例」に基くものであり、律令の「法意二非ザル」ものであつた。但し
此の「法意二非ザル」の所以は、私鋳銭者の塵罰は自由刑に止まり、財産刑
は格の禁する所なるにも拘らす、而も之を爲すと云ふ意ではなく、私鋳鏡
者に財産刑を科する規定が未だ存在せすとの意である。術この検非違使の
起請は容認せられ、即日太政官符を以て格として頒布せらる玉と共に（九）、
翌貞麹十七年（875）四月には、槍非違使式として「私銭ノ輩ハ鋳鏡司二逡
ルヲ停メ、着欽ハ盗人ト同ジク、資財田宅ヲ没入セシム。」　と規定された
（一〇）。私は此の後者の現象を聴例の槍非違使式化、或は略して聴例の式
化と名付ける。
　斯くの如く、式化せられたる騰例は、たとへ聴例そのものは律令の法意
に遠反せる事項に關するものであつても、既に之を太政官符を以て合法的
に承認せられて槍非違使式に規定せられたる以上は、之を改駿し、その執
行を停止することは、箪に槍非違使聴の猫断を以て爲すことを得ない。既
に述べたるが如く、盗入の着欽後、更に杖七十を科することが聴例として
慣行せられたるにも拘らす、之を苛酷なりとして、時の槍非違使別當源延
光が其の執行の停康方を、圓融天皇の勅許を経て、天緑五年（977）五月廿六
日の宣旨により命じたることは、實は此の聴例が既に検非違使式として「盗
人承伏已二了ルト錐モ、背杖七十ヲ決ス。」と規定せられてゐたに外ならな
カ】つた　（一r一）。
一　式の何たるかに就ては、唐六典に「格以禁違正邪Q式以斬物程事。」（大唐六
　典、樹書刑部巻六、刑部郎中員外郎條、官板、唐六典、天保七年版、第三朋）
　と見え、弘仁格式の序には「格則量時立制。式則補閾拾遺。」（類聚三代格、
　巻一、序事、三二九頁）と見えてゐる。則ち式は律令の施行細則を規定せる
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　　ものであり、當該官吏の執務提要たるべきものを云ふ。樹、詳細は法學博士
　　瀧川政次郎氏「律令の研究」三二一四〇頁。
嵩　本朝法家丈書目録、績々群書類從、第十六、一五三頁Q
　　本朝書籍目録、群書類從、第＋七輯、九二〇頁。
露　検非違使起請。慮糺弾近京之地非違事・
　　謹案。使等依奮宣旨。准楡京中之非逢Q曲是。好狙之輩。好城邊之地。避使
　　等検察。亦鰯類慮弾之事。多在山崎輿度大井津頭。使等帥事。経過那邊c臼
　　有所見。口不能言。望請。津頭及近京之地在非法。使等有看着。帥便糺弾。
　　（三代實録、巻昔六、貞槻＋六年＋二月廿六日庚辰條、三五五頁）
騨　近京之地及山崎與度大井津頭。使等糺察非違者・（政事要略、巻六十一．五三
　　一頁）
黙　右大臣宣。奉　勅。検非違使毎旬巡察大井輿度由崎大津等非違者。使式云o
　　近京之地及由崎輿度大井等津頭。使等糺察非違者。（政事要略、巻六十一、五
　　三一頁）
穴私鐙銭者に劉する慮罰の沿革に就ては、細川編市氏「．ヒ代貨幣経濟史」一八
　　六一二〇五頁。
七　（前略）其私鋳銭。不論首從。令鎗鏡使終身役之。（類聚三代格、巻二＋、断罪
　　願銅事、弘仁＋三年二月七日太政官符、磨定罪入配役年限事、一〇三五頁）
《　慮没私躊銭者田宅資財事。謹案。法條中。無可没入私躊銭者財物。而使等先
　　例。或没其舎宅贅財。既非法意。亦無宣旨。論之政理。誠難漣行。望請。塵分。
　　將爲永例。（三代實録、巻二＋六、貞灘＋六年＋二月骨六日庚辰條、三五五頁）
九　太政官符
　　　慮没私躊鏡者田宅資財事
　　右。槍非違使起請欝・謹案法條。無可没入私鋳銭者財物・而使等或必没其舎
　　宅資財。錐非法意。行來成例。望請。編之朝章C嚴遇其好者O右大臣宣。奉
　　勅。依請。
　　　貞観十六年十二月廿六日
　　（類聚三代格、巻＋四、銭鋳事、八〇三頁）
一〇　私鏡之輩Q停途鎧銭司者。着鉄與盗人同。令没入資財田宅。（西宮記、巻二
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　十三、臨時＋一、五七二頁）
一一　盗人錐承伏已了。決背杖七＋。（西宮記、巻二＋三、臨時＋一、五七〇頁）
　樹、詳細は本稿二七頁、註四、参照e
第　六　　検非違使式逸文牧籐
　既に述べたるが如く、貞槻年間以降、槍非違使聴に於て編纂せられたる
槍非違使に關する一切の記録集が・今は凡て傳つて居らぬと云ふのが定詮
となつてゐる（一）。就中、検非違使式を牧録せるものと推測せらる～左右
検非違使式一巻の亡逸は、槍非違使式の研究を最も困難ならしむるものと
云はざるを得ない。聴例に最も關係深ぎ瞼非違使式の欠歓は、延いては更
でだに史料の亡逸に困難を感する聴例の研究を、一暦難事たらしむるもの
がある。
　さて政事要略、法曹至要抄、西宮記等に見える槍非違使式の逸文は、凡
そ次の如くである・
　一　使之所．掌。准二弾正弾事一。丼依二臨時宣旨一行．之。（二）
　一　推．事不．論二左右一。難．無二佐若尉一入一。猶得．行．事。（三）
　一　近京之地及山崎與度大井等津頭。使等糺二察非違一者。（四）
　一　凡累騎井乗二己主鞍馬一・搭夫乗二車馬一等之類。随．歌科二不慮爲輕重
　　之罪一。（五）
　一　請二鷹官符一家々行二餌取一者。三位此上各二入。四位以下各一入。（六）
　一　閾昌入宮中及北野馬牛。惣途二馬寮、令二死公用一。但彼主申者決苔。其
　　園牧者五十。然後給了。（七）
　一盗人不．論二輕重一Q停．移二刑部一。別當直着鉄⊂、配二役所一令二駈使一。如
　　官當牧．購。各依二本法一。自蝕犯並從二常律一。（八）
　一　私銭之輩。停．逸二鋳銭司一者。着鉄與二盗入一同Q令．淡二入資財田宅一。
　　（九）
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一盗入難豊承伏已了一。決二背杖七十＿、： （一〇）
一　諸司諸衛及諸家官入以下。雑色以上若有二犯過一者、且禁二其身鱒且
　　糸礁本司一。（一一）
一　丈學博士三浦周行「績法制史の研究」五六二頁。
　　法學博士瀧川政次郎氏「日本法制史」一六四頁。
　　政事要略、巻六十一、五一八頁，，
　　同前、五二八頁。
四　同前、五三一頁。
覧　政事要略、巻六十九、五七五頁Q
穴　政事要略、巻七十、六一三頁〇
七　同前、六二〇頁。
八　政事要略、巻八＋四、六八九頁。
九　西宮記、巻二＋三、臨時＋一、五七二頁。
一〇　同前、五七〇頁。
一一　法曹至要抄、巻上、追捕事、二八六頁。
　　政事要略、巻八十四、六八八頁。
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第二章　磨例の檎察制度
　聴例の槍察制度とは、之を槍非違使聴の事務たる聴務より云へば、槍非
違使の権限に属する検察事務に關する制度であり、之を槍非違使聴の権限
たる聴政より云へば、槍非違使の行使する槍察穰に關する制度である。街
こ』に云ふ槍察制度とは、槍非違使聴に於て慣例として行はる～犯罪の摘
褒弾劾に關する糺弾制度、及び犯罪入逮捕に關する司法警察制度とを併構
して云ふo
第一　糾揮制度
　（1）弾正憂の糾弾権
　律令の刑事訴訟に於ては、犯罪の摘磯、犯入の逮捕には、先づ之に封す
る糺弾あることを必要とした。糺弾とは官吏の害政、庶民の不法行爲（多
くは犯罪）等の所謂非違を摘嚢弾劾して、之にi封し裁判所たる刑部省に國
家の刑罰権の登動を請求することであり、令の官制に於ては、この糺弾穰
は弾正墓の有する所であつたが、又庶民も所謂告言の制度により此の糺揮
灌を行使することを得た。前者を公の糺弾、後者を私の糺弾として匠別す
るが、公の糺弾は國家の機關たる弾正壼の爲すことに於て現今の公訴に、
叉私の糺弾は弾正壷以外の私人の爲すことに於て現今の告訴、告褒に夫れ
夫れ該當するものと考へて大過はない。（一）
　弾正壷の糺弾権は入及び場所に關しては、全國民及び全國に亙つて行使
せられ、身分の貴賎、國の遠近を問はざるものであつたが、併し糺弾樺が實
際に行使せられたる画域は、主として京都及び諸國の官衙、國衙に於ける
官吏であ夢、一般の庶民間の非違の糺弾は、庶民各自が私の糺弾として之
を行つた様である。弾正豪が全國の官吏に封する監察機關として、その不
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正、害政を糺察弾劾せることは、當時の官僚政治の國家に於ては、最も重
要なる役割を演するものであつた。而して弾正豪の糺弾は、非違に關する
確謹を得れば、太政官を経すして直ちに之を天皇に奏聞することを：得た
（二）。但し是れは五位以上の高等官に關する糺弾に限られ、六位以下の官
吏に關しては、各々その所属の官衙。國衙に移して虞分せしめた（菖）。五
位以上の官吏の非違に封しては、太政官を経すして瀬直接に弾正墓より天
皇に奏聞し得たのは、弾正壷の地位が太政官と相封立せる結果であり、太
政大臣を除くの外は、左右の大臣の非違と難も糺弾し得たるは（四）、監察
官司が行政官司に封して猫立の地位に立つ所以であつた。
　　（⑳検非蓮使の糾弾権
　槍非違使が弾正壷の糺弾樺を確有するに至つたのは、いつ頃であるか
は判然としない。併し弘仁十一年（820）十二月十一日の宣旨によれば、「槍
非違使ノ掌ル所ノ事ハ弾正ト同ジ。」と見えてゐるから峨）、槍非違使の設
置後、未だ十年を経ざる中のことであることは確かであらう（穴）。然りと
すれば、槍非違使は其の設置後十年を出すして．身の本官は太政官下の衛
府の一官吏に過ぎざるものではあるが、それが槍非違使宣旨を蒙つて補せ
らる』検非違使となるに及んでは、本官を統制すべき太政官に相封立する
弾正墓の穰限をも有するに至つたことは。その樺勢の震展の急激なるに驚
かざるを得ない。
　弘仁十一年十二月十一月の宣旨によ外槍非違使の職掌には弾正i墓と同
檬に糺弾槽が認められたが、この宣旨の趣旨は後の貞槻十七年（875）十二月
撰進の槍非違使式に「使ノ掌ル所ハ弾正ノ弾ズル事二准ジ隔並二臨時ノ宣旨
二依リテ之ヲ行フ。」と規定せられ（七）、弾正毫の糺弾に關する事項は、凡て
槍非違使の糺弾にも准用せらる～に至つたが。その後、延喜式には之を「凡
ソ新二制ヲ立ツル宣旨アラノ㍉槍非違使二告示セヨQ」と規定され（八）、紅，
i渾穰i行使に就ては、弾正墓と槍非違使とが相1互に連絡を取ること玉なつたo
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　斯くの如く、糺弾に關しては弾正豪、検非遠使共に相通する所があつた
が、糺弾樺の封象に就ては必すしも同一ではなかつた様である。帥ち衣服
令に基く禁制色使用の糺弓輩に關しては、弾正豪及び槍非違使は共に其の糺
弾樺を有したが（九）、その他の場合に於ては、概して弾正壼は有位者の非
違、諸官司の狂判害政等を糺弾し、槍非違使は庶民の非違を糺暉した様であ
る（一〇）。從つて律令の刑事訴訟に於ては、一般庶民の非違（廣く犯罪を
指す）は私の糺弾により被害者叉は第三者の私人の弾劾を待つて、始めて
官権の登動を見たのであるが、槍非違使が糺弾穰iを有するに至つて後は、
一般庶民聞の犯罪も槍非違使の職権嚢動により、私の糺弾を待たすして、
直ちに之を摘焚弾劾することを得たから、犯罪の捜査、犯入の逮捕は著し
く数果を墨ぐるに至つた。而して此の槍非違使の糺弾権獲得は、後に至っ
て槍非違使が裁判権をも獲得するや、律令の刑事訴訟に於ける糺弾主義は
一攣して、磨例の刑事訴訟が糺問手績の下に職権審理主義を探るに至る原
因をなすに至った。
一公の糾弾、私の糾弾を夫れ夫れ現今の公訴、告訴叉は告爽に類似するものと
　考ふることは、必ずしも誤りではないが、併し現今に於ては、公訴椹を行使
　る椹利は、國家の機關たる検事の專有椹に屡するものであり、告訴、公援は
　犯罪の捜査開始の原因たるに過ぎない。
　然るに律令の刑事訴訟手績は糾弾主義の下に行はれる。この糾弾主義の下に
　行はる＞刑事訴訟手績は、斯謂揮劾手績諏kus我torisches　Verf畿hrenに類似す
　るものであり、公の糾弾は云ふ迄もなく、私の糾弾と錐も、その糾弾たること
　に於ては公の糾弾と何等攣りはなかつた。要するに糾弾者が一は國家機關た
　る弾正塵であり、他は犯罪の被害者又は一般の一私入たるの相違あるのみ。
　この意味に於て、律令の刑事訴訟は寧ろ所謂國家訴灌主義St翫atsklageprinzip
　及び所謂個入訴擢主義Popularkl我9ePrinzipを併用せるものと見ることが出
　來よう。
二　凡墓奏弾事者。不経太政官而直奏聞Q（延喜式、巻四＋一、弾正嘉、一〇五八
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　頁）
罵　六位以下。並糾移所司推凋，（令義解、巻七、公式令、奏弾式、二一九頁）
圏　凡弾正不得弾太政大臣、太政大臣得弾弾正。其左膚大臣與弾正。若有非違者。
　各得互弾、）（延喜式、巻四十一、揮正壷、一〇五八頁）
瓢　叉去弘仁十一年十二月十一日宣旨稽。検非違使所掌之事，r與弾正同∩臨時宣
　旨亦糾弾之者。（類聚三代格、巻二＋、臨罪賠銅事、天長九年七月九日太政官
　符所牧、一〇五一頁）
訣　検非違使の設置は嵯峨天皇の弘仁年問（810一膿3）と云はれてゐる。谷森饒
　男氏「檎非違使ヲ中心トシタノレ耶安時代ノ警察駅態」一三一…二〇頁。
七　楡非違使式云。使之所掌．准弾正弾事、井依臨時宣旨行之。（政事要略・巻六
　十一、五一八頁）
《　凡新有立制宣旨春r告示検非違使。（延喜式、巻四＋一、揮正壼、一つ六一頁）
轟　仰検非違使。自來月一日。可制止火色之由。但以紅衣大一斤爲染絹一疋之色Q
　給本檬。叉仰弓顎E塵，（日本紀略、後篇一、延喜＋八年三月＋九日壬辰條・二
　二頁）
　政事要略、巻六十七、糾弾雑事七、男女衣服井賓用雑物、五三九一一五七〇
　頁。
一〇　法學博士牧健二氏「日本法制史論」（朝廷法時代）五九五頁。
第誤　闘法警察制度
　（貰）衛門府の司法警藥権
司法警察樺は犯罪鎭壁のために、犯入を捜査逮捕するの権限である。令
の官制に於ては、京都を管轄する司法警察権を有するものは・主として衛
門府であり、衛門府の官吏は近衛兵・皇宮警察官として宮城諸門の警備に
當る外にヤ出でては司法警察官として京都市中を巡槍し、各種犯罪の犯人
の捜査逮捕にも從事した（一）。衛門府の外に衛士府、兵衛府も亦時として
此の司法警察に携つた（二）。是等の各府を総稽して衛府と云ひ・その官吏
は何れも帯剣の武官であつたから、犯入逮捕の實力を有してゐた。而して
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衛府の逮捕せる犯人は、之を断罪すべき刑部省或は京職に移逸引致すべき
であるが、その何れに移逡すべきかは犯人の有する本籍により異なり、若
し犯入が京都に本籍を有する者なる時は之を京職に、諸國に本籍を有する
者なる時は之を刑部省に、それぞれ匝別して移逡すべきことは、獄令の規
定する所であつた（三）。
　　（ゆ検非違使の司法警察樺
　槍非違使は衛門府の官吏が特に槍非違使宣旨を蒙つて補せらる職である
から（四）、槍非違使自身が本來その名の示すが如く、非遠を槍察すること
を職掌とせる以上、この犯入の捜査及び逮捕に從事すべきは當然であるが、
承和六年（839）六月の勅によれば、弾正壷の糺弾すべき犯入の逃走せる時
は、検非違使をして逮捕せしむることを永例となすべき旨を規定せられて
ゐる（置）。これ即ち槍非違使の司法警察権を認めたる明白なる謹左である
が、この勅により始めて槍非違使に司法警察権が附典せられたるや否やは
明かでない。併し之によつて槍非違使が弾正墓の糺弾すべき犯入の逃走せ
る場合、之を逮捕すべき唯一の司法警察機關となり、他の官司の司法警察
樺行使を排斥するに至つたことは、槍非違使が弾正墓の樺限を漸次鷲食す
るに至る原因と見られよう。
　　（m）検非違使の糾弾権及び司法警察樺の併有
　弾正壼は糺弾の官であるから、糺弾灌を有するのみであ外被糺弾者の
逮捕礎は之を有しない。從つて弾正壼の糺弾すべき相手方が其の召喚に慮
ぜす（穴）、或は逃走せる場合には、衛府の官吏や或は逃走せる方面の地域
の兵士をして逮捕せしむるのであるが（七）、槍非遠使に於ても、若し其の
被糺弾者が召喚に鷹ぜす、或は逃走せる場合には、弾正豪に准じて犯人の
逮捕を他に委任すべきか。之に關する規定は、承和六年（839）六月六日の
勅が之を明かにしてゐる（八）。即ち次の如くである。
　勅、弾正豪及ビ槍非違使ハ、配置各々異ナルト難モ、而モ違犯ヲ糺弾
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　スルハ彼此二同ジ。但シ犯人逃走シ、姦盗隠遁スルニ至リテハ、弾正ノ
　職ハ追捕二堪エズ。今ヨリ以後ハ、違犯ヲ糺スニ縁リ、追捕スベキ者有
　ラパ．墓使相通ジ、検非違長ヲ遣シ、事二随ヒ追捕セシム。立テテ永例
　ト爲サン。
　之によれば．弾正壷、槍非違使共に、その糺弾すべき犯入が逃走隙遁せ
る場合には、凡て槍非違使をして逮捕せしむること～したのであるから、犯
人の逮捕手績は簡易化されるに至つた。而して此の勅の要旨は、揮正墓式
に「凡ソ犯人逃走セ・㍉検非違使ヲシテ追捕セシム。」と規定せられた（九）。
　斯くの如く、既に弘仁十一年（820）十二月の宣旨に於て糺弾樺を認めら
れたる槍非違使が（一〇）、更に承和六年（839）六月の勅により、被糺弾者
の逮捕穰をも併有するに至つたことは、從來の検察制度に見るが如き、弾
正墓まづ糺弾して後に、之を他官司をして逮捕せしむるが如き二重の手績
を駿止し、槍非違使は犯罪ありと思料する時は、自ら糺弾穰及び司法警察
椹を行使することにょり、自ら犯入を糺弾し且つ之を逮捕し得ることとな
り、犯人槍墨の實を暴ぐることが著しく奴果的となるに至つた・
　（W）検葬蓮使の検察権行使匠域
　検非違使の有する槍察樺（糺弾襟及び司法警察構）の行使麗域に就ては、
最初は宣旨によつて京都市中に局限せられてゐたが（一一）。清和天皇の貞
概十六年（874）以後は、山崎、與渡．大井、津頭等の京都近傍の地をも其
の庭域とするに至つたことは次の如くである。
　最初、京都市中の非違楡察を果敢に行つた槍非違使の威力は・途に好猜
の輩をして検非違使の槍察椹の及ばざる京都近傍の地に逃避するの鯨儀な
きに至らしめた。この地方は槍非違使の槍察罐の行使匝域外なるを以て、
槍非違使は目前に彼等の非行を知り乍らも、管轄外なるの故を以て何等施
す術もなく．た穿供手拒腕して室しく傍観せざるを得なかつた。この不満
に封する槍非違使の封策は、途に貞槻十六年（874）十二月廿六日の槍非違使
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起請となつて具艦化せられ、槍非違使は京都近傍の地たる大井、與渡、山
崎津頭等の地域へも槍察構の行使を許されんことを奏請するに至つた。そ
の起請は次の如くである（一二）e
　槍非違使起請
　マサニ近京ノ地ノ非違ヲ糺弾スベキ事
　謹ミデ案ズルニ、使等奮宣旨二依リ、京中ノ非違ヲ准槍セリ。是レニ
　由ツテ好猜ノ輩ハ城邊ノ地ヲ好ミ・使等ノ検察ヲ避クルモ・亦類二鰯レ・
　マサニ弾ズベキノ事、多ク山崎輿渡大井津頭二在リ。使等事二即キテ那
　邊ヲ経過スルニ、目二見ル所有レドモ、ロニ言フ能ハズ○望請スラクo津
　頭及ビ近京ノ地二非法在リテ、使等ノ看著スル所有ラバ、即チ便チ糺弾
　セン’o
　而して此の槍非違使起講が勅裁を得たるや否やは明かでないが、この趣
旨は翌貞槻十七年（87る）撰進の槍非違使式にも「近京ノ地及ビ山崎與度大
井等津頭ハ使等非違ヲ糺察スルモノナリ」と規定せられ（一…三）、又、宇多
天皇の寛雫六年（894）十一月には、宣旨を下して、検非違使をして毎旬、
大井、淀、山崎、大津等の地域に褒生する非違を巡察せしめられてゐるか
ら（一四）、この検非違使起請は容認、せられたるものであらう。
　（V）検非違使の犯人捜査及び逮捕の方法
　槍非違使の犯人捜査及び逮捕の方法は、犯人が京都に在る場合と地方に
在る場合とにより異なる・
　先づ犯入が京都に在る場合に於て、若し犯入の潜伏場所が明瞭なる時は、
検非違使自ら部下を率ゐて其の場所を包國し（一五）、若し他入の家に謄れ
たる場合には家宅捜査をなす（一六）。又犯入の所在不明なる時は、槍非違
使その他の司法警察官（衛府官吏）は京中を巡索して犯入の議見に努める
（一七）。而して王朝時代の京都が盗賊の本場であり、盗賊の生活の本擦で
あつたことは、擶津國から「盗セムガ爲二京二．ヒケル男」があ砂（一八）、
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大太郎と云ふ「いみじきぬす入の大將軍」が「京へのぼ砂て物と匂ぬべき
所あらば入てものとらん」とせる位であつたから（一鬼）、個々の犯罪爽生
後、途一とれが逮捕に從ふの煩を避くる目的で、時として京都市中に非常
警戒の陣を布き、諸國より京都へ通する交通の要路を押へ、京中の隅々ま
で探索して墨動不審の者を捜査逮捕し、犯罪の嚢生を未然に防止せんとす
る大索（ぬすびとあさり、おほあなぐ外おほあさり・）が行はれるに至つ
た（二〇）。併し、これも後には朝廷の臨時の行事の一として、殆ど形式的
にのみ行はれる様になへ徒らに先例を墨守するのみで。大索本來の目的
は途げられざるに至つた。
　次に地方に於ける犯入の捜査逮捕には、その地方に於て罪を犯せる犯入
の捜査逮捕の場合、京都に於て罪を犯せる犯入が地方へ逃走せるによつて
之を捜査逮捕する場合とがある。この犯入捜査及び逮捕の責は、本來は當
該地方行政官たる國司が之を負ふべきであり（二一）、地方に褒生せる犯罪
の捜査・犯入の逮捕のためには、諸國に國郡槍非違使も置かれてあつたが
（二二）、特に京都近傍の地方に登生せる犯罪の捜査、犯入の逮捕及び京都
に於て罪を犯せる犯入が地方へ逃走せる場合には、京都より検非違使を派
遣して、犯入の逮捕に當らしめることもあつた（二置）。併し交通通信の不
便なりし當時、犯人槍墾の實績を墨げ得ることは困難であつた様である
（二四）。蓋し犯入の逮捕が當然職務上の行爲であ砂ながら、犯入を逮捕せ
る槍非違使が莫大なる恩賞に與かるが如きは（二五）．如何に當時、犯入の
逮捕が困難なりしかを裏書するものである。
一　この實例は下記の條々に見えてゐる。
　綾日本後紀、巻七、承和五年二月庚子條、七四頁・
　綾日本後紀、巷九、承和七年二月己末條、九八頁。
　績日本後紀、巻九、承利七年三月壬午條、九九頁。
　綾日本後紀、巻二＋、嘉洋三年正月壬子條、二三五頁。
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　文穂實録、巻九、天安丈年三月癸丑條、同乙卯條、九六頁。
　丈徳實録、巻＋、天安二年二月乙酉條、一一一頁・
二　分遣六衛府。捜捕京中盗篇。（績日本後紀、巻九、承和七年二月六日壬午條、
　九九頁）
三　其衛府糺捉罪人。非貫驕京者。皆逡刑部省。（令義解、巻＋、獄令、二八五頁）
　依獄令。衛府糺捉罪人。非貫属京者。皆逸刑部。即明貫驕京者Q逸於京職。
　（令義解、巻七、公式令、二二〇頁）
四　槍非違使。天長年中。准唐朝置使鷹。（中略）但別當以下。爲宜下職。爲衛府
　之人補之。（中略）佐二人。爲左右衛門権佐者。蒙使宣旨。（中略）志。明法道
　輩六位時任衛門志。即蒙使宣旨也。（職原紗、下、群書類從、第四輯、六四三
　頁以下）
五　綾日本後紀、巻八、承和六年六月六日乙卯條、八八頁Q
　樹この詳細は本稿四六頁、註八、滲照。
穴凡有非違人。召其本司及管省而弾之。（延喜式、巻四＋一、弾正墓、一〇六八
　頁）
七　凡犯重慮捕而拒捏者。護當虎兵捕之。（延喜式、巻四＋一、弾正墓、一〇七〇
　頁）
八　勅。弾正墓及検非違使。錐配置各異。而糾弾違犯。彼此一同。但至犯人逃走。
　姦盗隠i遁。弾正之職。不堪追捕。自今以後。縁糺違犯。有可追捕者。蜜使相通。
　槍非違長等。随事追捕。立爲永例。（績日本後紀、巻八、承和六年六月六日乙
　卯條、八八頁）
九　凡犯人逃走。令検非違使疸捕。（延喜式、巻四＋一、弾正墓、一〇七〇頁）
一〇　又去弘仁＋一年＋二月十一日宣旨稻。検非違使所掌之事。與弾正同。臨時
　宣旨亦糾弾之者。（類聚三代格、巻二十、断罪順銅事、天長九年七月九日太政
　官符所」収、一〇五一頁）
一一　謹案。使等依奮宣旨。准検京中之非違云々。（三代實録、巻二＋六、貞観＋
　六年＋二月廿六日強非違使起請、三五五頁）
一二　検非違使起請。慮糾弾近京之地非違事。謹案。使等依奮宣旨。准検京中之
　非違。由是。好滑之輩。好城邊之地。避使等検察。亦鰯類磨弾之事。多在山崎
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　與渡大井津頭。使等帥事。経過那邊。目有所見、口不能言。望請。津頭及近
　京之地在非法o使等有看着○帥便糾弾○（三代實録、巻二十六、貞観十六年十
　二月廿六日庚辰條、三五五頁）
一罵　使式云。近窟之地及山崎興度大井等津頭Q使等糺察非違者。（政事要略、巻
　六＋一、五三一頁）
一四　看大臣宣。奉　勅。楡非違使。毎旬巡察大井輿度山崎大津等非違溜Q（政事
　要略、巻六＋一、五三一頁）
一蕊　今昔、00天皇ノ御代晶西ノ市ノ藏二盗人入ニケリ、盗人藏内二籠タル由
　ヲ聞テ、槍非違使共皆打衛テ捕ヘムトスルニ云々。（今昔物語集、巻骨九、西
　市藏人盗人語第一、九四〇頁）
　群盗籠故式部大輔管根朝臣家。検非違使井諸衛官人舎人等。経夜園護。雌
　明奉弓矢請降。価捕縛下獄云々・（貞信公記、承軍元年＋二月＋三日條・績々
　群書類從、第五、一七四頁ラ
ー穴　今日。左右検非建使。自曉園守散致仕大納言藤原扶幹卿家。是爲捜求駿河
　橡橘近保也。（中略）件近保之妻與赦大納言家元有因縁。近保逐便隠居彼家云
　々。伽斯捜求也云々。（本朝世紀、第六、大慶五年六月珊日壬午條、一〇五頁）
一七　左中舞源朝臣道方傳宣。内大臣宣。奉　勅。奉毘咀中宮。伊豫守佐伯朝臣
　公行妻。從者藤原吉道。田納不知姓春正。宜仰検非違使髄尋在虎令捕進。但
　捕獲之業。随其品秩。將力n勘賞者。（政事要略、巻七＋、寛弘六年二月廿日宣
　旨、六〇四頁〉
　　遣左右近衛。左右兵衛及検非違使。左右馬於京南捕群盗。（丈徳實録、巷九、
　天安元年三月＋六日癸丑條、九六頁）
一《　今昔物語集、廿九、羅城門癸上暦見配人盗人語第＋八、九七一頁。
一鬼　宇治拾逡物語、巻三、五〇頁。
二〇　侍中群要、第七、京中大索事、績々群書類從、第七、四一二頁Q
　侮、大索の實施模様の實例は準朝世紀、天慶二年四月二＋八日、同二＋九日
　の條々に詳細が見えてゐる○
議一　下知播津。和泉Q播磨。備前。備後。安藝。周防。長門Q井南海道諸國日。
　去貞翻四年五月二＋日。七年六月二＋八日宣告慮追捕海賊之歌。弼今有聞賊
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　　蕪群起・掠奪無息・是則國司不勤粛清也。若不疸捕・猫致幾暴。科罪牧宰・
　　曾無任無宥。其捕獲之敷。具歌言上。（三代實録、巻＋二、貞観八年四月＋一
　　日乙酉條、一八一頁）
ニニ　寛李六年九月＋八日太政官符。鷹諸國検非違使立秩限井停補無位人事。右
　　検案内。把笏帯創⊃威儀不輕。糾察追捕。職掌惟重云々。（類聚三代格、巻五、
　　定秩限事、五九〇頁）
　　　貞観三年十一月＋六日丙戌。武藏國毎郡。置検非違使一人。以凶猜成窯群
　　盗満山也。（三代實録、巻五、八二頁）
二巨　後一條天皇の萬壽二年（1025）五月、大和國へ強盗犯人逮捕のために、検非
　　違使一行＋六名が京都より淑遣せられたる時の鱒令は下記の如くである。
　　　左　官下　大和國
　　　　慮勤行検非違使供給事
　　　　　右衛門椹大尉藤原顯輔　　從三人火長二人
　　　　　右衛門大尉季時道　　　　從三人火長二人
　　　　　左右看督長二人　　　　　從各一人
　　右椹中納言源朝臣道方。宣　奉。爲令追捕張盗。差件等人。宛使毅遣如件Q
　　國宣承知・依宣行之・仰彼之國・依例供給・官符追下・
　　　萬壽二年五月三日　　　　　　左大史中臣朝臣
　　中　源朝臣
　　（朝野群載、巻＋一、二一七頁）
　　　又、今昔物語集には、検非違使左衛門尉亭時道が京都の彊盗犯人を捜査逮捕
　　のために大和國へ赴く途中、右犯人を山城國柞の杜にて爽見し、之を逮捕せ
　　ることが見えてゐる。（今昔物語集、巻廿九、下野守爲元家入張盗語第八、九
　　五六頁）
二四　寛仁三年六月廿七夜、時の政播藤原道長の邸宅よP砂金千三百蝕爾を犠取
　　せる犯人が、同年七月廿日、播磨國よP逮捕移邊せられたるが如きは、犯人
　　逮捕の比較的早い方であつた。尤も是れは被害者が囁政家であつたからこそ
　　であらう。（日本紀略、後篇＋三、寛仁元年七月廿日丙辰條、二四四頁）
二五　延喜四年六月＋九日。右大臣奏。検非違使等。逮捕群盗。大尉己下府生以
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上給絹。看督長給布也。（西宮記、巻＋七、臨時五、四一〇頁）
其後宣旨ヲ下テ、若シ此ノ盗人ヲ捕タラム者ニハ、止事無キ賞ヲ可給シトテ
云々。（今昔物語集、巻廿九、下野守爲元家、入彊盗語第八、九五六頁）
第　三　　廉例の検察制度の特色
前蓮せる所は、楡非違磨の槍察制度を糺弾及び司法警察の爾方面より考
察せるものであるが、聴例の槍察制度が律令法の槍察制度に封して有する
著しき特色は、先づ犯罪の稜生後犯人を逮捕するに先立ち、律令法の刑事
訴訟に關する規定として、通例踏むべき告言（告訴叉は告獲）に封する三
審手績の駿止、その告言が趣告なる場合に於て、評告者に封して適用すべ
き反坐法の不適用（一）、逮捕せる犯入を所轄官司に移逡すべき獄令の犯入
移逸規定の展止等である。
　（耳）告言三審制度及び誰告反坐法の不適用
告言三審制度及び趣告反坐法は（二）、律令法の刑事訴訟に於て規定せらる
る槍察制度としては重要なるものであるが、宇多天皇の寛雫年間（889－897）
の頃より前後して、槍非違使廉が犯罪摘稜、犯人逮捕、刑事裁判等の實樺
を掌握するに至つて後は、漸く是れが適用せられなくな砂、槍非違使聴に
於て受理する告言（告訴叉は告嚢）は、三審の手綾を経すして直ちに受理せ
られ、叉その告言の謳告なりしことが判明しても、その告言入（告訴人叉
は告褒入）を譲告の罪として・却て告言する所の罪を以て告言入を庭罰す
る反坐法も適用せすして之を繹放せるを以て、こ玉に律令法の刑事訴訟に
於ける検察制度の第一歩は崩壌するに至つた。その理由は次の如くである。
　（i）護告反坐法の不適用
槍非違使式の規定する所によれば、「盗人ハ輕重ヲ論ゼズ、刑部二移スヲ
停メ、別當直チニ着欽シ・役所二配シテ騙使セシム。（中略）自飴ノ犯ハ普
ク常律二從フ。」と見えてゐるから（三）・槍非違使廃は盗犯に限り・その罪
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の輕重に別なく之を虞噺することを得たが、その他の犯罪に至つては常律
に從つて虞分することを要した。從つて常律に從ふ以上、一旦受理せる告
言も、若し夫れが認告なる時には、當然之に認告反坐法を適用すべきであ
つた。然るに一方に於ては、公式令義解に「凡ソ弾正ハ、是レ糺劾ノ職ニ
シテ、科断ノ官二非ズ。印チ有位無位二限ラズ、皆須ク推拷スルヲ得ベカ
ラザルナリ。」と見え（四）、叉同時に槍非違使式によれば、「凡ソ使ノ掌ル
所ハ、弾正ノ弾ズル事二准ジ、井二臨時ノ宣旨二依リ之ヲ行フQ」　と規定
せられてゐるから（置）、槍非違使の職掌は弾正墓に准するとなし、且つ弾
正壼は糺弾の職にして犯入を審理して判決を下す科断の官に非す、從つて
當然推拷（訊問及び拷問）を爲すの穰限を有するものではないから、認告
反坐法の適用を爲し得なv・。されば弾正壼に准する槍非違使も亦、當然に
謳告反坐法の適用を爲すの穰限を有せざるものと解し、こ玉に於て、槍非
違使聴の受理せる告言は、たとへ夫れが謳告であつても告言入を反坐する
ことなく、直ちに之を繹放することを以て聴例とした（六）。これは槍非違
使式に關する法文解繹の相違、帥ち検非違使が弾正に准するは糺弾に就て
のみのことなるに、更に糺弾外の反坐法の適用をも、その椹限なき弾正に
准するとの理由の下に之を適用しなかつたからであるが（七）、又その他の
理由も考へられる。
　師ち此の槍非違使式制定の貞観十七年（875）以後、寛雫年間（889－897）
に掛けては、槍非違使聴の取扱へる囚入の数は彩しく、之を牧容せる獄舎
は既決未決の囚徒を以て満たされ、爲めに判決の言渡し・刑の執行等は大い
に澁滞した（八）Q從つて此の上、更に認告入を一々反坐せしめて荊の執行を
なすことは、殊に趣告の濫訴の甚しかつた此の時代に於ては（九）、到底その
煩に堪へ得なかつたこと～思はれる。事實、検非違使は此の謳告反坐法の
不適用に封する太政官の抗議批難に封して、「掌ル所相兼ネ、執行亦多シ。」
と云ぴ、從つて陣ク人犯ヲ糺シ、忽チ其ノ罪ヲ決センガ爲メ」には止む
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を得ざる所であると抗辮した（一〇、。從つて軍に私怨を報いんがための認
告の濫訴が如何に多くとも．之に…々反坐法を適用するに於ては、到底検
非違使聴の機能を十分に嚢揮することを得ざるのみならす、當時、治安の
紫飢せる京都市中を取締るためには。時宜を得たる庭置を施すべきであ
へ徒らに法條を墨守し、之に抱泥すべきではなかつたのであらう。この
反坐法の不適用は、結局、槍非違使聴をして京入怨差の的たらしめ、謳を
招くの府と化せしめたるものであり．太政官に於ても。寛平七年（895）十
二月二十二日及び延長七年（929）九月十九日の爾度に亙り。官符を以て反
坐法の働行を督促せるも、検非違使廉の反坐法不適用の方針は更に改むる
所がなかつた（一一）c
　　（ll）告書婁審制度の慶止
　延長七年（929）九月十九臨検非違使に與へたる太政官符は、謳告の濫
訴を絶たんがためには。反坐法適用を働行すべきに拘らす、常に此の法の行
はれざることを難じてゐる（一嵩）c且つ此の太政官符によれば。検非違使
聴は反坐法を適用せざるのみならす，更に告言に封する三審をも行はざる
に至つたことをも難じてゐる。獄令の規定に從へば・告言が三審を経すし
て受理し得る場含は．謀叛（内凱及び外患に關する罪）以上の國家非常の
犯罪と、切害と構する殺入．彊窟二盗、犯入の奪取及び逃亡、現行犯、事
急を要する事件等に限られた（一罠）。然るに槍非違使聴に於て受理する告
言は、それが必すしも急速を要せざる事件であつて菟隔之を切害の名目の
下に受理しも三審の手績を経ざることを以て聴例とした（一遜）・これは畢
竜するに、三善清行が意見封事中にも蓮ぶるが如く。三審制度の採用は犯
入の逮捕を遅延せしむるものであり（一置）、三審手綾の進行中に犯入之を
知つて逃亡するに於ては。更に移牒の手績を経て、犯入逃亡地の所轄官司
に逮捕方の依頼をなすことを要したから（一鋼、犯入の捜査逮捕は盆々困
難となるざるを得なかつた。槍非違使聴が三審制度を探用せざるに至つた
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理由も・概ね此庭に在つたと考へられる、
　　（恥犯人移逡規定の不適用
　獄令の規定する犯入移途の手績によれば、司法警察官たる衛府官入の逮
捕せる犯入は、その犯入の本籍如何によつて、之を移逸すべき所轄官司を異
にした。印ち犯入の本籍が京都なる時は之を京職に、叉犯入の本籍が京都以
外の諸國に在る時は之を刑部省へと移逡した（一七）。從つて衛府に本官を有
する検非違使を以て構成せる槍非違使聴に於ても、槍非違使の逮捕せる犯
入は別段の規定なき以上、この獄令の犯入移逸の規定を准用すべきであり、
弾正毫の糺弾すべき犯人も、公式令義解によれば、これが逮捕の上は獄令
の犯入移邊規定を准用すべきであつた（一八）。然るに弾正豪の慣例たる弾
例によれば・弾官入及び雑色入は犯歌を詳細に記録して刑部省に移逸して
噺罪せしめ、且つ犯入の本籍如何は之を明白にせざることになつてゐた。
而して此の犯入の本籍を明白にせす、総ての犯入は刑部省に移逸するの弾
例は、仁明天皇の嘉鮮二年（849）十二月十六日の太政官符を以て、格とし
て認められたが、たじ犯入の本籍は之を明白にすべきものとされた（一九）。
　然るに槍非違使式によれば、槍非違使は弾正に准するが故に・この弾正壼
の犯入移逸の慣例は、これ亦検非違使の探用する所となり（二〇）・槍非違
使廃の適用せる犯入移逡の廉例は、獄令の衛府の犯入移逸の規定と異なる
に至つた。即ち槍非違使も亦その逮捕せる犯入は本籍の如何を問はす、総
て之を刑部省に移逡して断罪せしむることとなつたが・移逡すべき犯入は
槍非違使聴の有する裁判管轄によつて制限せられ、彊盗、篇盗、私錆鏡の
犯人の如きは必すしも之を刑部省に移逸せす、槍非違使廃に於て断罪し（但
し貞槻以後）（二．一）、その他の犯罪入と難も、徒刑以上の重犯に限つて・
之を刑部省に移逸することとなつた（二二）。両詳細は次章に譲る。
一　三審の手績は裁判開始前に行はれ、反坐法は裁判経了後、告言（告護）の事實
　が謳告なることの始めて判明するによりて適用ぜらる＞ものである。併し三
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　審制度と反坐法とは不帥不離の關係に在つて、証告者には反坐法の適用ある
　　ことの豫告は、既に三審の手績進行中に告言受理の官司より告言者に言渡ざ
　オしるのであるから、三審制度の慶止は當然に反坐法の匪止となるべきである⊃
　從つて、便宜上、この反坐法に關する事項をも、検察制度の中に採り入れる
　　こと＞した○
、農　告言三審制度拉に証告反坐法に就て説明すれば、次グ）如くであるo
　律令法の刑事訴訟は原則として糺弾主義を探用した。（この糺弾主義は所謂弾
　劾手綾磁kusator量sc血es　Ver£髄renに類似する）郎ち犯罪の摘爽、犯人の逮捕
　　には、必ず先づ加害者叉は犯罪者に封する糺弾権を有する者の糺弾騨劾）あ
　　ることを要した。帥ち官吏の害政、一般杜’會の犯罪の糺揮には弾正墓が糺弾す
　　る公の糺弾と、私人が糺弾する私の糺麗とがあつた⊃公の糺弾たる弾歪墓の
　糺弾ある時は、その犯人は衛府の官吏をして直ちに検墾逮捕せしめたが、後
　　には衛府の實力が低下して、仁明天皇の承和六年史839）六月以降は、專ら検
　　非違使に其の司法警察灌が移つた。次に私の糺弾は、不法の侵害を蒙れる被
　害者叉は犯罪の登生を探知せる一般公衆（第圭者）が糺弾椹を有し、犯罪護生
　地に封して土地管轄樺を有する官司に、口頭叉は書面を以て上申するc之を
　告言と稻し、糺弾者帥ち告訴者、告褒者を告言人と云ふ。告言をなし得る犯罪
　　は、告言人白ら被害者たる場合に蒙れる不法の侵害たると、第三者（一般公
　　衆）が目撃探知せる犯罪たるとを問はない。告言を受理せる所轄官司は、張
　盗、籍盗、殺人等に關する現行犯、國家の安寧に關する犯罪たる謀叛に至ら
　　ざる其の他の普通の犯罪に關する限り、凡て三審なる手績を踏まなければ、
　　犯人の逮捕に惹手することが跨來なかつた。
　　告言を受理せる所轄官司は、日を異にして三同、告言人を召喚し、その告言
　　する所の事實が若し謳告なる時は、告言人自身その告言する犯罪に適用せら
　　る＞刑罰を科せらる＞旨、鄙ち証告者は之を反坐せしむることを告げる・但
　　し三審の手績進行中に、告言の事實の謳告なることを自供すれば、反坐の刑
　　を冤オしる○而も伺その告言の事實を主張するに於ては、始めて其の告言を受
　理し、同時に被告言人卸ち被疑者の逮捕に着手する。而して被告言人が既に
　砦言あることを鶴つて他國に逃亡せる場合には、告言受理の斯轄官司より被
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疑者の逃亡せしと思はる＞方面の所轄官司に移牒して逮捕せしめる。かくて
逮捕せる被疑者は之を告言受理の官司に於て拘置し、同時に告言人も亦拘置
される。蓋し原被爾造（原告、被告）を共に訊問審理し、且っ告言が証告な
る時、この告言人に反坐法の適用を行はんがためである。而して被疑者が告
言人の告言の事實を是認する場合、或は傍謹により告言の事實が確認された
る場合には、ひに被疑者が眞人犯と決定し、こ＞に於て告言人の告言に封
する責任も解除されて経放せられる。若し被疑者が告言人の告言の事實を否
認する場合には、前後三回に亘る拷問を行ふ。拷問の結果、樹罪を自供せざ
る時には、それが事情疑しき場合、衆謹により罪を決し難き場合には、保謹を
とつて繹放せしむるか、或は之を疑罪として願金（罰金）を徴牧して澤放する。
又別に被告言人の検撃し、同時に拘置せる告言人を更に訊問して之に拷問を
加へ（三代實録、巻＋三、貞翻八年八月三日條以後、慮天門放火事件）、再度
告言の實否を訊すこともある。之を反拷と云ひ、この反拷により告言人が告
言の事實の虚傭なることを漸く陳述するか、或は被告言人の撃げたる反謹に
より、告言の誕告なることが判明するに於ては、印ち告言人に封する証告罪
が威1立し、反坐法により虎臨せらオしる○
かくの如き告言の制度は、警察制度の蛮注せ・ざる當時にあつては、犯罪の摘
護に與かる所が少くなかつたであらうが、律令法の精神より云へば、犯罪あ
れば、之を告言することが、國民の有する椹利であり、叉同時に國民に科せ
られたる義務で＞もあつた。從つて、それだけに告言を受理すべき手績も愼
重であり、叉不實を告言する者に劃する刑罰も嚴重であり、三審制度、証告
反坐法の存在は全く跳のために由るに外ならなかったQ
次に掲ぐる三審の例は（政事要略、巻八＋四、六八六頁）、佐渡國の百姓等が
國守の利灌獲得に汲々たることを憤慨して、之を太政官に上申せるものであ
る。各審毎に列記せる二名の姓名は、恐らく告言を受理して其の審理に嘗れ
る係官であらうっ
　佐渡國三郡侑姓等謹解。申請官裁患朕事。
　合若干條
　守嗣根爲求蝕利。捨奮館。而更造新館之朕。
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　右云々。価謹請　官裁 ）
一　守嗣根濁貧海濱山澤之利之朕
　右云々。働謹請　官裁 ⊃
以文云々・謹請　官裁・謹解。
　承和元年十一月五日
承和二年五月廿九日一審
右少　藤原朝臣當溢　　　左少史坂本臣鷹野
同年六月二日二審
右少辣藤原朝臣當道　　左少史坂本臣鷹野
　同年六月四日三審
　判右中排藤原副宗　　　右少志坂本翫鷹野
置　叉條云。盗人不論輕重。停移刑部。別當直着欽。配役所令駈使。如官嘗牧
　賠。各依本法。自蝕犯並從常律、史政事要略、巻八＋四、延長七年九月＋九日
　太政官符所牧、寛亭七年＋二月廿二日太政符、六八九頁）
翻　凡弾正。是糺弾之職二非科断之官。邸不限有位無位、皆不須得推拷也、（令義
　解、巻七、公式令、奏弾式、二一九頁）
颪　楡非淫使式云。使之所掌。准弾正弾事。丼依臨時宣旨行之ヨ政事要略、巻六
　＋一、五一八頁）
1六　按雌等丈。使等所掌。非常准郵正之事。蕪行疸禁推拷之法⊃然則至准弾在o
　須自見及風聞。帥糺弾其犯。但不可禁拷反坐。於從常律。當禁樗反坐・不可
　習墓事。因斯言之。（中略）而今或使等論云。既云准弾正弾事者。愛知不可反坐
　証告之人。凡年所行。亦復如之者。方今嫉悪之輩。爲報私怨・僑謳他犯告使
　斯。随帥疸禁犯人。推鞠之問。久苦禁獄。途不承伏之日。僅反問告入・干時
　斯告之事。是既虚也⊃須依法反坐，而偏構准弾正事。直從放免。無更反坐o
　（政事要略、巻八＋四、延長七年九月＋九日太政官符所牧、寛軍七年＋二月廿
　二日太政官符、六八九頁）
七　検非違使式に勤する検非違使の法文解繹の相違に就ては、政事要略、巻六十
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　　一、「勘申槍非違使固執不承　史傳宣叶理哉否之由事」（五三一頁）滲照Q
八　別當中納言兼左衛門督從三位源朝臣光宣稔。近者囚徒満獄。科決猫遅。或所
　　犯是輕。禁囚日久。或本罪既重。待断絡身。獄官之道。理不可然。因之去年
　　＋月五日。須定左右検非違鹿毎日行政之駅已了。而猫遅緩不肯行之。自今以
　　後・宜依示件行其政。不可隔日・叉須行事條目録毎日申之者・
　　　寛季七年二月廿一日　　民部椹大輔兼右近衛少將在原弘景　奉
　　（政事要略、審六＋一、五二六頁）
醜　法學博士牧健二氏「日本法制史論」（朝廷法時代）六〇一頁、六一（⊃頁。
一〇　所掌相蕪、執行亦多。是則爲早糺人犯忽決其罪也。（政事要略、巻八＋四、
　　延長七年九月＋九日太政官符所牧、寛季七年＋二月廿二日太政官符、六八九
　　頁）
一一　延長七年九月＋九日太政官符、検非違使鷹依法反坐誕告人。（政事要略、巻
　　八＋四、六八八一六九一頁）
一二　今槍案内。年來誕告依奮濫訴猫多，非行反坐，何絶虚妄。而件官符被下之
　　後。未有蓮行。（政事要略、巻八＋四、延長七年七月＋九日太政官符、六九〇
　　頁）
一罵　凡告言入罪，非謀叛以上者。令三審、慮受解牒官司。並具曉示虚得反坐之
　　歌・毎審皆別日・受臨官人・於審署記。審詑然後推断・若事有切害者・不在
　　此例，（切害。謂殺人。賊盗。逃亡。若強好良入，及有急速之類。）其前人令禁。
　　告人亦禁。　定放之。（令義解、巻＋、獄令、二九五頁）
一四　所謂告切害之輩。非必急速。或各是切害。非登時事。或錐犯急速。聴経年
　　月。而偏依切害之名。不行三審之法。事不穏随。亦乖令條e（政事要略、巻八
　　＋四、延長七年九月＋五目太政官符、六九C頁）
一五　（前略）而今訴人告駅。歴三審之程。得奏下之比っ繹定使人之問。装束行程
　　之限。事自彌留。度歴年紀。其問若有盗犯者。壼逞遺一粒乎。（意見＋二ヶ條
　　一請停止依諸國少史、井百姓告言訴訟、差遣朝使事、群書類從、第＋七輯、
　　一二四頁）
一六　凡有盗賊。及傷殺者。部告随近官司坊里。聞告之塵。率随近之兵及夫。從
　　獲虎。尋躍登共追捕。若韓入此界．須共比界沮捕云々。（令義解、巻九、捕亡
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　　令、二七九頁ノ
ー七　其衛府糺捉罪人⊂ 非貫屡京者・皆邊刑部省，（令義解、巻十、獄令、二八五
　　頁）
一八　依獄令。衛府糺捉罪人。非貫薦京者。皆邊刑部。帥明貫屍京者。邊於京職。
　　其弾疋糺移罪人e亦須准此云々。（令義解、巻七、公式令、二二〇頁）
一・九　今案之。犯罪人。須依彼本貫。京入逡京職。外國人途刑部省。而弾正墓断
　　移塗犯人。不明其貫馬。固稔有嘉式。彼疏執論。（中略）。今案弾例云。弾官人
　　及雑色人者・具録犯釈・移珊部省、令陽罪者。右大臣宣。京人之罪。依法移
　　京職可令闘。然而揮疋墓元來移珊部省。行來年久。何轍改張。伽須仰下彼省
　　檬奮令断者。自今鶴後。記貫屈移之。（政事要略、巻八＋一、嘉祥二年＋二月
　　十六日、六三一頁）
二〇　文學博士三浦周行「績法制史の研究」五五九頁。
嵩一　盗人不論輕重・停移珊部省。別當直着欽。配役祈。駈策者．（政事要略、巻
　　六十一、五三三頁）
　　　私鏡之輩Q停邊鋳鏡司春。着欽興盗入同。令浅入資財田宅。（西宮記、巻二
　　十三、臨時十、五七二頁、
二二　強盗綱盗之外。流罪徒罪之輩。検非違使所任意不可決断。問定之後。可進
　　勘奏。（西宮記、巻二＋三，臨時十一、六こ一頁ク
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第三章　騰例の裁判制度
　聴例の裁判制度とは、之を槍非違使聴の事務たる聴務よ砂云へば・検非
違使の灌限に属する裁判事務に關する制度であり、之を検非違使聴の灌限
行使たる聴政より云へば、槍非違使の行使する裁判樺に關する制度である。
第一　　総 説
　　（1）律令法の裁判所と審級
　律令の刑事裁判に於ては・判決することを罪を噺する、印ち断罪と云ひ・
判決文を漸文、判文等と云つた。而して律令の裁判制度に於ては、覆審上訴
の制度が褒達してゐたが、殊に刑事裁判に就ては、各審級の裁判所は漸と
決配とによつて管轄を異にし、特殊の裁判の審級制度を構成した。こ玉に
断とは法を適用して罪を断定することであり、決配とは刑罰を執行するこ
とである。而して裁判所が決配罐を有すれば噺罪は確定判決となるが、決
配権を有せざる裁判所の断罪は豫審の決定の如き敷果を有するに止まり、
断罪裁刹所は断文を附して、事件を其の罪の決配礎を有する上級裁判所に
逡付し、之を受理せる當該裁判所が更に此の事件を覆審した（一）。
　例へば、地方に於ける第一審裁判所たる郡司は、凡ての犯罪に封する断
罪灌を有したが、その決配穰は正刑に就て云へぱ、僅かに苔刑にi封しての
み之を有するに過ぎない。從つて郡司は當該犯罪を法條に照して、死、流
徒、杖、答の五罪中の何れを以て断罪することも出來るが、その断罪が決
配椹を有する苔罪に相當する時に限り、その断罪は確定判決であるが、決
配権を有せざる杖罪以上に相當する時は、その断罪は豫審の決定たるの敷
果を生するに過ぎす、事件は断文及び身柄と共に第二審裁判所たる國司へ
逡付される。國司は郡司より逡付し來れる杖罪以上の噺罪を覆審し、杖罪
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徒罪に關はるものは其の決配権を有するが故に、その刑罰たる杖刑、徒刑
を執行し、流罪以上の犯罪は其の決配僅を有する第三審裁判所たる太政官
に逡付する。
　又。第二審裁判所たる國司が決配樺を有する徒罪の漸罪には、必す服鼎
と稻して、裁判所は被告入及び其の家族を法廷に召喚して、徒罪に服する
や否やを問ふの手績を踏むことを要した。服辮を得たる徒罪の刑は、直ち
に之を執行することを得たが、服辮を得ざる徒罪は、たとへ裁判所が決配
灌を有するとも、その刑の執行を爲し得す、巡同裁判制度による覆囚使の
覆審を要した。この覆囚使は太政官より諸國に派遣せらる瓦司法監督官で
あり、法律に通嶢せる者を以て之に任じた。
　次に中央、即ち京都に於ける第一審裁判所は在京諸司及び京職である。
但し京職は郡司及び國司の裁判所の有したる裁判権を兼ねた。刑部省は在
京諸司より逡付せる徒罪以上の断罪の覆審をなし。又衛府、弾正憂、勘解
由使より移邊せる犯入を審理して．徒罪以下は断罪し且つ之を決配せるを
以て、珊部省は一審二審を兼有せる裁判所であつた。九州では太宰府が之
に相當し、九州諸國の徒罪以上の事件は國司の管轄外であつた。而して刑
部省及び太宰府は流罪以上の犯罪の決配樺を有せざるを以て。その決配穰
を有する太政官に移逸した。
　太政官は京職，刑部省、太宰府、國司より断罪覆審の上、逸付し來れる
流罪、死罪に就て、その断文に基V・て法降適用の可否を審理し、理由有り
と認むる時は之を天皇に申奏して、勅裁を以て判決を請ぴ、理由i誰さすと認
むる時は、原審裁判所の断罪を破棄し・地方の事案は專使を派遣し・在京
の事は刑部省に命じて、更に之を覆審せしめる。從つて流罪、死罪の判決
の確定は實は太政官によつて爲されるものでなく．天皇の勅断により決定
せらる玉ものであつた⊃
　　（恥検非違使廃の裁刹審級上の地位
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　槍非違使聴は元來が令外官なるを以て、之と令制官司にして律令法の裁
判所を構成し、且つ審級別の明白なる郡司、國司、太宰府、京職、在京諸
司、刑部省等の各官司と、その地位を比較することは困難であるが、検非
違使聴の事物管轄、帥ち検非違使聴の裁剰上の構限に属する刑事犯罪に就
て考察すれば、概ね次の如く考へられる。
　槍非違使聴の事物管轄としては、後述する如く、強盗、籟盗、私鋳鏡（通
貨爲造）の三犯罪事件を以て專属管轄となし、殺入。傷害、闘臨、賭博、
彊姦等の諸犯罪事件を以て非專属管轄とする。是等の匠別は何れも貞槻十
二年（870）七月廿日の別當宣（二）、及び貞槻十六年（874）十二月廿六員の
太政官符により定められたるものである・（罠）
　槍非遠使聴の專届管轄に属する犯罪事件は、その犯罪が槍非違使聴の管
轄匝域内に於て蛮生せる限りは、之に封する断罪樺蛙に決配樺は、凡て槍
非違使聴のみが之を有し（四）・他の令制裁判所、例へば刑部省の如きは・
検非違使磨の断罪を覆審することを得なかつた（蕊）。從つて、彊盗、霧盗
私鋳鏡の三犯罪の裁到に關する限り、その判決は一審を以て確定し、槍非
違使聴は令制裁判所とは全く別個の猫立せる特別裁判所たるの地位を有し
たo
　槍非違使聴の非專属管轄に属する犯罪事件は・それが槍非違使聴の管轄
匝域内に於て褒生せる犯罪に限り、その断罪権を有したが、而も決配穰iは
僅かに苔杖のコ罪に封してのみ之を有するに過ぎす、徒罪以上の制決蚊に
決配は刑部省の管轄に属した（穴）。從つて、盗犯、私鋳銭犯以外の犯罪に
就ては、検非違使廃の裁判所としての地位は、地方に於ける郡司及び國司
の第一審及び第二審の爾裁判所の中間に位するものであり、中央に於ける
在京諸司と同様であつた（七）。但し令制の裁判審級に於ては、在京諸司の
第一審を経たる徒罪以上の犯罪事件は、直接に、刑部省の第二審に邊付せ
らるべきであつたが、検非違使廉より刑部省へと逡付せらる玉手績は、直
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接には行はれす・一旦・楡非違使磨の長官別當よ夢太政官へ上申し、太政
官より更に刑部省へ廻付せらる、が如き、間接の手績を経ることを要した
（八）。この意味に於て・検非蓮使聴は。たとへ非専属管轄に属する事件を取
扱ふ場合に於ても、その裁判審級上の地位は．必すしも令制裁判所と同一
ではなかつたo
　　（鋤検罪違使聴と測部省との地位の此較
　訪蓮の如く・槍非違使聴の非專属管轄に属する犯罪事件の審理階段に就
ては、刑部省は恰も槍非違使磨の上級審に位するが如くである。併し實際
は検非違使聴より太政官を経て刑部省に逸付せらる曳事件に就ては。刑部
省は其の裁剃の事實審理には關與せす。槍非遠使磨にて断罪せる徒罪以上
の犯罪に封し、軍に書面審理による覆審をなすに過ぎない。而も徒罪に關
しては、その決配灌は刑部省之を有するに拘らす．その刑の執行は検非違
使廃が之を行つたのであるから（允）．裁判上の實樺は刑部省は槍非違使聴
に比して遙かに微力なるものであつた。この事は、検非違使聴及び刑部省
に於ける裁判官の實質に就ても判然たること・次の如くである・
　字多天皇の寛干八年（896）九駄刑部省に於て。裁判官たる大判事以下
判事の大減員が断行せられたるが如きは（一〇）．全く刑部省の機能の低下
を示すものであ砂、醍醐天皇の延喜十四年（914）、三善清行の意見封事に
よれば、刑部省の判事六名中．明法道出身の法律專門家は僅かに一名に過
ぎざることを指摘してゐる（一一）Q…然るに槍非違使聴に於ては、槍非違使
尉及び同志に多くの明法道出身の法律家を採用してゐた（一二）。
　斯くの如き實質上の相違は、永く槍非違使聴をして。形式的にも刑部省の
下位に立たしむるものではなかつた。即’ち延喜年間（901－922）以後の槍
非違使聴は、その非專属管轄に属する犯罪事件に就て粒一切の断罪灌蛇
に決配樫を獲得し、從前の如く、徒罪以上の断罪は太政官を経て刑部省を
して決配せしむるが如き手績は磨止され。非專属管轄に属する犯罪事件と
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錐も、專属管轄に属する夫れと同様に・槍非違使聴の下す断罪は即ち確定
せる判決となり、之に基いて槍非違使聴の有する決配櫃が行使せらる～に
至つた（一三）。從つて刑部省の實罐は全く喪失し、少くとも管轄内の犯罪
に關する限り・槍非違使聴が最も有力なる猫立の裁判所となるに至つた・
　　（W）靡例の裁判所構成
　槍非違使聴に於ける裁判所は、裁判灌を有する槍非違使により構成され
る。槍非違使の職制によれば、槍非違使聴の長官たる槍非違使別當の外、
佐、尉、志、府生等の階級の職員があり、是等四員を以て裁判所が構成せ
らるべきであつた。
　然るに貞槻十七年（875）撰進の槍非違使式によれば、槍非違使の佐若し
くは尉一入なき場合と錐も、偉裁判所を構成することを得た（一四）。その
後、宇多天皇の寛雫七年（899）二月二十一日の別當宣によれば、五位以上の
者（佐）、尉、志、府生の地位を有する者を合せて四員を以て、左右二組の
裁判所を構成すべきものとされ、いづれか一方に所定の員敷を鉄く時は、他
より人員を配して、ともかくも、此の四員を以て審理を行ふことを要した
（一五）。而して此の審理の結果の断罪は、必すしも長官たる槍非違使別當
の決裁を要せす、次官たる佐が專行することを得た（一六）。
　一　法學博士牧健二氏「日本法制史概論」一二六頁っ
　二　貞槻＋二年七月廿日。別當宣稻。聴訴之官。各有其職、狗爲惣行。事多擁滞。
　　自今以後。自非張窮二盗及殺害闘臨博張好等外。一切不可執行者。（政事要略
　　巻六＋一、五二六頁）
　置太政官符
　　　鷹残私鋳銭者田宅資財事
　　右。検非違使起請。謹案法條っ無可没入私鋳鏡者財物，而使等或必残其舎宅
　　資財Q錐非法意。行來成例っ望請。編之朝章。嚴邊其好者、右大臣宜。奉　勅。
　　依請。
　　　　貞観十六年十二月廿六日
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　（類聚三代格、巻＋四、鏡鎗事、八：三頁）
躍　盗人不論輕重。停移珊部省。別當直着欽。配役所。駈策者、（政事要略、巻六
　＋一、五三三頁）
　私銭之輩Q停塗鋳銭司者。着欽輿盗人同。令没入資財田宅c（西宮記、巻二＋
　三、臨時十．五七二頁）
蕊　長徳二年＋一月＋六日）別當宣稔．依盗窮之犯。入徒役之輩。貞灘以往。移
　刑部省、任法断定。乃是先、定罪名。次及決配者也。愛貞翻以後。別當直着
　欽。配役所。須條犯厭同存恒規云々，（酉宮記、巻二＋三、臨時＋一、五八二頁〉
穴　張盗霧盗之外、、流罪徒罪之輩。楡非違使所任意不可決断。間定之後。可進勘
　奏。（西宮記、巻二＋三、臨時十一一，六一τ一頁〕
　是以所常之罪。若爲筈杖者．須立決放。叉若及徒流死者，勘奏之後。徒罪以
　下。於使斯可決。流罪以上。，可迭刑部省者也。（法曹至要抄、巻上、罪科條、
　闘灘闘殺事、二五八頁）
七　凡犯罪。答罪郡決之。杖罪以上，郡断定邊國。覆審詑。徒杖罪，及流慮決杖。
　若感睡者。帥決配徴聴。（令義解，巻＋、獄令、二八五頁）
　在京諸司人。京及諸國人。在京諸司事護者。犯徒以上、逸剤部者、杖罪以下。
　當司決o（同前）
八　張盗霧盗之外。流罪徒罪之輩。検非違使所任意不可決臨。問定之役、可進勘
　奏。（西宮記、巻二＋三．臨時＋一、六：一頁）
九　是以所當之罪。若爲筈杖者、須立決放¢又若及徒流死者。勘奏之後。徒罪以
　下。於使所可決、，流罪以上、可邊刑部省也教法曹至要抄、巷上・罪科條・蘭
　凱闘殺事、二五八頁）
一〇　類聚三代格、巻四、鷹置諸司事、寛単八年九月七日太政官符・癒併置諸司
　評省官員事、四九七頁。
一一　一請依奮檜置剣事員事
　右臣伏案職員令。大判事二入。中判事二人。少判事二人っ皆掌決噺人罪也。
　然而近古以來。大鋼事一員。常用律學之入。其外五人。未必任明法之輩焉，
　敵去寛李四年有詔。省件大凋事r入。中判事二人。小判事一人。唯置大少鍔
　事各一人。然猫大判事濁用法家。小判事亦非其人云々。（本朝文樺二、意見十
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　二箇條、國書刊行含本、三二頁）
一二　召大臣於御前。定補別當一入 拉佐二人。尉四人、志四人。府生四人。但
　随閾補之。其佐右多少亦以不定，具見補任諸所職事之例。（新儀式、五、臨時、
　群書類從、第五輯、六七頁）
　康保元年＋月七日云々、）仰云。検非違使員敷二在。尉。志。府生之問。加
　減有前例。近則寛李七年。左右合佐四人、尉四人。府生二人。天慶三年。左
　右佐二人。尉五人。志三人Q府生四人）同九年っ左右佐二人。尉五人。志二
　人府生四人云々⊃（西宮記、臨時一裏書、三三一頁）
　尉o稽之凋官。左右大尉k各二八），左右少尉、近代員敷不定。明法道儒必
　任之。上古其流不一）巾古以來一坂上中原雨家っ爲法家必任之。於少尉者。
　疸捕之輩各任之、至大尉者。多分明法道所任也、（職原紗、下、群書類徒、第
　四輯、六四四頁）
一嵩　彊盗矯盗之外。流罪徒罪之輩，検非違使聴任意不可決断。問定之後。可進
　勘奏。（西宮記、巻二＋三、臨時＋一裏書、六つ一頁）
　放闘謀三ケ犯元死罪也・錐須逸刑部省令決断・延喜以降・絶而不行・（中略）
　死罪者 二 非使聴之断掌。伽別當大理）須毎度奏聞也。而近代絶無勘奏。（式目
　抄、綾史籍集覧、第二集一、一八頁）
一四　穣非違使式云。推事不論左右，錐無佐若尉一人。猫得行事。（政事要略、巻
　六＋一、五二八頁）
一五　別當中納言蕪左衛門督徒三位源朝臣光宣っ奉　勅。囚禁之事。待断之間。
　身命難存。是則使等不相具之所致也，自今以後、五位及尉志府生拉四員在者。
　宜行其政。不可具官。須左右相交者。
　　寛李七年二月廿一日　　民部督大輔蕪左近衛少將在原弘景奉
　（政事要略、巻六十一、五二八頁）
一穴　但尋常之政。佐以下官不中別當。任例勤行。所謂臨罪之色。不必経長官之
　故也、然猫同剣如律者。臨拷訊之蒔。似可申別當也。然而廃例不申別當。佐
　以下行來尚夷っ（政事要略、巻六＋一、五二〇頁）
二第 検非違使磨の管轄
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　検非違使廉の刑事々件に關する管轄は隔聴例により、之を刑事々件の内
容たる犯罪の種類を標準としたる事物管轄と．犯罪と土地亙域との關係を
標準としたる土地管轄とに分つことを得る。
　（夏）事物管轄
　槍非違使臆の事物管轄とは・犯罪の種類を標準として・検非違使臆が第
一審裁判所として有する裁判所の灌限である。之を分つて專属管轄及び非
専属管轄の二とする⊃
　（1）専属管轄一検非違使聴の專属管轄に属する犯罪事件とは、或る種
の犯罪事件が專ら検非違使聴の管轄に属し、断罪及び決配の雨穰限が全く
槍非違使聴にのみ存し、他の令制裁判所に於ては管轄することを得ざる事
件を云ふ。之には強盗。綱盗及び私鋳鏡（通貨1爲造）の三犯罪を墨げるこ
とを得る。貞擬十七年（875）十二月撰進の槍非違使式によれば、「盗入ハ輕
重ヲ論ゼズ。刑部省二移スヲ停メ、別當直チニ着欽シテ、役所二配シテ駈
策セシムQ」とあり（一）発又同じく「私鐘ノ輩ハ・鋳銭司二逡ルヲ停メ・着
欽ハ盗入ト同ジク、資財田宅ヲ淡入セシム。」と規定せられてゐるのが（二）、
部ち夫れである。聴例として是等三犯罪事件に封する槍非違使聴の管轄が
決定せらる～以前に於ては隔彊盗、霧盗は刑部省の管轄に属し（翼）。私鋳
銭（通貨儒造）は鋳鏡司の管轄に属してゐた（四）。而して是等の三犯罪事
件の管轄が・刑部省及び鋳銭司を離脱して、全然、槍非違使廉の所謂專属
管轄に属するに至れる理由は、犯罪の頻褒と弊害の甚大なること～によ狐
之を一審のみを以て敏速に判決を確定せしめ．令制の裁判審級に見る覆審
上訴の制度の適用を除外せしめんがために、槍非違使磨の専属管轄に属せ
しめたのである。但し事實は制度上の問題でなく、犯人即決虜分の實力を
有する検非遠使が、その實力行使によつて其の管轄を自己の掌中に牧め得
たと見るべぎである、之に就ては後述する。
　（量覧）非專属管轄一一槍非違使聴の非專属管轄に属する犯罪事件とは、断
66 臨　　例　　の　　硯　　究
罪及び決配が令制裁判所に關係ある事件を云ふ。之には殺入、傷害、闘飢
賭博、彊姦等の諸犯罪を撃げることが出來る。この槍非違使聴の非專属管
轄に属する犯罪事件の種類限界が始めて明瞭にされたのは、清和天皇の貞
魏十二年（870）七月二十日の別當宣に於て之を見る。印ち此の別當宣によ
れば、槍非違使聴の管轄する所は「彊霧二盗、殺害、闘禽L、博戯、強姦、」等
の犯罪に限られ（五）、その他の犯罪は一切之を管轄しなかつた。而して此
の別當宣中の「彊篇二盗」の二犯罪は、後の貞観十七年（875）十二月撰進
の槍非違使式によ外專属管轄に移されたることは前述の如くである。伺
この別當宣によれば、槍非違使の管轄する所を斯く制限せる理由は、從來、
検非違使聴の管轄する所の犯罪事件は多種多様であり、之を全部管轄する
時は、却て裁判事務が澁滞する事を以てΨあるとしてゐるから、この別當
宣の蛮令以前、即ち貞観十二年以前に於ける槍非違使聴の管轄に属する犯
罪事イ牛は、更に一一暦多力・つたこと力書矢ロられる。
　是等、槍非違使聴の非專属管轄に属する犯罪事件は、律令の裁判制度に
從つて、その徒罪は刑部省が之を覆審、断罪したが、その刑の執行は検非
違使聴が之をなし、流罪、死罪は刑部省より太政官に移避した。（六）。然
し犯罪事件が検非違使聴より刑部省へと移逡せらる～手績は、槍非違使聴
の長官別當より先づ太政官に上申し、太政官より更に此の事件を刑部省へ
と廻付すべきであり（七）、律令の裁判審級に見るが如く、第一審裁判所よ
η直ちに第二審裁判所へと事件が移逸せらる玉のとは異なることは既述の
如くである。これ槍非違使磨が令外官であり、裁判所としての地位が令制
裁判所に封して特殊的立場に在る所以である。
　斯くの如く、検非違使磨は其の非專属管轄に属する犯罪事件に就ては、
專属管轄に属する犯罪事件の如く、一審断罪を以て確定判決たらしむるこ
とを得す、僅かに決配禮を有する答、杖の二罪に封する断罪のみが確定判
決となり、之に基く刑の執行を爲し得たが、徒罪以上に就ては槍非違使聴
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は決配穰iを有せざるを以て。検非違使別當より第一審の断罪、部ち豫審決
定の結果を太政官に報告する勘奏の手績を経て後に、刑部省が之を覆審断
罪する。之を刑部省の断と云ふ。然るに此の勘奏と刑部省の断とは、延喜
の末より行はれなくなり、村上天皇の天暦四年（950）十月十三日の太政官
より検非違使へ下せる官符によれば。「疑獄決罪ハ省ノ職掌二非ズ」と見え
て（八）㌔刑部省の有する裁判樺が薄弱となれることを示し㌔こ』に至つて
槍非違使聴の非專属管轄に属する犯罪事件の徒罪以上の裁判と錐も、凡て
楡非違使廉の専属管轄に属するに至つた（釦c之に加ふるに悪検非違使聴
の事物管轄は頗ろ擾大され。既述の諸犯罪事件の外に、更に各種の犯罪事
件に及べる事實は法曹至要抄の示すが如くであるから、槍非違使聴は京都
に於ける最も廣汎なる罐限を有する裁判所たろの地位を獲得し。その裁判
は第一審にして且つ同時に絡審であったから、律令の刑事訴訟法に認めら
る玉覆審上訴の制度は全く崩壊するに至つた
　　（葺冒）土　地　管　轄
　検非遠使聴の土地管轄とは・犯罪に特別の關係ある土地を管轄する槍非
違使聴が、裁判所として有する裁判上の樫限である。
　検非違使聴が裁判所として有する土地管轄は、前章に述べたる槍非違使
が行使する楡察灌の行使匝域と同様に、京都を中心として。大井。與度、
山崎．大津等の犯罪嚢生地と解される（一〇）。蓋し検非違使の有する槍察
権行使の結果，摘嚢弾劾せる犯罪事件隠逮捕せる犯人は鬼凡て楡非遠使の
裁判灌に服すろが故であるこ
一　盗人不論輕重。停移剤部省。理嘗直着銃。配役折、駈策者。（政事要略、巻六
　　十一、五三三頁）
畠　私鏡之輩。停逸鋳銭司者っ着銃與盗人同っ令浸入資財田宅。（西宮記、巻二＋
　　三、臨時＋、五七二頁）
罠　長徳二年＋一月＋六日。別常宣稻。依盗霧之犯。入徒役之輩⊃貞観以往。移
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　刑部省。任法断定。乃是先。定罪名。次及決配者也云々。（西宮記、巻二＋三、
　臨時十一、五八二頁）
四　其私鋳鏡。不諭首從。令鋳銭使絡身役之。（類聚三代格、巻二十、断罪腰銅事、
　一〇三六頁）
五　貞観＋二年七月廿日・別當宣構・聴訴之官。各有其職・凋爲惣行・事多擁滞・
　自今以後。自張窮二盗及殺害。闘飢。博戯。強好等外。一切不可執行者。（政
　事要略、巷六十一、五二六頁）
六　彊盗窮盗之外。流罪徒罪之輩。検非違使所、任意不可決断。問定之後。可勘奏。
　（西宮記、巻二＋三、臨時十一、六〇一頁）
七　是以新當之罪・若爲筈杖者・須立決放・叉若及徒流死者・勘奏之後・徒罪以
　下。於使所可決。流罪以上。可迭刑部省者也薮法曹至要抄、巻上、罪科條、
　岡胤闘殺事、二五八頁）
八　政事要略、巻八＋二、天暦四年＋月＋三日太政官符、六六五頁っ
九　放火之輩。依爲死罪。須逸刑部省。令決本罪也鼠中略）抑於使所，錐有被行
　例。猶至罪囚者。別當毎度可候奏聞也。而近代都無此事。（法曹至要抄、巻上
　罪科條、放火事、二七三頁）
　（前略）故闘謀三ケ犯。元死罪也。錐須逸刑部令決断。延喜以降・絶而不行。
　（中略）死罪者。非使晦之所掌。伽別嘗大理。須毎度奏聞也。而近代絶無勘
　奏。（式目抄、績史籍集覧、第二集一、一八頁）
一〇　右大臣宣。奉　勅。検非違使。毎旬巡察大井與度山崎大津□□等非違者。
　使式云。近京之地及山崎與度［コロ大井等。津頭使等。糾察非違者。（政事要略
　巻六＋一、五三一頁）
第三　廉例の刑罰
律の刑法に規定する主刑は、生命刑（死刑）、自由刑（流刑、徒刑）、膿刑
（杖刑、答刑）であるが、聴例に於て認めらる～刑罰は、その管轄する犯罪
事件が專属なりや、非專属なりやによ砂、刑罰の種類を異にした。
槍非違使聴の專属管轄に属する犯罪事件、即ち張盗、篇盗の二犯罪には
自由刑（徒刑のみ）が適用され、私鋳鏡の犯罪には主刑として自由刑（徒
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刑のみ）、附加刑として財産刑（資財田宅の没牧）が科せられた。即ち聴例
の專属管轄に属する犯罪に科せらる玉刑は、律の刑法の規定する主刑中の
自由刑（徒刑のみ）と、律の刑法の規定せざる財産刑との二種であつた。
　検非違使聴の非專属管轄に属する犯罪事件、帥ち殺入、傷害、闘爵L、賭
博、彊姦等の犯罪に封しては、槍非違使聴に於ても律の刑法の主刑が適用
せられ、是等の犯罪が答罪、杖罪に該當する時に限り、之に封して決配権
を有する検非違使磨は、騰刑（答、杖の二刑のみ）を科すことを得、自由
刑（流、徒のコ刑）生命刑（死刑）は、共に刑部省が決配樺を有した。
　併し後述する如く、刑部省が裁判上の實僅を喪失するに至つた後は、本
來その管轄に属して決配樺を有したる是等の生命刑、自由刑の決配樺は凡
て槍非違使廉の管轄に属すること玉なれるのみならす・その專屡・非專属
の管轄事件を通じて、律令の制度には見ざる聴例特有の刑の執行が行はれ
るに至つた。以下、是等に就て詮明しよう。
　　（董）盗犯に封する刑罰
　盗犯、印ち彊盗及び篇盗の爾犯に封する律の刑法の虞罰規定は、賊盗律
に規定する所であへ鍼物の有無、その額の多少によつてずそれぞれ刑に
輕重があり、輕ぎは筈刑より重きは死刑にまで及んだ（一）。然るに此の規
定は弘仁九年（818）の宣旨により改正せられ、彊盗及び篇盗の庭罰は、罪
の輕重を論ぜす、凡て之を徒刑となし、且つ徒役としての服役年限に別段
の規定を設けなかつた（二）。從つて、當時、早くも裁判樺を有せる槍非違
使は、服役年限に關する別段の規定なきにより、盗犯の庭罰は凡て之を無
期徒刑として、絡身服役せしむることを以て慣例とした（三）。併し盗犯と
一口に云つても張盗及び篇盗の別があ外この爾者の罪質の異なることは
勿論、その彊奪或は霧取により得たる賊物の額の多少によつても、罪の輕
重に差別を設くべきであることは、前記、賊盗律の明文を待つまでもない。
されば當時如何に強盗、籍盗の事件が頻登せるにせよ（四）、その威嚇の目
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的を以て、犯入を凡て一律に無期徒刑に虚せる槍非違使の庭置は、正に不
當の極みであつた。尤も槍非違使の此の慣例的虞罰方針は、弘仁九年の宣
旨に徒刑の服役年限の指示なきによるものであ外槍非違使の猫断的塵分
に出でたるものではなかつた。
　弘仁十三年（8鋤、槍非違使は弘仁九年の宣旨の盗犯塵罰法を改正し、
罪の輕重により徒刑の年限に差別を設ける規定の制定せられんことを奏請
した。こ』に於て、弘仁十三年二月七日、太政官は官符を以て、弘仁九年
の宣旨に代る新法令を格として頒布した。帥ち之によれば、賊盗律の盗犯
庭罰規定は大修正を施され、賊盗律の筈、杖のコ刑は徒役一年、賊盗律の
徒役一年は牛年加重の徒役一年牛、同じく徒役二年、三年は各一年加重の
徒役三年、四年の刑であり、賊盗律の流刑は徒役六年に、同じく死刑は別
勅により執行を冤除されて徒役十五年の刑に、それぞれ改正された（五）。
以上を圖示すれば次の如くなる。
賊　盗　律 筈　刑杖　刑 徒一年 徒二年 徒三年 流　刑 死　　刑
弘仁＋三年格 徒一年 徒一年牛 徒三年 徒四年 徒六年 徒＋五年
　帥ち弘仁十三年の格は賊盗律の規定に比して、刑罰が凡て徒刑一種なる
こと、律の輕刑は重く、重刑は輕く改正せられたることの二鮎に於て相違
が見出されるが、特に死刑の魔止せられたることは注目すべきことであつ
た（六）。但し弘仁十三年の格は當然に弘仁九年の宣旨による盗犯庭罰法の
適用を妨ぐるものではなく、弘仁十三年の格は彊盗或は窮盗の初犯者に封
してのみ適用せられ、再犯者は依然として、弘仁九年の宣旨により無期徒
刑であつた（七）。叉この格が頒布せられても、賊盗律の規定は依然として
存し、擬律に當つては先づ賊盗律を引用し、更に之に格を適用し、以て判
決を下すのが慣例であつた，
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　断獄律によれば、鍼状の明白なるにも拘らす。犯入が自己の犯罪行爲を
自白せざるか隔或は之を認めざる場合には、その獲たる触（湘の数によつ
て刑を量定することを得た晩）．而して賊盗律に規定する籟盗犯（一〇）の
賊物数に基く刑の量定は。之を圖示すれば凡そ次の如くなる斐一一）。
　　　戯物　　戯布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隙布嫉布　　　　 自賊布＋端　　　　　　　　自嫉布惜端自繊布一端
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五十端　　　　　　　　　至五十端未満至惜端未満一尺至五端未満 五端ナシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
霧盗 筈五＋ 杖六＋
　　　　チ自機悟百1
（蕩う杖）i僻
自徒一年牛
至　三　年
（轡篤牛） 流　　刑 加役流
誘　賊物なき場合は帥ち篇盗未遽である，、荷。賊盗律に於ては。特に例
　示せる特定物以外の篇盗による賑物は。凡て之を布に換算し、之を
　准賊布として其の量定の標準とし、た、
　次に賊盗律に規定する弧盗犯吻島、の鍼物数に基く刑の量定は㌔之を圖
示すれば凡そ次の如くなる摩糞）。
＼
　＼、
???
???
普
徒役二年
但シ鍼物ナシ
流　　刑
｛旦シ1戯弓勿ナシ
通 張
自徒三年至流飛1
（懸難卜）
　死刑（絞）
但シ臓布＋端未溝
??????
張盗傷害 彊盗殺入
死　　刑1絞〕
（撫雛『う 死刑／絞） 死刑噺）
死刑漸） 死刑（斬）
謡　賊盗律の強盗は。之を普通彊盗、張盗傷害。彊盗殺入の三種に分つ
　　ことを得。叉。兇器所持の有無によつて荊の量定に相違があった。
　而して兇器を所持せざる彊盗傷害、同殺入とは。帥ち弼盗を犯し且
　っ相手方を闘傷・闘殺するの類である・（闘傷、闘殺は匁物を用ぴす
　　して、相手方を闘殴するにより入を殺傷するを云ふ。）
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　斯くの如く、律の刑法に於ては、強盗及び補盗に封しては賊布の数を以
て刑の量定の基準となすと共に、同藪の臓布と難も、それが弧盗によつて
得たるか、篇盗によつて得たるかによつて、その刑に大なる相違があつた。
然るに聴例の刑法に於ては、鍼布の實数は如何なる多額を算しても、凡て
之を十五未満の数として擬律し、叉張盗に就ては普通、傷害、殺入の何れ
の場合に於ても、その塵罰は凡て舷布数によつてのみ決定され、當然に刑
の加重せらるべき要件たる兇器所持、傷害、殺入等の行爲に就ては、一切
之を論じなかつた。之を詳述すれば次の如くである。
　磨例の刑事訴訟法に於ては、判決の基となるべき着欽勘文に強盗犯入の
鐵物数を記載するに當つては、たとへ犯入の賊物の實数が賊布に換算して
何百千端（判事式によれぱ一端は布の長さ五丈二尺、廣さ二尺四寸と規定
されてゐる。）あつても、之を凡て十五端未満の数として記載し（一四）、極
端なる實例としては、實数は准鍼布六百十三反二二丈なるにも拘らす、着欽
勘文には之を僅かに十三反二丈として記載し、刑の量定は前者の数によら
す、後者の激によつて爲されたこともある（一五）。斯くの如きことは全く
理不蓋の極みであつたが、これも亦、廃例の方針たる寛刑主義の現れに外
ならない。蓋し賊盗律によれぱ、彊盗は賊布数十五端以上は凡て死罪に該
當し、十五端未満は流罪であるが、弘仁十三年の格によれば、前者は別勅
によつて徒役十五年の刑、後者は同六年に減刑せられてゐる。然るに聴例
が彊盗の凡て鍼布数を十五端未満と看倣すことは、賊盗律の彊盗鍼布十五
端未満の流刑に封する弘仁十三年格の改定刑罰たる徒役六年の刑を以て廃
例の最高刑となすものであり、賊盗律の死刑、格の徒役十五年の刑に相當
する強盗の賊布十五端以上と錐も、之を十五端未満として換算したから、
賊盗律の死刑流刑に當る罪も、聴例では徒役六年の刑を以て足るに至つ
た。廃例の寛刑主義は斯くの如き手段を以て行はれたのである，
　併し聴例の此の賊布数の計算擬律方法は、鍼布の實激が十五端以上の犯
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入には、律の死刑、格の徒役十五年の刑が、更に僅かに徒役六年の刑に減
輕されて好都合であるが、之に反して鍼布の實数が一端未満の犯入には、
逆に律の規定よりも刑が加重されて、廉例の寛刑主義が行はれなくなるの
結果を見た。郎ち賊盗律によれぱ、弼盗の鍼布敷一端未満は徒役三年の刑
であるが、之に弘仁十三年格を適用すれば、一年加重の徒役四年の刑とな
り、前述する如く、鍼布六百十三反蝕が徒役六年なるに比して、刑の量定
の不均衡なること、亦甚しV・ものがあつた。從つて此の賊物数による刑の
量定は、律の死及び流の二刑は刑が減輕されるが、徒以下の刑は却て刑が
加重される結果となつた，
　次に律の刑法に於ては、弼盗は兇器の所持の有無により、刑の量定に格
段の差があり、その罪質により普通彊盗、強盗傷害、弧盗殺入の別があへ
いづれも各別の刑が科せられた。然るに廉例の刑法に於ては、この場合に
於ても両賊布数の多少によつてのみ刑を量り、弧盗殺入は當然普通彊盗よ
り刑の重きに拘らす、その鍼布数が普通弼盗より少き時は、その刑は普通
張盗より輕いと云ふが如き不合理を生するに至つた。併し是れとても所謂
「使等ノ行ヒ來レル所」であり、「法意二乖ルト錐モ自ラ流例ヲナス」もの
であつた（一穴）o
　術この問題に就て生する疑間は、刑の量定の標準となる触物なき場合で
ある。この場合に於ては、若し罪の断定は賊盗律の各本條を以て論するも
のとすれば、兇審の所持なき彊盗に就ては、普通弧盗は張盗未途となり徒
役二年であるが、格により一年加重の徒役三年となり、一向差支ないが、
兇器を所持する彊盗に就ては、普通彊盗は流刑であるが、格により徒役六
年に該當する。然るに、一方に於て兇器の所持なき傷害及び殺人の各張盗
も鍼物ある時は之により刑が量定され、廉例は鍼布十五端以上をも十五端
未満として計算し、賊盗律の本條及び弘仁十三年格に准檬して、最高刑は
徒役六年である。即ち兇器なき彊盗傷害、張盗殺入の既途（賊物ある場合）
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と、兇器を所持する普通彊盗の未途（鍼物なき場合）とが，殆ど同じ刑に
該當すること玉なり、刑の均衡を失するの甚しいものである。併し實際に
於て、購例が賊物なき兇器所持の普通彊盗の未途を、賊盗律の本條及び格
により之を徒役六年の刑に虞せるや否やに就ては明かでない。たΨ嫉物あ
れば之により刑を決定したが、賊物なくとも刑を量定すべき根嫁なきの理
由を以て、之を無罪放冤となすが如きことは無かつた様である（一七）。但
し其の刑を如何にして決せるかは明かでなレ㌧
　　（恥私錆綾犯に勤する刑罰
　私鋳鏡、帥ち銭貨を私かに鋳造する行爲が罪として罰せらる～に至れる
由來は既に久しいものであるが（一八）、弘仁十三年二月七日の太政官符は、
私鋳鏡犯入、帥ち通貨爲造犯入の庭罰は、首從の別なく絡身徒役の刑を科
することを規定し、之を錆銭使の管轄とした吟刻。これは同官符に於て、
賊盗律の盗犯に渇する死刑が十五年の徒役に減輕せられたるに比して、頗
る峻嚴なる科珊方針と云はねばならぬが、當時、この私鋳銭犯罪を極めて
罪悪覗せることぱ、この罪が律の刑法の規定せざる所なるにも拘らす、尚
律の刑法に常赦と難も冤ぜすと規定せらるxの罪たる八虐、故殺、謀殺、
彊窟二盗等の罪と共に。常赦によるも冤すべからざるの罪の一に激へられ
たることによつても、之を知ることが出來る（二〇）。
　前述の如く、私鋳銭犯／、の庭罰は鋳鏡使の管轄する所であつたが、槍非
違使も亦之に關與した。但し鋳鏡使の管轄する所は、犯入の徒役刑、帥ち
自由刑の執行なるに封して、楡非違使の管轄する所は、犯入の資財田宅の
没牧帥ち財産刑の執行であつた。而も前者は弘仁十三年二月七轟の太政官
符により認められたる所なるに封して、後者は何等その嫁る所な叡全く
槍非違使の猫断に出づる塵分であつた。槍非違使の此の私鋳銭犯入の財産
没牧の虞分が、いつとはなく磨例となるに及んで、槍非違使聴は太政官に
封してこの聴例の成文法化を申請するに至つた。帥ち清和天皇の貞槻十六
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年（874）十二月廿六日の槍非違使起請は、之を次の如く述べてゐる偉一）。
　　マサニ私鋳銭者ノ田宅資財ヲ渡スベキ事。
　謹ミテ案ズルニ、法條中、私嬉鐘者ノ財物ヲ渡入スベキハ無ク砥而モ
　使等ノ先例、或ハ其ノ田宅資財ヲ渡セリ。朗二法意二非ザルモ．亦宣
　旨ナシ。之ヲ政理二論ズレバ誠二運行シ難シ。望講スラク。塵分隔將
　鞠ニオ妊列ト爲サンコトヲo
帥ち「之ヲ政理二論ズレノ㍉誠二遵行シ難シ」と云へるは、槍非違使の此
の資財田宅渡牧の庭分が㌔何等、法條の認むる所でなく、全く槍非遠使の
猫断。而も鋳銭使に於て既に絡身徒役の刑に科せしめたる上に、更に之に
附加せる虞分なるが故である。若し此の庭分が格として認めらるNならぱ、
検非遠使の虞分は適法化され、敢て弛を揮るの要なきに至るであらう。而
して槍非違使の此の起請は部目太政官の容る～所となり、太政官符を以て
公式に格として頒布せられたが（嵩黒）、翌貞槻十七年（87ら）撰進の検非違
使式には、之を「私儀ノ輩ハ錆鏡司二逸ルヲ停メ、着欽ハ盗入ト同ジク、資
財田宅ヲ波入セシム。」と規定せるを以て（二翼）㌔こ～に於て私鋳鏡犯の虞
罰は全く検非違使の手に移狐之に封する刑罰は彊盗。篇盗と同様に着鉄
して徒役の刑に庭すると共に、その資財田宅をも波牧すること玉なつた ．
　（亙恥一殻犯罪に封する刑罰
　こ』に一般犯罪とは、上述する所の張盗、篇盗、私鋳鑓以外の犯罪を指
す。帥ち槍非違使欽の專属管轄に属する上記三犯罪に封し、その非專属管
轄に属する闘鳳、殺入、傷害、賭臥彊妊等の諸犯罪を始め隔刑部省の権
威失墜により（昌四）、從來槍非遠使臆の管轄外にあつた諸犯罪、帥ち律の
刑法に規定する各種犯罪を、便宜上こ～に一般犯罪と名付ける。
　弘仁十三年の格は盗犯に封してのみ適用せられ、その他の犯罪に就ては
適用せられざるを以て、一般犯罪に封する刑罰は。律の刑法の主荊たる所
謂五刑（死。流、徒、杖、筈）が適用せられた。而して槍非違使鉄の専属
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管轄に属する強盗、篇盗、私鋳鏡の三犯罪事件を除く、その他の一般犯罪
は、その断罪が徒罪以上なる時は、之に封する決配穰は槍非違使磨之を有
せざるが故に、その猫断的虞分を以て決配することを得す、太政官へ勘奏
することにより、これが決配灌を有する刑部省の覆審を必要とした（二五）。
　然るに此の覆審制度も延喜以後は漸次行はれなくなり、徒罪以上と難も
凡て槍非違使聴の一審断罪により、直ちに決配灌が行使され・刑の執行に
移るに至つた（二六）。然し死罪の決配のみは、たとへ刑部省の覆審制度が
弛慶しても、槍非違使廉の一審噺罪を以ては爲し得す、その罪に該當する
放火、故意殺入、闘殺、謀殺等の犯罪に封する断罪は、一旦、長官別當よ
り其の都度奏聞し、勅裁により判決を確定すべきであつたが（二七）、後に
は此の手績すらも行はれなくなり、從つて凡ての犯罪が槍非違使鷹の一審
断罪により判決が確定し、これより直ちに刑の執行が爲されるに至つた。
　而して貞観十二年（870）七月廿日の別當宣により決定せる検非違使聴の
專属管轄・非專属管轄に属する犯罪事件は元より・延喜より天暦にかけて
刑部省の裁判権が衰微すると共に（二八）、槍非違使魔の管轄となれる其の
他の犯罪事件に封する刑罰は、依然、主として律の刑法の五刑たる生命刑
（死刑）、自由刑（流刑、徒刑）、健刑（杖刑、答刑）が適用せらるべきであ
つたが、その刑の執行は後述するが如く、槍非違使聴猫特の召禁制度によ
り行はれ、五刑の執行は聴例の刑の執行としては、行はれなくなるに至つ
たQ
一　凡彊盗。不得財徒二年。一尺徒三年。二端加一等。＋五端及傷人者絞。殺人
　者斬。其持侯者。錐不得財遠流。＋端絞。傷人者斬。
　凡籍盗。不得財筈五十。一尺杖六＋。一端加一等。五端徒一年。五端加一等。
　五＋端加役流Q
　　　（律疏残篇、賊盗律、一〇八頁）
二　（前略）去弘仁九年宣旨構。犯盗之人。不論輕重Q皆配役所者云々。（類聚三代
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　　格、巻二＋、断罪購銅事、弘仁＋三年二月七日太政官符、慮定罪入配役年限
　　事、一〇三五頁）
三　使等偏執跳旨。未定年限。罪無輕重。命絡役所云々。（類聚三代格、巻二＋、
　　断罪願銅事、弘仁＋三年二月七日太政官符、慮定罪人配役年限事、一〇三五
　　頁）
四　之に就ては、谷森饒男氏「検非違使ヲ中心トシタル亭安時代ノ警察歌態」に
　　詳細が見えてゐる〇
五　夫絶者難更績Q死者不再生。望請明定節文。依限駈使Q謹請慮分者。右大臣
　　宣Q奉　勅。夫配役之輩。既有年限。至於役使，豊期絡身。都而言之。事渉
　　深刻。但雨京之内。犯盗者衆。若不折衷。何將懲粛。自今以後。宜犯徒一年
　　者加牛年・犯二年三年者各加一年・杖罪以下。只徒一年・若犯二流者各役六
　　年。其犯死罪別勅冤死＋五年爲限。（類聚三代格、巻二＋、陽罪贈銅事、弘仁
　　＋三年二月七日太政官符、磨定罪人配役年限事、一〇三五頁）
六　日本法制史上に於ける死刑廣止に就ては、細川縮市氏「李安朝の死刑廣止に
　　就てJ（同氏、日本固有法研究、五一一一六〇頁）、布施彌季治氏「日本死刑
　　史」（七七一九〇頁）。
七　若役畢之後。不侮前過。亦有犯盗。或爲人兇悪。爲衆人所明知。或量其意況。
　　難憧之色。並是終身配役。不可放冤。（類聚三代格、巻二十、騒罪願銅事、弘
　　仁＋三年二月七日太政官符、慮定罪人配役年限事、一〇三五頁）
八　律令法に於ける嫉とは、職員令戯賠司義解に「非理ニシテ財ヲ取ルヲ戯！・目
　　フ」とあり、廣く道理に反せる行爲によつて他人の財物を得る行爲を云ひ、
　　韓じて其の得たる賊物をも亦戯と云ふ。この戯の種類は六種あP、之を六戯
　　と云ひ、その中、盗犯によつて得たるものを盗戯と云ふ・
九　若戯歌露験。理不可疑。錐不承引。邸振律断之。（律逸、審八、噺獄律、二一
　　五頁）
　　術、被告人が罪歌を承伏せざるにも拘らず、衆謹（三人以上の謹言）により
　　断罪せる實例は三代實録、貞観＋八年六月二＋七日條、参照。
一〇　賊盗律の註及び金玉掌中抄によれば、霜盗とは威力を用ひずして、軍に人
　　の財物を窮取するを云ふo
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一一　霧盗不得財筈五＋。一尺杖六＋。一端一尺杖七十。二端一尺杖八＋。三端
　一尺杖九＋。四端一尺杖一百。五端徒一年。＋端徒一年牛。＋五端徒二年廿
　端徒二年牛。廿五端徒三年Q冊端近流。膏五端中端。四＋端遠流。五＋端加
　役流。（西宮記、巻二＋三、臨時十一、五七三頁）
一二　賊盗律の註及び金玉掌中抄によれば、強盗とは威若しくは力を以て財物を
　張取するを云ひ、先づ張して後に盗し、先づ盗して後に強し、若しくは人に
　藥酒及び食を興へ、狂飢せしめて財を取るもの等を云ふ。
一・罠　張盗不得財徒二年。一尺徒三年。二端一尺近流。四端一尺中流。自六端一
　尺至＋四端五丈一尺九寸遠流。＋五端絞。（西宮記、巻二＋三、臨時＋一、五
　七三頁）
一四　一可入死罪之囚者。減此臓布敷。縦錐及百千反。不足＋五反。猫庭流刑。
　是鷹例也。（西宮記、巻二十三、臨時十一、五八二頁）
一五　西宮記、巷二＋三、臨時＋一、長徳二年＋二月＋七日、可著欽左右獄囚臓
　物事。同、勘申可着鉱左右獄囚事、五八三一五九四頁。
一六　一有賊盗人持杖。井傷殺人等。只就賊激勘之。不知鯨罪。殺人之罪。錐重
　於盗罪。偏依盗罪不知殺罪。是使等所行來也。錐乖法意。自爲流例也。（西
　宮記、巻二＋三、臨時＋一、五八二頁）
一七　但。持杖彊盗不得財者。猫依本條⊃可塵遠流鰍っ錐無戯。不可厭以冤之色
　也。（西宮記、巻二＋三、臨蒔＋一、五八三頁）
一八　私鋳鏡犯人に鋤する科刑の浩革を略蓮すオしば、先づ和銅四年（質1）の絡に
　よれば、その首犯は斬刑、從犯は没官、家族は流刑と規定され、次いで天単
　勝實五年（753）の太政官符によれば、首犯の斬刑は之を一等を減じて遠流刑
　と改むるに止まり、從犯、家族は共に和銅四年の格に從つたQ併し是れは刑
　の均衡を失するものとして、寳魏＋一年（780）＋一月二日の太政官符は、名
　例律、賊盗律の首犯從犯の刑の量定、減刑の割合等を比較参照して、首犯は
　遠流刑、從犯は首犯の刑の一等を減じて徒役三年の刑、家族は更に從犯の刑
　の一等を減じて徒後二年牛の刑と規定した。斯くの如く、私鎗銭犯人の虚罰
　方針は、漸次に減刑され來つたのであるが、鏡貨流通の護達と共に、之を私
　かに儒造する者が績串するに至り、途に之を弾厘禁止せしめんが爲め、弘仁
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　＋三年（822）二月七日の太政官符を以て、首從の別なく絡身徒役の刑を以て
　臨むに至つたのである。
　術、之に就ては、細川縮市氏「上代貨幣経濟史」一八六頁以下、滲照。
一九　其私鋳銭Q不論首從。令鋳銭使絡身役之。（類聚三代格、巷二＋、断罪願銅
　事、弘仁＋三年二月七日太政官符、磨定罪人配役年限事、一〇三六頁）
島O　（前略）自貞槻二年＋一月＋六日昧爽以前。徒罪以下Q不論輕重。成從免除。
　但八虐。故殺。謀殺。彊窺二盗。私躊鏡。常赦所不免。及欠負官物之類。不
　在赦限云々。（三代實録、巷四、貞観二年十一月十六日壬辰條、五九頁）
二一　三代實録、巻二＋七、貞翻＋六年＋二月廿六日庚辰條、三五五頁。
　原文は本稿三五頁、註八、滲照。
晶二太政官符
　　慮没私錆銭者田宅資財事
　右。楡非違使起請稲。謹案。法條無可没入私鋳鏡者則物。而使等或必没其舎
　宅資財。錐非法意。行來成例。望請。編之朝章。嚴遇其好者。右大臣宣。奉
　動。依請。
　　貞観＋六年＋二月廿六日
　　（類聚三代格、巻十四、銭鋳事、八〇三頁）
二罠　西宮記、巻二＋三、臨時＋、五七二頁。
二四　議獄決罪。非省之職掌云々。（政事要略、巻八＋二、天謄四年＋月＋三日太
　政官符、六六五頁）
二五　強盗霧盗之外Q流罪徒罪之輩。検非違使臨任意不可決断Q問定之後。可進
　勘奏。（西宮記、巻二＋三、臨時＋一、六〇一頁）
島爽　赦剛謀三ヶ犯。元死罪也Q錐須邊刑部令決断。延喜以降。絶而不行。（式目
　抄、績史籍集覧本、第二集一、一八頁）
昌七　放火之輩。依爲死罪。須迭刑部省令決本罪也Q（中略）抑於使聴。錐有被行
　例。猫至死罪囚者。別當毎度可経奏聞也。而近代郡無此事。（法曹至要抄、巻
　上、罪科條、放火事、二七三頁〉
　敏闘謀三ケ犯。元死罪也。雌須迭刑部令決断。延喜以降。絶而不行。（中略）
　死罪者。非使鷹之所掌。伽別嘗大理。須毎度奏聞也。而近代絶無勘奏。（式目
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　抄、績史籍集覧、第二集一、一八頁）
二八　敵闘謀三ケ犯。元死罪也。錐須邊刑部令決断。延喜以降。絶而不行。（式目
　抄、績史籍集覧本、第二集一、一八頁）
　　議獄決罪。非省之職掌云々c（政事要略、巻八＋二、天暦四年＋月＋三日太
　政官符、六六五頁）
第四　着鉄勘文
　（亘）意　　義
着鉄勘文とは被告（犯入）の犯罪行爲に封して、法律専門家たる明法家
の手により作成せらる玉擬律書であり、着欽政の當日、被告（犯入）に言
渡すべき刑の判決の基となるべぎものである・
　ちやくだ着欽とは印ち欽を着くるの謂であり、有罪と決定せる被告（犯人）を服
役せしむるに當つて、被告帥ち未決囚人の頸に刑，具の一種たる欽（くびか
せ）をはめることである。この着鉄は張盗、篇盗及び私錆i鏡に關する囚入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かもんに封してのみ適用せらる』のが聴例であつた（一）。次に勘文とは帥ち文を
かんが
勘へるの謂であり、廣く特定の事項に封して、古來よりの慣例、日時、方
角等を占ぴ勘へ、又故實を調査して、先例に封して誤謬なぎを期する答申
書である。從つて、それが裁判事項に關する勘文なる時は、犯罪行爲に封
して科すべき刑を、律の正條を適用し、古來の判例及び慣習を調査参考し
て、明法家より槍非違使別當に答申せる擬律書である。而して此の勘文が
着欽すべき被告（犯人）に封して作成せらる玉時は・之を着欽勘文と稻し・
之により着鉄政（二）の當日、槍非違使より被告即ち未決囚入に封して言渡
さる～判決が決定する。上訴覆審制度を認めざる槍非違使廉の盗犯蛙に私
鋳銭犯に封する断罪権は、同時に決配樺を俘ふが故に、畢寛、着鉄勘文に
よる断罪は確定斬決として、之により直ちに刑が執行せられた。
　（恥形　　式
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　着鉄勘文の形式は一條天皇の長徳二年（996）一或は長徳三年（997）と
も云ふ（翼）一十一月十六日嚢令の別當宣を境として、大禮、二様の形式
を有する。
　第一形式、豊口ち長徳二年十一月以前の着欽勘丈の形式は、これ亦、滑革
的に見て些少なる黙に於て種々の相違があり、必すしも一定してゐない。
例へば村上天皇の天暦三年（949）までの着鉄勘丈には、刑の量定の基準と
なるべき主要物件たる舷物類は、或は明記せられ、或は明記せられなかつ
たが、天暦三年十二月以後、鍼物の額及び種類が明記されるに至つた（四）。
而して天暦十一年（957）頃までは、犯入の年齢、本籍をも記載せす、叉賊
物額の明記も、共犯の罪は各自の得分の触物類によらす、之を合計せる鍼
物の額を以て、各犯入に封して一律に塵断すべき賊盗律の規定は無覗せら
れ（五）、共犯者と錐も各自の賊物得分のみを明記し、その合計額は明記し
なかつた。而して是等の部分的の相違の外に、判決の主文とも云ふべき刑
の言渡、印ち徒役年限の明記は、絡始一貫して着欽勘文に記載せられなか
つた。斯く徒役年限を着鉄勘交に明記せざる結果は・断罪行刑の日に、犯
歌を犯入に言渡すべき獄令の規定を破り（六）、刑期の言渡を爲さすして犯
入を服役せしめ、刑期満了に至つて始めて、囚人に其の刑期の言渡をなす
が如き、全く本末顛倒の判決言渡の手績が行はれた（七）。
　第二形式、帥ち長徳二年十二二月以後の着欽勘文は、長徳二年十一月十六
日の別當宣により、刑期の明示方を命ぜらる玉に至つて、漸く徒役年限を
記載するに至つた。併し刑の量定の基準となり、且つ犯罪誰明の讃嬢物件
たる鰍物に就ては、前形式と異なへその額蛇に内容は之を明示せす、た
だ嫉物の合計個数のみを列記し、鍼物の慣額は之を鍼布の長さに換算して
准賊布としての取扱ひをなし、賊布を以て刑の量定をなす賊盗律の彊盗及
び籟盗の二法を適用すること曳なつた。從つて武具、衣服、穀物、家畜等
に關する特別盗罪に就ては、各別に之に適用すべき法を詳細規定せる賊盗
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律の規定は大部分死法と化し、如上の鍼物は凡て准賊布として換算せられ、
強籟盗に關する賊盗律の僅かニケ條の條文が凡てに適用されるに至つた。
蓋し聴例の裁判が簡易を樹ぶが故である。
　　（畳恥實例の・一
　次に掲ぐる着鉄勘文はゼ…條天皇の寛和二年史986）五月廿八日の着鉄政
當日に、被告たる未決囚人に言渡されたる制決を記載せるものであへそ
の作成日は同月十七日となつてゐる（八）。形式の上より云へば第一形式に
屡するものであるが、作成年代から云へば大分後のものである。被告（犯
入）の年齢、戸籍等は天暦年間の着欽勘文には通常記載せられざるもので
あるが、之には明かに記されてゐる所を見ると、天暦以後の攣遷は、犯入
の年齢、戸籍の記載を必要としたのであらう。然し刑期の明示なきことは
依然攣ηなく、この意味に於ても第一形式に属する着欽勘文である。尚こ
の種の着欽勘文の例は極めて数が少なく・從つて其の形式及び内容の詳細
は不明である。
　勘申可着欽左右獄囚事
　　合十五人
　　　強盗十入
　　　篇盗五人
　　左五入
　　　張盗四人
　　　　大原眞犬丸　年惜　左京入
　　　　　鍼物　絹杉一領絹　袈裟一條　諦激一連　合袴一腰
　　　　河邊延正　年慨　伊勢國入
　　　　　鍼物　口掛四領（一領青鈍。一領茜染。一領花染。一領山吹色）
　　　　清原宗高　年惜二　筑前國入
　　　　　鍼物　櫻色綾掛一襲　青鈍綿樹一領　葡萄染下襲
第三章　聴例の裁判制度 83
　　清原徳忠　年惜　日向國人
　　　賊物　千作布狩衣一領　同布襖袴一腰
　　右承伏。進過歌了。
　嘱盗一入
　　高向恒枝　年祈二　伊勢國人
　　　賊物　銭十貫文
　　右承伏。進過歌了。
右十人
　彊盗六人
　　阿刀行忠　年廿左京入
　　　賊物　白合掛一領青鈍掛一領　白合柏一領　手作布襖一領
　　多治近滋　年惜九　筑前國入
　　　賊物　五丈大寳幡三具（各四角付小幡四流）
　　　鍼物　白綿掛一領　白手作市狩衣一領
　　高額豊茂
　　　賊物　黒紅花軍一領　白単小衣一領
　　文屋経忠
　　　賊物　白綿掻一領　承和色阿古女一領　軍袴二腰　懸子管…會
　　　　　　染穀一疋
　　新炊助連
　　　賊物　銭一貫文
　　額田常富
　　　賊物　白軍掛一領　基帳帷一條
　　藤原童子丸
　　　賊物　白阿古女二領　細布袈裟一條　鈍色阿古女一領　黒紅花
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　　　　　染輩袴二腰
　右六人。犯彊盗者也。勘問其由承伏。進過歌畢。但至常富。去天
　暦八年十二：月廿二：日。着鉄者也。而今年六月十三日逃亡。同年八
　月九日。捕禁逃亡之由。既以承伏。
籟盗四入
　坂上犬法師丸
　　舷物　銭十二廷　会抜出綿一條　信濃布二丈五色　綿二噸　白
　　　　　樹二領　表袴三腰　調布三端
　中臣茂春
　　鍼物　四五寸木二枝
　土師有時
　　触物　鹿子父馬一定
　依智秦松連
　　鍼物　調布二丈鐘六百文　手作布袴一領　信濃布一丈
　右四入。犯籟盗者也。勘問其由承伏。進過歌畢。
　　（中略）
　以前今月廿八日。可着欽左右獄囚。勘申如件。
　　　寛和二年五月十七日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右衛門府生　　　錦
　　　　　少志
　　　　　少尉
　　　右近衛監
　　左衛門府生
防鴨河主典府生
　　　　　少志
美　努
　　安
　　弔
播　摩
垂　水
　　野
多朱使
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　　　　　　　　　秦
施藥院権少尉布瑠
　　　樺少尉藤原使
　　　右大史　清科
註　この着鉄勘文は着録政當日に着欽すべき囚入（張盗及び篇盗犯入）
　　の凡てに亘つて記載せらるべきものであり。一事件或は一犯入に付
　　き・個々に各別に作成せられ・記載せらるべきものではない。冒頭
　　に「勘申ス着欽スベキ左右獄囚事」と記し・次に着欽すべき囚入は
　　左右の爾獄囚を合せて十五人、その内課は弧盗十入、篇盗五人なる
　　ことを明かにする。次に「左五入」とあるのは、帥ち左獄含に於け
　　る着欽すべき未決囚人五入の意であ帆その内詳は強盗六入。籟盗
　　一入である・叉同様に「右十人」とあるのは・右獄舎に於ける着欽
　　すべき未決囚人十入の意であり。その内課は弧盗六入、篇盗四入で
　　ある。而して各犯毎に「右承伏セリ。過歌ヲ進メ了リヌ。」とか隔或
　　は「右四人篇盗ヲ犯セル者ナリ。共ノ由ヲ勘問シテ承伏セリ。過状
　　ヲ進メ畢リヌ。」等とあるのは。審問手績完了の次第を記せるもので
　　あり。着欽勘文を作成するには．まづ犯入をして自己の犯罪事實を
　　認めしめ（之を服緋或は伏緋と云ふ）、之に過歌と稻する一種の謝罪
　　的始末書を奉らしめ、然る後に着鉄勘文が作成せらる玉のである。
　　（W）實例の＝
　次に掲ぐる着欽勘文は。所謂第二形式に属するものであ外長徳二年
（996）十一月十六日の別當宣登令後に於ける最初の着欽政たる同年十二月
十九日に未決囚入に言渡されたるものであり、その作成は前々日の十七日
である（九）。第一形式に比して鍼物の内容が明示せられすして種類のみ拐
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げ・これが准賊布として換算せられてゐること・法律論としては適用すべ
き法文が明示され・刑期が明瞭にされてゐること等の特色を有し・聴例の
判決は之によつて知ることが出來る。（原文を便宜上、假名交り文に改む）
　勘申ス着欽スベキ左右獄囚事
　　合　拾参入
　　　張盗拾玖入
　　　絹盗灘入
　　左
　　　張盗玖入
　　　　大春日籍鷹
　　　　賊物漆種　准舷布陸端難丈
　　　　岩松　年々
　　　　　　々々
　　　　　鍼物騨種　准賊布拾肇反
　　　　瀞欝鷺
　　　　　鍼物　種　准賊布拾豊反
　　　　藤綱成鴛
　　　　　賊物参種　准賊布拾難反参丈
　　　　田邊延正　年々
　　　　　　　　々々
　　　　　賊物漆種　鍼准布拾騨反参丈
　　　　　　　　年々伯書諸吉 々
　　　　　賊物伍種　准触布拾舜反参丈
　　　　右陸入。弼盗ノ犯ハ承伏シ畢リヌ。賊盗律ヲ槍シテ云フ。彊盗一
　　　　尺徒三年・二尺一等ヲ加へ・十五反絞ト。
　　　　　刑部格二云フ。犯盗ノ入、徒二配スルノ輩ハ、宜シク徒一年ヲ
　　　　　犯スベキ者ハ牛年ヲ加へ、二年三年ヲ犯ス者ハ各一年ヲ加ヘヨ。
　　　　　若シ三流ヲ犯ス者ハ各役六年ト。獄令二云フ。流徒ノ罪居作セ
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　バ、着欽若シクハ盤枷シ巾ヲ著クルヲ得ザレト。判事式二云フ。
　触布ヲ雫ニスルハ・長サ五丈二尺・廣サニ尺四寸ヲー反ト爲セ
　ト。彼ノ鍼布数ヲ推スニ十五反二満タズ。犯二准ジ律二依リ極
　已二流刑二及ブ。今徒刑二配任シ亀早ク慮サニ役六年ニスベシc
菅野並重努婁
　賊物参種　准触布拾難端式丈萱尺
紀重春努窟
　賊物登種　准鍼布拾璋反参丈
右　入・弧盗ノ犯ハ承伏セズト難モ・直鍼ノ物己二以テ顯露ナリ。
断獄律ヲ槍スルニ云フ。慮サニ囚二訊ヌベキ者ハ、必ズ先ヅ情ヲ
以テ審カニ詞理ヲ察シ、反覆参験セヨ。若シ鍼歌露験ニシテ理疑
フベカラザレバ、承引セズト難モ、印チ歌二i嬢リ、之ヲ断ゼヨQ
賊ヲ計リ罪ヲ断ジ、具サニ上條ヲ見ル。例テ得ル所ノ物ヲ以テモ㌔
亦當ル所ノ科ヲ論ズ．格二依リ罪徒六年ヲ加フ。
津守秋方年
　鍼物参種　准騒布騨丈二尺参寸
右登人。弧盗ノ犯ハ承伏シ已二畢リヌ。賊盗律ヲ検シテ云フ。彊
盗一尺徒三年、二尺一等ヲ加ヘヨト。今准賊布ハー反二満タズ。
律條二篠リ徒三年二當ル、格二依リー年ヲ加へ隔慮サニ役四年ニ
スヘシし、
籟盗　入
能登観童丸年
　鰍物萱種　准鰍布捌拾反萱丈伍丈
大憩編童丸　年
　賊物難種　准鍼布伯　拾反伍尺
　右試入。篇盗ノ犯ハ承伏シ畢リヌ。賊盗律ヲ槍シテ云フ。篇盗
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　一年杖六十、一反二一年ヲ加へ、五反ハ徒一年、五反二一等ヲ
　加へ、五十反ハ加役流ト。名例律二云フ。本條二加役流ト稻ス
　ルモノハ・遠所二配シテ三年ヲ役スルモノナリト。賑布二准ジ
　計ルニ五十反二過グ。律二依リ之ヲ定ムルニ、加役流二當ルト
　難モ、格二依リ之ヲ論ズレバ、慮サニ六年二庭スベシ。
右拾　入
彊盗拾入
　星河清澄年
　物部宮時年
　賊布　種　准鍼布拾参反玖尺
　右　入。同ジク弼盗ヲ謀リ、共二其ノ犯ヲ成ス。袋二清澄ハ早
　　ク以テ承伏シ、專ラ避クル所無シ。宮時ハ承伏セズト難モ、已
　　二触有リテ之ヲ科断ス。法章條ハ上二存ス。但シ賊盗律二云フ。
　共盗ハ鍼ヲ併セテ論ジ、其ノ弼盗ハ、罪二首從無シト。今騒布
　数ヲ推スニ十五端二満タズ・清澄等ノ犯シ得タル分ハ異ナルト
　錐モ、賊ヲ併セテ罪ヲ論ズレ・㍉是レ流刑二及ブモ、上件二入
　　ハ慮サニ役六年トスベシ。
　伊勢利永年
　賊物参種　准鍼布拾蝉反式丈伍尺
　林枝重年
　鍼物　種　准賊布陸反参丈　尺
　紀清忠年
　賊物　准鍼布拾　反　丈陸尺
　秦乙犬丸年
　賊物　種　准鍼布陸反壼尺
　右難入。強盗ノ犯ハ承伏シ巳二畢リヌ。賊布ノ数ヲ計ルニ十五
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　反二及バズ。律二依リ罪ヲ論ズレ・㍉共二是レ流二及ブ。格二
　随ヒテ役六年。
美努輻安　年
　賊物　種　准鍼布拾騨反壼丈捌尺
三島重遠年
　鍼物　種　准賊布拾璋反玖尺
廣井忠助年
　鍼物　種　准賊布陸反漆尺
右参入。張盗ノ犯ハ承伏セズト錐モ・賊ノ撒ヲ見ル。亦三流徒役
ノ限二及ブ。各以テ六年。
多治比吉助　年
　賊物壼種　准賊布難丈　尺参寸
　右萱入。張盗ノ犯ハ承伏シ畢リヌ。賊布ノ数ハー反二満タズ。
　格律二准篠シ、慮サニ役四年ニスベシ。
篇盗　入
秦吉信年
　賊物　種　准鍼布九反伍尺
　右壼入。篇盗ノ犯ハ承伏シ已二了リヌ。取ル所ノ賊ハ當サニ徒
　一年二當ル。帥チ格旨二依リ役一年牛。
石城吉童丸年
　賊物　種　准鍼布玖拾反参尺
　右萱入。窟盗ノ犯ハ承伏シ已二了リヌc其ノ賊布ヲ計ルニ五十
　反二過グ。前律ト同ジク加役流二當ルモ、更二格旨二任セテ徒
　役六年。
以前今月　慰着鉄スベキ左右獄囚、勘申件ノ如シ。
　長徳二年十二月十七日
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右衛門府生
　少志
　大志
権少尉
飛鳥部好兼
　美努伊達
　朝原善理
　俘忠信
　安茂乖
　雫倫範
　　　　　　　大尉
防鴨河主典左衛門府生
　　　　　　　少志
　　　　　　穰大尉
　　　　　　　大尉
藤原慶家
茜忠宗
錦爲信
藤原忠親
藤原季雅
註初めの方の「左」の下には、原文にはないが、恐らく「拾壼入」が
　　逸脱せるものであらう。伺この着鍬勘文に使用せる籔字は・次の如
　　く解される。壼（一）、　（二）・参（三）、難（四）、伍（五）・陸（六）、
　　漆（七）、捌（八）、玖（九）、拾（十）、侑（百）、叉端と反とは同義であ
　　る。次に法律適用論中、格或は刑部格とあるは、既に屡々引用せる
　　弘仁十三年二月七日、太政官符を以て頒布せられたる格を指す。これ
　　帥ち賊盗律の彊盗及び篇盗に關する法條を改正せるものであるが、
　　この格の頒布が當然には律の適用を排斥するものでなV之とは・こ
　　の着賊勘文に示す法律の適用に於て見る如くであり、犯罪は一慮律
　　に照し・更に之に格を適用して刑罰を決定するのである。
　さて此の着欽勘文に於ては、長徳二年十一月十六日の別當宣の趣旨に基
き、囚人の刑期は明確にされたが、刑の量定の基準ともなるべき賊物の内
容は全く不明である。併し此の鍼物は決して之を記録せすとの意ではなく・
第三章　騰例の裁判制度 91
着欽勘文の重黙が刑期の明示に在るが故に、た穿刑期決定に直接關係ある
賊布数　　各種の鍼物は凡て之を准鍼布として換算する　　のみを示すに
止まへ鍼物の實敷は別に賊物勘支と構するものに於て、之を明かに示す
ことになつてゐる。この賊物勘文は賊物の全部を拐げ、その債額を評憤す
ると共に、更に之を准鍼布として布の長さに換算する。この最後の分だけ
が着鉄勘文に記載せられる。從つて此の賊物勘文は賊物の目録であり、道
志印ち槍非違使の志が賊物数を知らんがために別に作成するものであり・
着欽勘文の副歌の如き意味のものではない（一〇）。前拐の着欽勘文に見え
る触物の實数は、その鰍物勘文によれぱ次の如くである（一一）。
可着欽左右獄囚鍼物事
　合　拾参入
　　強盗十九入
　　篇盗四入
　左十一入
　　大春日斜綴颪酪
　　　　　　あたひ　　　賊物七種　直鐙七百世文
　　　准鍼布六反四丈　流
　　　弓一張直骸胡翫腰鞍
　　　抜手綿噸直骸萎五斗砦夏
　　　麻布二反輕五手作布三尺五尺特夏
　　　用紙五＋帖軽
岩松鍛釦彊盗
　鍼物四種　直銭四貫二百文
　繍布廿二反二丈螺
　絹二疋蝦菊齢衣噸軽
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白軍衣一領　直五　委二斗　直百丈
　　　　　　十交
　　　　　年廿五清原延雫　山城國人　張盗
　　賊物二種　直銭五貫二百文
　　准鍼布冊一反三丈六尺四寸　＋一反流
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　直二貫　　白布帯一一腰　直三貰文　銀銚子一口　二百文
藤綱成嬬颪酪
　　鍼物三種　直銭七貫五百文
　　繊飾六＋反一丈三尺三寸当爆
　　銀造太刀腰鍛馬一匹監蔓
　　米一石監
田邊延正鱗酪
　　鍼物漆種　直銭七十六貫三百文
　　准職布栢＋三反二丈製器
　　絹酬七疋鍍七綾七疋喪欝
　　直垂頒儀　掛＋噸嘉蔓
　　撒三腰箭皇護黒作太刀腰離
　　手肺二反鍛
イ鰭諸吉鶏颪酪
　　鍼物五種　直鏡光七貫五百文
　　准賊布三百＋二反一丈二尺圭賑
　　絹＋二疋叢二手作布廿端離
　　信濃布＋反巌銀作打出太刀一腰 直十五貫文
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　　離太刀噸離
津守秋方騰隙鰹
　　賊物一種　釜一口　直銭
　　　　　　　　　　　百文
　　准鰍布四丈二尺三寸　徒四
　　　　　　　　　　　　年
能登髄丸鍛隙轍
　　鍼物一種　直銭十貫文
　　准賊布八十反一丈五尺　五＋反　　　　　　　　　　　　　加役流
　　銀佛一腿
大祠幅童丸鴛篇盗
　　鍼物四種　直銭十五貫七百文
　　准繍百廿五反五尺繕
　　麟噸獣蒔舗筥二合鍛
　　紫檀念珠一蓮　喜妻　綿二屯　喜麦
菅野並重　努寛　彊盗賊露験
　　鍼物参種　直銭十二貫五百文
　　准鍼布百九十反三丈
　　蹴匹巌銀猷刀噸叢
　　胡飾腰離
紀重春察強翻露験
　　賊物一種　直鍵二百文
　　准鍼布十六反三尺　＋四反
　　　　　　　　　　　三文流
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疋二絹
右十二人
星河清澄鴛彊盗
　物部宮時　劣寛　彊盗露験
　　　触物　種　　　直銭五貫五百文
　　　准鍼布升四反九尺究蘇
　　　米五石　　籾一石
伊勢利永難蹴
　　賦物三種　　　直鍍七貫二百文
　　糊布五＋八反二丈耐擢蕪
　　蘇芳染御領離黙太刀二腰霰
　　　　　　　　　直五　　朱漆鞍骨一口　百文
林枝重黙弧盗
　　賊物　種　　直鏡八百文
　　准賊布六反三丈二尺　流
　　菌色掛噸儀四寸鏡一面郭
紀融繋張盗
　　舷物　種　　直銭一貫五百文
　　准鍼布十二反二丈六尺
　　絹二丈五尺畿手作布二反骸
美努編安　努婁　　強盗鍼露験
第三章　購例の裁判制度
　　鍼物　種　　直銭三貫九百文
　　繍布肝反一丈八尺課臨
　　馬縄駿牛噸要誤護
多治比吉助　髪婁　彊盗
　　鍼物一種　　直銭百文
　　准鍼布四丈二尺三寸
　　萎二斗
秦吉信　筆多　　篇盗
　　鍼物二種　　直銭一貫二百文
　　准鍼布九反五尺　徒一年
　　貯疋監牛顎駿
石城吉軌紫鰹
　　賊物二種　　直鏡十一貫八百文
　　准鍼布九十反五尺　流
　　銀佛叢霞打鮒八枚頁護
三島重遠　努婁　　強盗賊露験
　　賊物二種　　直鍍十三貫文
　　准賊布百擶反究賑
　　馬三疋巌麻蕪酬反叢
秦乙犬丸難鑑
　　賊物　種　　直銭二貫文
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??????一????? ?丈一???十?????
廣井忠助努建　　彊盗舷露顯
　蝋物二種　　直銭七百’文
　准賊布六反七尺　流
　馬一疋蜜稻蝋讐
　　長徳二年十二月十七日
註「直」とあるのは債格の意であり、直銭七百光文、直五十文と云ふの
　は慣格が鏡貨で七百升文、五十文との意である。清原延雫の項に於
　て、准賊布班一反三丈六尺四寸と見え、その下に十一反流と別註の
　あるのは、唯賊布の實激は升一反六尺四寸であるが、彊盗犯の十五
　反以上は死刑なるが故に、死刑康止の聴例では、之を着鉄勘文には
　別註の如く准賊布十一反と記載し、これは賊盗律によれば當然流刑
　に當るが、弘仁格の適用により徒役六年の刑に虜すべきものなるこ
　とを示すものである。田邊延雫の准賊布實数六百十三反二丈亦同様
　であり、着鉄勘文には別註の十四反三丈、賊盗律の流刑として記載
　し、之に弘仁格を適用して徒役六年の刑とする。但し准鍼布の實数
　と着欽勘文に記載する形式上の准鍼布数とが如何なる割合を以てな
　されるか・例へば其の比率の如き一定の評贋標準があるか否かは不
　明である。彊盗犯田邊延正の准触布實敦六百十三反二丈も着鉄勘文
　には形式上は十四反三丈となつてゐるが、同じ強盗犯林枝重の准賊
　布實敦六反三丈二尺は着欽勘文にも其のま玉記載されてゐるのは、
　帥ち死刑に該當すべき十五反の数に足らざるが故である。帥ち着欽
　勘文に記載すべき准賊布の数は、最高十四反九尺として賊盗律の流
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刑を以て最高刑となし、死刑に至らす、この流刑を更に弘仁格によ
り最高刑を徒役六年の刑とせるが故に、非常なる寛刑と云はざるを
得ない。之に加ふるに．十五反以上は何百反と雛も之を十五反未満
の激を以て罪を論じ、十五反未満の数は其の原敷を以て罪を論じた
るを以て・蝋数の多少は刑期に差異が少く・結局・多くを盗取する
が利得となること』なり、却て世上騒然となる原因となるに至つ
た・両この賊物勘文は・當時の物贋を知る好資料である。
　　（V）實例　と　言主繹
　次に着欽勘文を拐げ、各事案に就ての註繹を極く簡軍に試みよう。この
着欽勘文は鳥羽天皇の永久三年（11］5）十二月二十日のものであるから・勿
論、第二形式に属する（一二）。
　　勘申可着欽左右獄囚事
　　　合拾玖入
　　　　強盗玖入
　　　　霧盗拾人
　　左拾人
　　　彊盗伍人
　　　　　　　年惜五　　　　秤時里　右京入
　　　　　　　　　年三＋　　　　不知姓牛丸　左京人
　　　　　賊物萱種　准賊布参端
　　　　　右二人。共犯彊盗。承伏同畢。槍賊盗律云。共盗者併数。論注
　　　　　云。共彊盗者。罪無首從。叉條云。張盗一尺徒三年Q一端加一
　　　　　等。十五端絞。刑部格云。犯盗之入。配徒之輩。宜犯徒一年者
　　　　　加牛年。犯二年三年者。各加一年。若犯三流者，各役六年。獄
　　　　　令云。流。徒罪。居作者。着駄若鑑伽。不得着巾。判事式云、）
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平隙布者。長五丈二尺。廣九尺四寸。爲一端者。今推彼触布之
激・難及流刑・准犯依格・慮役六年・
「合拾玖入、強盗玖入、篇盗拾入、左拾入、」等の何たるかに就て
は、既に一言せるを以て省略する。
　強盗犯入秦時里は年齢升五、本籍は京都の右京に在り、同牛丸（姓
不詳）は年齢光、本籍は左京に在る。この雨名は共同して彊盗犯罪
を犯せる者であり、所謂共犯として、その鰍物は萱種、之を准賊布
に換算すれば鍼布三端（端は反に同じ）に該當する。但し其の實数
は賊物勘文なきを以て不明である。「承伏」は罪の自白、犯罪事實の
承認、服罪等を意味する。この共犯者の弼盗に關する事案に封して
は、律の刑法の賊盗律の共犯に關する規定、虹に張盗に關する規定
が適用される。師ち律の刑法に於ては、彊盗の共犯に關する規定は
賊盗律の「凡ソ共盗ハ賊ヲ併セテ論ズ」るの原則に從ふ、而して注
に云ふ所の「共弧盗ハ罪二首從ナシ」の原則も亦適用される。從つて
二入共同して張盗を犯し、財物を彊取せる時には、その罪は爾者各
得分の賊を合計して得たる賑物数により決定される。而して罪に首
從の別なく、いづれも共同正犯たるの故を以て、假りに彊盗の一入
が嫉布五反、他の一人が舷布十反を得たる場合、この弼盗犯人は共
同正犯として、触布十五反を以て罪を論すること玉なる。よつて前
記二名の張盗犯は、その得たる財物の額の合計たる准賊布三端に相
當する刑を以て虞断される。然るに賊盗律の張盗に關する規定は、
賊布三端を以て流刑に虞してゐる。併し此の賊盗律の規定は、弘仁
十三年、槍非違使の奏請によつて頒布せられたる格（之を刑部格と
云ふ）によれば、徒役六年に減刑されてゐる，勘文には以下、獄令
及び判事式の規定を引用してゐるが・刑の量定には關係がない。面
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この勘文によつて見ると、天暦年間の聴例として、その適用を排除
せられてゐた「共盗ハヲ併賊セテ論ズ」るの規定が適用されてゐる
から、これは後に至つて適用を見ること曳なつたのであらう。
窟成則簿颪
　賊物登種　准賊布拾端
雫徽蹴碧娠
　賊物登種　准賊布躍端
　右二入。各犯張盗。過歌共了、、但同類之徒。彼此未彼追究者。
　検獄令云。犯罪事登者，有賊歌露験者。難徒俘未諜見獲者，先
　依朕類之者、而推所犯賊布，已以當流刑。准嫁格條。令役六年。
　強盗犯入属成則は年齢六十、本籍は紀伊國に在るが、犯罪嚢生地が
槍非違使聴の管轄匝域内たるの故を以て。検非違使に逮捕せられた
るものであらう、聴例の刑事訴訟法は属地的敷力を有し、京都に於
ける盗犯の如きは犯入の本籍の如何、罪の輕重を問はす、凡て槍非
違使聴の管轄する所であり、刑部省の管轄する所に非ざることは翫
述の如くである。上記成則の賑物壼種は之を准賊布に換算して十端
に該當する。但し其の實数は賊物勘文なきを以て不明である。叉雫
群次郎丸に就ては勘文の示すが如くであり、再び説明するを要しな
い。た蝋ヒの爾名事案に封する法律適用論は注目すべきである。
　犯罪が二入以上の共同によつて實行され、その共犯者が悉く逮捕
せられざる時は、その罪状に基く罪の断定即ち断罪は、先づ現に逮捕
せられたる犯入に封してのみ之を爲すことを得て、淺除の未逮捕犯
人は逮捕せらるXまで之を留保することを得た。獄令は之を「凡ソ
　　　　　アラハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツハン罪ヲ犯シテ事嚢レラム。鍼歌露験ナル有ラバ、徒俘未ダ壷キズト錐
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　　ゲン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シリヘモ、見二獲タル者ヲ、先ヅ歌二依リテ断ゼヨ。自外ハ後二從ヒ追究
セヨ。」と規定してゐる。前記の属成則及び平群次郎は・各別に更に
他の未だ逮捕せられざる犯人と共に罪を犯せるものであるが、V・づ
れも共犯者（之を徒俘と云ふ）が逮捕せられざるを以て、現在逮捕
せられたる各本入に就て、上記の獄令の規定が適用され、その賊物
に封しては賊盗律の規定が適用されてゐる。部ち爾者共に賊物各壼
種にして、之を准賊布に換算して本勘文に記載せられたる額は、拾
端及び四端であるが、之に賊盗律の彊盗罪の規定を適用すれば、い
づれも流刑に該當する。從つて之に刑部格を適用して、刑は徒役六
年に減輕される。尚本件に於ては、属成則及び平群次郎丸が共同正
犯に非ぎることは、その蠣物が各別に墨げられてゐることによつて
も明かである。若し共同正犯ならば、前件の秦時里、牛丸の例に從
ひ、その鍼物は合計して一の数として鋸げらるべき筈である。
不知姓醐丸雛醜
　鍼物登種　准鍼布萱丈伍尺
　右一入。張盗之犯。欺朕已了。方准格律。可役四年。
　彊盗犯入弾師丸（姓不詳）、年廿二、近江國入（本籍地、近江國）、弧
盗によつて得たる触物萱種、之を准触布に換算して登丈五尺と本勘
文に記載される。賊布萱丈五尺は賊盗律によれば一端未満で徒役三
年の刑に該當するが、刑部格により一年加重の徒役四年である。樹
欺歌とあるのは過歌と同義である。
篇盗伍入
　　　　　　年廿五　春日國松　左京人
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嫉物参種　准鍼布二拾参端
右一人・羅盗之犯。目伏早了・槍賊盗律云・篇盗一尺・杖六十
一端加一等。徒六年。五端加年一等。五十端加役流者。但推職
布類。不及十端。方今任格律。宜役三年牛。
　篇盗犯入春日國松の鍼物参種は賊布二十三端に換算されてゐる。
これは賊盗律の篇盗法により徒役二年牛に該當するが、刑部格によ
妙一年加重の徒役三年牛となる。両本勘文には「但シ賊布ノ数ヲ推
スニ・十端二及バズ。」と「十端」と記してあるのは、恐らく搬端の
聞違ひであらう。
不知駈力丸熱薗人
　鍼物　種
　右一人。盗取経典井入物者也。勘問之庭。目伏己了。検名例律
　云。類蜥罪而天正修説者之比附之義。亦毎此彼。但除墨輕明重。
學重明輕之外。尚准量科題。賊盗律云。盗殿佛像者徒三年。又
　條云。盗不計鍼。而立罪名及言減罪。而輕於凡盗者。計舷重。
　以凡盗論加一等。名例律又云。二罪以上倶襲。状以重者論。注
云。謂非慮累者。准具條。其歌不累輕。以重加者。件王力丸己
　盗入物。准鍼五端。合徒一年。又盗経典。賊布一端。令徒一年
牛。然而未見累入物於経典。而可併満科断之法。衡比附盗佛像
　之法。錐須不計鍼徒三年。術任格制之旨。宜虞四年之役。
　篇盗犯入王力丸（姓不詳）の鍼物實数は経典及び入の財物の二種で
あり、之を蝋布数に換算すれば、財物は鍼布五端、経典は賊布一端
に准じ、之に賊盗律の霧盗法を適用すれば、前者は徒一年、後者は
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徒一年となる。（但し経典を准嫉布一端となし、徒役一年牛を科する
ことは篇盗法に該當しない。恐らく准賊布十端の誤りか。）然し賊盗
律は普通の彊盗、篇盗の外に、更に特に列撃せる大祀紳御物、帥璽、
外印・傳符、詔書、節刀、佛像等の盗犯に封しては・之を特別盗罪
と見徹し・是等の盗犯は普通の彊盗・篇盗の罪を以て論ぜす・各本
條の下に科すべき刑を別に規定し、之に從つて庭断した。帥ち是等
の諸物件は之を准鍼布数に換算せす、物件そのものに基いて科すべ
き刑が規定されてゐた。但し是等の諸物件の盗犯虜罰を規定する各
本條中にも、例へぱ屍枢を盗取するの罪は徒役一年の刑であり、若
し屍の衣服のみを盗取するに止まる時は、その罪一等を減じて徒役
一年の刑と規定されてゐるが、この減輕による刑が、假りに鍼物を
准触布に換算して得たる数に普通盗犯の規定を適用せる場合の刑よ
り輕き場合には・その特別盗罪の減刑を駿し・触物を准触布に換算し
て、之に普通盗犯の規定を適用し、その罪は罪一等を加重して塵断
すること義なつてゐる。帥ち特別盗罪と難も普通盗罪を以て断罪す
るの例外規定であり、賊盗律は之を「盗ハ賊ヲ計ラズシテ罪名ヲ立
テ、及ビ罪ヲ減ズト言ヒテ凡盗ヨリ輕キハ賊ヲ計リテ重ク、凡盗ヲ
以テ論ジ、一等ヲ加フ。」と規定してゐる。例へば屍の衣服を盗取す
る罪は、屍枢を盗取する罪より輕く、前者は徒役一年牛なるに封し、
後者は徒役一年であるに拘らす、若し屍の衣服が准賊布に換算して
五端の債値を有する時は、之に篇盗法を適用すれば徒一年とな砂、
特に准鍼布五端に相當する屍の衣服を盗取するも、普通の布五端を
盗取するも何等その刑に相違がなく、かくては屍の衣服に關する罪
を特別盗罪として規定せる所以を失ふを以て、かくの如き場合には、
篇盗五端の罪を一等加重して徒役一年より徒役一年牛の刑べと攣更
される。印ち等しく五端の布にても、普通盗罪と特別盗罪とでは、
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その刑に相違があり、賊盗律の特に列墨せる特別物件に封する盗罪
は、普通の彊盗、篇盗の罪と同様は庭断せられざること～なつてゐ
た。
是等の規定に從つて本件を案するに、先づ経典盗取の罪は賊盗律
の特別盗罪の各本條に規定せられざるが故に、之を准鍼布に換算し
て一端（十端の誤か）となし．之に普通篇盗法を適用して徒役一年牛
の刑（准賊布十端に相當）が相當する。次に入の物は即ち准賊布五
端、徒役一年の刑が相當する。從つて之を一の併合罪と見る時は、
律の刑法に謂ふ所の「二罪以上倶二嚢スルノ罪」として、重き一罪を
以て塵断すべきであ砂、想像上の数罪と見る時は、律の刑法に謂ふ所
の「一事ニシテ分レテニ罪ヲナスモノ」として㍉その罪法等しき時は
之を累科し．罪法等しからざる時は、その重き法を以て輕き法に併
せ満して之を庭断すべきである。本件に於ては其の何れに該當すべ
きか明白でないが、上記の判決理由文に從へば、「未ダ入ノ物二経典
ヲ累ネ而シテ併セ満シテ科断スベキノ法ヲ見ズ」と見えて居狐想
像上の数罪としても．之を罰すべき法規の無きことを論じてゐる。
結局、判決は併合罪として重きを以て庭断すべきことにしてゐる
が、而も入の物を盗む罪よ砂重き経典を盗むの罪は・特に特別盗罪
に属する佛像を盗むの罪に准するものとして、之に從つて鍼を計算
せす徒役三年の刑を以て論じ．之に弘仁十三年の格を適用して、一
年加重の徒役四年の刑とした、
　　　年＋九日前金里　尾張國人
賊物登種　准賊布陸端萱丈
佐賦里讐夫
触物参種　准賊布　伍端試尺
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右二入。篇盗三犯。承伏各畢。而准懐格・可役［コ［コ・
　篇盗犯入日前金里、同佐伯武里の准賊布は六端一丈、五端二尺。
之に賊盗律の普通篇盗法を適用すれば、いづれも准鰍布五端以上拾
端未満であるから、各々徒役一年の刑が相當し、更に之に刑部格を
適用すれば、牛年加重の徒役一年牛となる。本勘文には刑期が逸脱
してゐる○
不知姓太郎丸　年廿七
　　　　　　　左京人
　鍼物萱種　准鍼布壼端参丈
　右一人。窟盗之犯。欺歌先了、任格新制。可役一年。
　篇盗犯入太郎丸（姓不詳）の准賊布一端三丈は賊盗律によれば杖
七十の刑であるが、之に刑部格が適用されて徒役一年の刑である。
右玖入
　彊盗騨入
　　丹治安清　年廿三
　　　　　　　山城國人
　　　鍼物参種　准触布拾騨端　丈
　　　右一入。彊盗之犯。目伏己了。科断之法。具注上條。准犯依格。
　　　可役六年o
　張盗犯入丹治安清の准鍼布十四端二丈、これは賊盗律の強盗法に
よれば十五端未満として流刑に相當するが刑部格は之を減刑して徒
役六年と改めた。但し本勘文に見える准鍼布の激は十四端二丈であ
る躯實数は賊盗律の死刑に相當する十五端以上であつたかも知れ
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ぬことは、既に屡々述べた通りであるQ
物部重貞髪漱一
高橋廷重鑛丈
旧下綱成叢た
　賊物登種　准賊布漆端
　右三人。共犯張盗。過伏早了。宜任格律。同役六年。
　彊盗犯入物部重貞、高橋廷重、日下部國成の准触布七端は、共同
正犯としての前期三名の鍼物の合計額を換算せるものであるが、そ
の鍼物は三名の共犯にして、僅かに一種に過ぎない。犯人の年齢も
三入共に五十歳を越えてゐるのが目に附く。彊盗の准賊布七端は賊
盗律の強盗法によれぱ流刑、從つて之に刑部格を適用して徒役六年
の刑となる。
篇盗伍入
　春日助丸　年廿四
　　　　　　伯者國人
　　触物参種　准触布伍拾壷端
　　右一入。絹盗之犯。承伏已了。科断之法。且注上條。任律准格。
　　宜役六年。
　羅盗犯入春日助丸の触物参種、之を准舷布に換算すれぱ五十一端
となる。賊盗律の篇盗法は、准賊布五十端にても加役流（遠虞1に配
して徒役三年の刑）であり。死刑は科せられざるが故に、彊盗法の
死刑に當る十五端以上を十五端未満に勘丈に直す必要がなく、准賊
布の額は實数である。篇盗による准鍼布五十一端は賊盗律では加役
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流なるも、刑部格の適用により徒役六年の刑と改める。
藤井重友羅蒔
　触物壼種　准賊布玖端難丈
麟國延螺矢
　賊物参種　准触布伍端
　右二入。各犯絹盗。欺状先了。而格律所指。宜役一年。
　籟盗犯人藤井重友、同藤井國延の准賊布は各九端四丈、五端、こ
れは賊盗律の霧盗法によれぱ、共に五端以上十端未満であるから、
徒役一年に該當し、刑部格の適用により牛年加重の徒役一年牛が至
當である。本勘文は之を徒役一年と判決せるは如何。
藤井久成讐交
　触物萱種　准賊布個参拾端
　右一人。知情受盗賊者也。目伏之歌。巳以露顯也。賊盗律云。
　知篇盗而受分者。計所受嫉。准盗論減一等。名例律云。構減者。
　就輕決。叉條云。稻准盗論之類。罪止遠流者。循從遠流之上。
　減一等。合徒三年。而任格律。合役四年。
　籟盗犯人藤井久成の准鍼布は百三十端。この被告入は自ら篇盗を
行つて財物を籟取せるものではなく、それが他入の鍼物なることを
知って、而も之を受領せるものである。この種の行爲に就ては、賊
盗律の「凡ソ略和誘及ビ彊盗窮盗ト知リテ受クル者ハ、各受クル所
ノ触ヲ計リ、篇盗二准ジテ論’ジ、一等ヲ減ズ⊃」との規定の適用を
受け、准篇盗として塵断されること玉なつてゐる，從つて情を知つ
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て受けたる分は准賊布百三十端であるが、之を籟盗に准じて論すれ
ば、其の罪は賊盗律の遠流刑に相當する。而して之よ砂一等を減す
れぱ徒役三年の刑となり、之に刑部格を適用して一年加重の徒役四
年の刑が科せられる。但し普通には遠流より一等を減すれぱ、中流
となるべきであるが、盗犯の流刑は遠、中、近の三流の匠別なくい
づれも遠流刑のみであつたから、その一等減は徒役三年の刑である。
内藏安行解献
　鍼物二種　准賊布伍拾　端
右一入。運漕官物之間。詐構漂倒之由者也。訊問之庭。過歌已了。
　槍厩庫律云。慮輸課税及入官之物。而廻遅詐隠而不輸。或巧傭
濫悪者。計所闘准盗論者。而推鍼布。難及遠流。准標格律。宜
　役六年。
　篇盗犯人内藏安行．准鍼布五拾　端。但し其の盗物二種は、営有
物の運輸中、その漂倒せる由を詐稽して、之を詐取せるものでゐる。
かくの如き行爲は・厩庫律の「マサニ課税及ビ官二入ルノ物ヲ輸ス
ペクシテ、而モ廻避詐匿シテ輸セズ、或ハ巧爲濫悪スル者ハ、闘ク
所ヲ計リ、盗二准ジテ論ズ。」との規定の適用を受け。その詐取物を
准鍼布に換算し、之に賊盗律の篇盗法を適用して科刑する。而して
准隙布五十端以上は加役流であるが、刑部格により徒役六年の刑と
なる。
以前。今月廿七日可着駄左右獄囚。勘申如件。
　　永久三年十二月二十日
　　　　　　　　　　　　　　　左衛門府生　内　　藏　　繧　　則
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　造東大寺主典少志　惟　宗
　　　　　　安倍
　　　　　　藤原
防鴨河主典左衛門府生　俘
　明法博士象少志　中　原
　　　　少志大江
　　　　少尉藤原
　　　　　　干
　　　　　　源
　　　　　　宮道
、　　、
資清
、　　　、
有　貞
??????、?、??????????
　　　　　　　　防鴨河判官少尉源朝臣・・
一　盗人不論輕重。停移刑部。別當直着欽。配役所令駈使。（政事要略、巻八＋
　四、六八九頁）
　私鏡之輩。停邊鋳鏡司者D着欽與盗人同。（西宮記、巻二＋三、臨時＋一、五
　七二頁）
二　著駄政に就ては、小早川欣吾氏の研究が法學新報、第四＋四巻、第八號に載
　つてゐる。伺、本稿、一一九頁以下、滲照。
三　西宮記、巻二＋三、臨時＋一には長徳二年とあり（五八二頁）、政事要略、巻
　八十一には長徳三年と見えてゐる（六三二頁）。
四　西宮記、巻二十三、臨時＋一裏書、六〇一頁。
置　凡共盗者。併戯論。（律疏残篇、賊盗律、一一九頁）
穴　凡闘罪行刑日。並宣告犯歌。（令義解、巻十、獄令、二八七頁）
七　頃年至着欽之日。只注服弁之由。錐顯本戯。無指役限。臨干役畢之期。欲從．
　原菟之時。追准彼隙。更明其限。非只招先後倒錯之誘。兼亦致憲法乖謬之答。
　（西宮記、巻二＋三、臨時＋一、五八二頁）
八　西宮記、巻二＋三、臨時＋一、五七五一五八二頁・
九　西宮記、巻二＋三、臨時＋一、五八五一一五九四頁。
一〇　件勘丈道志。爲知戯敷所注云々。不相副着鉄勘文耳云々。（西宮記、巻二＋
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　三、臨時＋一、五八五頁）
一一　西宮記、巻二＋三、臨時＋一，五八三一八頁。
醐二　朝野群載、巻十一、二二一一五頁。
　　　　　　　　　第　五　　役　畢　勘文
　　（頁）意　　　義
　役畢勘文とは着欽政當日。着欽勘文によつて判決の言渡を受け㌔直ちに
刑の執行を受けたる者が、所定の服役年限（刑期）を絡了して、再び着欽
政の日に、式場に於て、その着けたる欽を脱せしめられて繹放せらるX時。
その囚入に言渡すべき繹放の宣告文であるQ
　　（亘置）形　　　式
　役畢勘文は単に刑期絡了による囚入の繹放の言渡し宣言文に過ぎざるを
以て、着欽勘文に比して其の形式は簡軍であるが、尚類似する所が多い。
囚入の姓名、年齢、本籍所在地、鍼物数、准蝋数は瀞覧勘文と全く同様であ
外たぼ本文として刑の執行を受けたる年月日と服役年数とを再録して、
その刑期経了の宣言を記載するQ
　　（m）實　　　例
　役畢勘文の實例として。後朱雀天皇の長久三年（lo42〉十二月十四日のも
の（一）、及び後冷泉天皇の天喜三年（1055）十二月廿五日のもの（識）とを學
げて見よう。
　　勘申ス着欽囚入役畢リノ事
　　　合セテ霧盗萱人左
　　　　　内藤久佳髪京人
　　　　鍼物壼種　准舷布躍端参丈陸尺
　　　　右一入。絹盗ノ犯ハ承伏已二畢リヌ。傍テ去年十二月廿八臥
　　　　徒一年二虞シ、帥チ以テ着欽シ幅而シテ其ノ役已二満テ残原
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　　　　　冤二從フベシ。
　　以前着欽囚入、役畢勘申件ノ如シっ
　　　　長久三年十二月十四日
　以上は刑期満了による繹放囚入が一人のみなる時の勘文であるが、その
撒名に及ぶ時の勘文は次の如くである。
　　勘申ス着欽囚役畢リノ事
　　　合セテ伍入
　　左難入
　　　　曜成任雛國人
　　　　　　賊物萱種
　　　　　　准触布拾萱段参丈
　　　　秦興安鍛誌
　　　　　　賊物登種
　　　　　　准嫉布拾参端萱丈三尺
　　　　　右二入。天喜元年十二月四日、徒四年二庭シ已二了リヌ。而シ
　　　　　テ其ノ役満チ畢レバ・宜シク原免二從フベシ。
　　　　　　　　年慨　藤井俊丸 禺雲國人
　　　　　　賊物萱種
　　　　　　准賊布捌段　丈五寸
　　　　　右萱入。天喜二年五月廿五日、徒一年牛二配ス。而シテ役スル
　　　　　所ハ甑二満ツレバ、放免ヲ得ベシ）
　　　　　　　　　年廿五　　　　高橋金犬丸　加賀國人
　　　　　舷物萱種
　　　　　准賊布　端三丈
　　　　右壼入。天喜二年十二月廿二日、一年ノ徒二庭スル者ナリ。格
　　　　律ノ限ル所、役以テ満チ畢リヌ，宜シク放冤二從フベシ。
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　　右豊入
　　　　藤井翁丸　年廿五
　　　　　　　　右京人
　　　　　　鰍物萱種
　　　　　　准賊布玖端　丈塞尺
　　　　　右萱入。天喜二年五月廿五日。徒一年牛二配セノし者ナリ、罪科
　　　　　ノ指ス所、放遣二從フベシ、
　　以前着欽囚入、勘申件ノ如シて
　　　天喜三年十二月昔五鷺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右兵衛僅少尉源交頼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右衛門府生笠完
　　（亙v）實例と註繹
　次に鳥羽天皇の永久四年σ1節十二月十六日の役畢勘文を拐けて（蕊南
少しく註繹を加へて見よう⊂
　　勘申着鉱囚役畢事
　　　合
　　左参人
　　篇盗参人
　　　　　　　年滑小野重次 伊豆國人
　　　鍼物萱種　　准触布玖段伍尺
　　　右一入。篇盗三犯，、過欺已了。而去永久三年五月二十八日．断徒
　　　一年牛者。着欽配役了、然間漸絡金科之役、宜從玉條之冤臭，
不知姓太郎丸　年廿七
　　　　　　左京人
　　鍼物萱種　　准賊布萱段参丈
　右一入。篇盗之犯、承伏早了、働同年二月二十一日，塵役…年。
　着欽配役。方今暮年銑極、當從本貫焉。
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立花髄羅献
　賊物　種　　准賊布壼段壷尺
右一入。依篇盗犯。目伏已了。而今年五月二十八日。庭役一年。
　着鉄己了・久及囚扉之内・役日雄遺・囚禁之庭・暮年將極・殊從
　原免之例。伸知優恕之厚突。
　この原文には無いが、冒頭の「合」の下には「陸人（六入）」の二
字が逸脱してゐるものと考へられる。前提の二例には、何れも役畢
囚人の合計数が記載せられてゐるからである。「左参入」は勿論、左
獄囚に牧容中の役畢囚入参名の意である。
　篇盗犯入小野重次の准臓布九端五尺は賊盗律及び弘仁十三年格に
より、徒役一年牛の刑に該當する。該囚入は永久三年五月二十八日施
行の着鉱政の日を以て、徒役一年牛の刑を受けたるを以て、一年牛
の後の繹放期日は、永久四年十二月中に施行せらるべき藩欽政の日
である。帥ち永久四年十二月十六日施行の着鉄政の當日、この勘文
を以て繹放されたのである。尚、牛年の服役期間は正確に六ケ月を
云ふのではなく、毎年五月、十二月に各一同施行せらる玉着鉱政の
日を起瓢として、次の着鉄政の日までが牛年に計算されるのであ
るo
　講盗犯入太郎丸（姓不詳）の准鍼布萱端参丈は賊盗律によれば杖刑
を科すべきであるが、弘仁十三年格により刑は加重されて徒役一年
である。既拐の永久三年十二月．二十日の着鉄勘文に於て、徒役一年
の刑に爲せられたる本件犯入の役畢勘文が本勘文である。永久三年
十二月二十一日の着鉄政の日より一年の刑期を服役せる囚人太郎丸
は、翌四年十二月十六日の着鉄政の目に於て、役期満了に付き繹放
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されたのであるo
　羅盗犯入立花忠直の准鍼布壼段壼尺は前件太郎丸の場合と同様
に、徒役一年の刑に當る。然るに囚入立花は永久四年五月二十八日の
着鉄政の日よへ刑の執行を受けて服役せるものであるから、一年の
役期満了による繹放の期日は、翌五年五月に施行せらるべき着鉱政
の日なるべきに努本勘文によれば、牛年の刑期を経過せるのみにて
繹放せらる瓦こと玉なつてゐるQその理由としてはヂ久シク囚扉ノ
内二及瞬役日遣ルト難モ噛囚禁ノ塵暮年マサ昌極マラントス。殊
工原免ノ例二從ヒ悔優恕之厚ヲ知ラシメントス。」とあるから・特別
の計ぴを以て赦免せられたるもの義如くである。
右参人
篇盗参入
藤欄貞簾丈
　　　賊物壼種　　准鍼布漆段参尺
清賊光難薩
　　　嫉物萱種　　准鍼布伍段　尺
藤井安行美緬人
　　　舷物壼種　　准賊布陸段伍尺
　　右参入。篇盗欺歌。各以同了。循去永久三年五月二十八日。断徒
　　一年牛也。着鉱配役。而役限漸満。宜從本郷突。
以前役畢。勘申如件。
　　　永久四年十二月十六日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左衛門府生　内　藏
　　　　　　　　　　　　　　　　　造東大寺主典少志　惟　宗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安　倍
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少尉
　防鴨河主典左衛門府生
明法博士兼少志備後大橡
　　　　　　　　　少志
　　　　　　　　　少尉
防鴨河判官少尉
?????????????????????
　篇盗犯入藤井則貞、清原友光、藤井安行、以上の三名に就ては、
何れも准舷布五端以上、十端未満であり、賊盗律及び弘仁十三年格
によへ前記の篇盗犯入小野重次と同様の徒役一年牛の刑を科せら
れ、永久三年五月二十八日の着鉄政の日より刑執行に入り、一年牛
後、帥ち其の後、三同目の着鉄政の日たる永久四年十二月十六日の
着欽政日に・刑期満了に付き繹放せらるXことNなる。
西宮記、巻二＋三、臨時＋一、五九七頁。
朝野群載、巻十一、二一九一二二一頁。
朝野群載、巻＋一、二二五一七頁。
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第鰯章　鷹例の行刑制度
　廉例の行刑制度は聴例の裁判制度確立後に褒達せるものにして・槍非違
使廉の判決によφ決定せる刑罰の執行に關する制度である。刑罰は犯罪行
爲に封する慮報なりとの主義の下に於ける刑罰の執行は、帥’ち犯入に苦痛
を與ふるを以て目的とするものであり。犯入を改善せしめんがための行刑
ではなかつた。但し臆例の行刑制度は死刑の執行を駿止せるを以て、徒役
刑の執行制度が其の主なるものであつたQ
第一　　総 説
　（夏）律令法の行刑制度沿革
　律令法の行刑制度は（一）、財産刑の執行と律の五刑の執行との二制度に
岐れる。前者は刑部省に直属する賊購司に於て執行され、刑部省の判決に
基き賊物の淡牧、購銅（罰金）の徴牧を取扱ひ。後者は刑部省に直属する
囚獄司に於て執行され、刑部省の判決に基く死刑以下の各刑の執行を行つ
た（二）。然るに賊購司は雫城天皇の大同年聞（806－809）に行はれたる行政
機構の改革（官司の駿合）により、之を刑部省に併合せられたる結果（三）、
その職務は刑部省の管掌する所となったが（四）、その後は貞概式、延喜式
の規定する所によればも頗銅の徴牧事務は刑部省、その管理事務は囚獄司
が夫れ夫れ管掌すること玉なつた（置）。然るに村上天皇の天暦年間（947－
956）、賑物を管理する官舎が顛倒せるま玉再建されす、没牧せる触物が盗
難の被害を蒙り、加ふるに頗銅の徴牧も徹底せす（糞〉、爲めに囚獄司の職
務たる獄囚の取扱㌔獄舎の維持に多大の支障を來すに至つた。蓋し獄囚の
衣服、食糧。寝其、讐藥等の支給、獄舎の修理等の費用は、原則として是
等の膿銅及び舷物を以て支　せられてゐたからである（七）。
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　これより先き、嵯峨天皇の弘仁十一年（820）十一月廿五日の格により、
刑部省は順銅徴牧の執行力を飲くの故を以て、この頗銅徴牧事務は槍非違
使に委任せられるに至つた（八）。併し、當時、槍非違使の管掌する職務は
頗る多方面に亙り、この．h、更に購銅徴牧の事務をも負捨することには堪
え得なかつたので、槍非違使の奏請により、淳和天皇の天長九年（832）七
月九日の太政官符を以て、この賎銅徴牧事務は再び刑部省の所管とせられ
た（魂）。然るに其の後、村上天皇の天暦四年（950）十月十三日の太政官符
によれば、この贋銅徴牧の執行は再び検非違使の所管となれるのみならす、
これより先き、槍非違使は既に獄囚の衣服、食糧、寝具等の支給、管理を
も行つてゐたから（一〇）、槍非違使聴が行刑方面に有する實鰹は甚だ彊大
となつた。
　（恥靡例の行刑制度概観
　斯くの如く・楡非違使聴が行刑方面に關係せることは・由來久しきもの
であるが、いづれも刑部省或は囚獄司の無能鋏陥等を補充するの程度に過
ぎなかつた。検非違使聴猫特の行刑制度・即ち聴例の行刑制度が實施せら
る～に至つたのは、實に聴例の裁判制度の確立以後のことに属する。即ち
前章に述べたるが如く、延喜より天暦以後にかけての槍非違使聴の裁判櫻
の旗大張化は、徒罪以上の罪と雄も太政官へ勘奏せす、從つて刑部省の判
決を待たすして、楡非遠使聴の長官別當の命令たる別當宣により。直ちに
判決を下したのであるから（一一）、この判決に基く刑罰の執行は、帥ち聴
例の行刑制度の行はれる所以であつた○
　薦例の行刑制度、帥ち検非違使磨特有の刑罰執行制度は、別に之を槍非違
使聴の召禁の制度とも云つた（一二）。刑罰の執行方法は、律の刑法の流罪、
徒罪に該當すべき犯入は獄舎に拘禁し、杖罪、苔罪に該當すべき犯人は獄の
政所に拘禁するか、或は便宜の所（￥拘留することにより行はれた（一罵）。之
を獄舎の禁、獄政所の禁、便所の禁と構し、之を総構して召禁の制度と云つ
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た。斯くの如き制度は隔勿論。律令法の行刑制度には之を見ざる所であり、
所謂「使聴積習の例」であ外「法條の指す所に非ざる」ものであつた（一四）○
而して聴例の刑罰は隔別當宣や槍非違使式に規定せらる玉槍非違使磨の管
轄内の事件たる強盗．篇盗。闘飢、殺入．傷害、博戯．弧好隔私鋳鏡等を犯
せる囚入に封して執行せられたるのみならす（一蓋、庵律の刑法の規定する
各種の犯罪を犯せる者に封しても執行せられたることは㌔法曹至要抄に見
える廃例を以てしても知らる玉が如くであるから．延喜．天暦以後に於ける
検非違使聴の刑罰執行僅は頗る弧大なるものとなつたと云はねばならぬo
　一律令法グ）行姻制度に就ては、細川題市氏「上代に於ける囚款制度」（法學志林、
　　第三＋七巻、第八、一〇、一二、各號）滲照。
　　侮、法學樽士瀧鑓政次郎氏「王朝時代司法制度の研究」（歴史地理、第四四
　　巻、第四、第五、各號）参照。
　轟　職員令嫉蹟司條「掌簿飲。配浅。戯瞳。閑遺。難物事。」（令義解、巷一、四
　　四頁）
　　職員令囚獄司條「掌禁囚罪人。徒役。功程，及配決事。」（同前）
　罵　亭安初期に於ける行政機溝の改革、帥ち令グ）官制に基き設置せられたる各官
　　司の塵合の纏過に就ては、綜合日本史大系、川上多助氏「準安朝」二五八．一
　　一二六三頁o　術、類聚國史、巻一・〇七、六六頁、滲照。
　四　右得彼省去閏五月＋日解稻。謹検案内。徴納績元是司之最也。大同三年。以
　　賦銅司依併此省。偏此事云々。（政事要略、巻八＋二、天暦四年＋月＋三日太
　　政官符、磨納刑部省徴逸銅順代事、六六四頁）
　羅　叉貞観式稔・凡賦銅鏡者。牧囚獄司・省相共串納。然則省徴司納・充公用之
　　色也云々。（政事要略、巻八＋二、天暦四年＋月＋三日太政官符、磨納刑部省
　　徴邊銅媛代事、六六五頁）
　　延喜刑部式「凡聴銅鏡者。牧囚獄司。省相共巨i納。」（延喜式、巻二＋九、刑
　　部省、八六一亘）
　六　（前略）而今囚獄司官舎顛倒・無實年久。此者亦復始自臆、邉干門屋・頻年顛
　　倒。四面露形。殆無宿直之居。漸爲兎之棲。因之年來所徴瞭物。計優宿納。
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　　類盗失。公用之時。韓治官人己下要劇田直。常以補愼。如此之漸。作料虚耗。
　　事之爲煩。莫過於斯云々。（政事要略、巷八＋二、天暦四年＋月＋三日太政官
　　符、六六四頁）
七　凡獄囚磨給衣線薦席馨藥。及修理獄舎之類Q皆以戯順等物宛。無則用官物。
　　（令義解、巷十、獄令、三〇三頁）
八　（前略）今犯罪之輩。相結不絶。臓瞭栄納。逐年彌多。追徴之吏。徒疲催勘。
　　負賦之人。無心進納。既押前断。不畏後科。望請。左京官人。抑留位禄季豫。
　　雑色人等令楡非違使催徴云々。（類聚三代格、巻二十、断罪賊銅事、弘仁十一
　　年＋一月廿五日太政官符、一〇四七頁）
九　（前略）今得使解稻。使所行之事。非唯巡検京中。拷決犯盗。臨時勘事。鰯類
　　繁多Q（中略）加以看督長左右各二人。差科非一。無有暫暇。今預徴賦物Q唯
　　用濟使事。（中略）宜停嶽槍非違使同亦實録申官。随帥下知本貫令徴納。（類聚
　　三代格、巷二＋、断罪蹟銅事、天長九年七月九日太政官符、一〇五一頁）
一〇　叉延長四年五月廿七日宣旨稚。以賦銅代物。充給左右獄囚。冬時衣期臨時
　　食料丼。修理獄舎等類。是罪人被下囚獄司之時事也。宣旨所稻。左右獄囚衣
　　服料等。今検非違使之所職也。（政事要略、巻八＋二、天暦四年＋月＋三日太
　　政官符、六六五頁）
一一　是以所當之罪。若爲筈杖者。須立決放Q又若爲徒流死者。勘奏之後。徒罪
　　以下。於使所可決。流罪以上。可邊刑部省也。然而此事近代皆以絶畢。（法曹
　　至要抄、巷上、罪科條、闘飢闘殺事、二五八頁）
　　放火之輩。依爲死罪。須邊刑部省。令決本罪也。（中略）抑於使所。難有被行
　　例。猫至罪囚者Q別當毎度可候奏聞也。而近代都無雌事。（法曹至要抄、巻上
　　罪科條、放火事、二七三頁）
　　（前略）以上故闘謀三ケ犯。元死罪也。錐須邊刑部令決断。延喜以降。絶而不
　　行。（中略）死罪者Q非使晦之所掌。伽別當大理。須毎度奏聞也。而近代絶無
　　勘奏。（式目抄、績史籍集覧、第二集一、一八頁）
一二　勘申未断左右獄囚事
　　　合　人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　六月十五日　　　左一人　佐賀名昨丸　依闘灘禁　　　　　　　　　左椹少尉藤原頼信禁
第四章　騰例の行刑制度 ■■9
　　右一人　伴友助　　　依窩盗禁　　　　　　　　　六月十日
　　　　　　　　　　　　　　　　　右大尉藤原枝忠禁
　以前獄囚勘申如件
　　寛仁三年七月十七日　　　　　　　　　　　　　　左衛門少志尾張如春
　　　　　　　　　　　　　　　　　右衛門少志　豊　原
　　　　　　　　　　　　　　　　　左衛門少尉　縣犬養
　　　　　　　　　　　　　　　の　の被別當宣稻。佐賀名昨丸。有可令辮申之事。所召禁也。者尋其由緒。可謂
　小暦Q宜從宥免Q殊給身暇者。
　　寛仁三年七月＋七日　　　　　　　　　　　　　　防鴨河使判官　藤原
　　　　　　　　　　　　　　　　　左衛門少尉豊原
　（朝野群載、巻十一、二三八頁）
一置　至子及流徒罪之者。禁獄舎相重。杖苔之者。禁獄政所。或禁使所。（法曹至
　要抄、巻上、罪科條、闘凱闘殺事、二五八頁）
一四　是使騰積習之例也。非法條之所指。（法曹至要抄、巻上、罪科條、闘飢闘殺
　事、二五八頁）
一薫　貞槻十二年七月廿日別當宣稻o（中略）自今以後o自非張矯二盗及殺害o剛
　瓢っ博戯。彊好等外。一切不可執行者。（政事要略、巻六十一、五二六頁）
　　盗人不論輕重。停移刑部省。別當直着欽。配役所。令駈策者。（政事要略、
　巻六＋一、五三三頁）
　　私鏡之輩。停途鋳鏡司者Q着欽與盗人同。令没入資財田宅。（西宮記、巻二
　＋三、臨時＋一、五七二頁）
第二　着　鉄　政
　（互）意　　義
着鉄政（ちやくだのまつりごと）は槍非違使臆の専屡管轄に属する彊盗・
篇盗隔及び私鋳銭（通貨爲造）の三事件の犯入に封し。その犯せる罪に科
せらるべき刑の言渡しをなし（判決の言渡パ且つ之をして獄舎に移逸して
服役せしむる（刑罰の執行）ことを目的とする一の儀式である。犯罪を犯
せる者は未決囚入として獄舎に拘禁され勤その聞に審理が行はれ（一）隔微
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罪なるによつて放冤すべきものは繹放し（二）、徒刑に科すべき者は藩鉱政
を行ふの日に判決の言渡を受け（罵）、之により既決囚入として所定期間の
服役に從事ずる。叉この着欽政には、服役期間満了の既決囚人を繹放する
ことをも行ふ。前者の到決言渡は着鉱勘文によつて爲され、後者の刑期満
了による繹放は役畢勘文によつて言渡される。岱、鉱は「クビカセ」の意
であり、一種の刑具である。部ち鉄を犯入に着けることは。その者が既決
囚人たることを示すこと～なるのである。
　　（恥式　　次　　第
　着鉱政の儀式の次第は凡そ次の如くである（四）。着鉄政は毎年五月及び
十二月の爾月、日を選んで墾行され、式場は村上天皇の天暦年中の頃まで
は、東西の市司の棲下を以て宛てられた（夏）。即ち墨行日が月の前牛の十
五日以前ならば東市、後牛の十五日以後ならは西市にて行つたが（穴）、後
には束西爾市司の棲が顯倒して再建されなかったのて、束市司の棲の遺跡
に握を張つて式場とした（七）。當日は衛門佐以下の官入が帷握の下に就座
し、囚獄官吏たる看督長（かどのをさ）（八）より未決囚入の過朕（謝罪歌）
（九）を衛門佐に呈上して後、看督長は左右の獄舎より、判決の言渡を受く
べき未決囚入を引蓮れ來り、之に樹して衛門佐より既に作成せる着鉱勘文
を讃み聞かせ、之により判決の言渡を絡る。而して杖、苔等の如き輕罪に該
當する者は、帥決塵分として此の場に於て直ちに殴打刑を執行して繹放す
ることもあり、叉過駄を奉らすして罪に服することを肯んぜざる者は、之を
拷問にかけることもある。叉服役期間の満了により放冤すべき囚入には、
役畢勘文に從つて、それぞれ繹放の旨を言渡し、この囚入の鉱を脱せしむ
ると共に・看督長より烏帽子を典へて放冤した（一〇）・
　着鉄せる囚入は再び獄舎に牧容し、所定の服役期間中は道路、橋梁の改
修架作、街路、厩溝の清掃、その他の雑役に使役せしめられる（一一）、然
るに聴例の行刑制度に於ては・囚人に着鉄したる後・更に杖七十を龍刑と
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して科することが慣例となつてゐた（一二）。帥ち囚入に着鉄せる後は直ち
に之を獄舎へ牧容すべきであるが・聴例としては・着鉄後に杖七十を囚入
に科することが慣例であつた。これは勿論塾律令法の行刑制度に於ては認
められざる所であり論た財愈非違使聴が濁断に設1けたる制度である。併し
此の着鉄後の杖七十の殴打刑は、着鉱前、既に律令法の拷問規定として定め
られたる最高限度二百同の杖の殴打を被れる者に封して（一翼）、更に七十
同の杖の殴打を加ふることは苛酷に失するを以て、圓融天皇の天禄五年
（974）、時の検非違使磨長官たる別當源延光の奏上によへ同年五月廿六日
の宣旨を以て、この着欽後の決杖は爾後停止せらる～に至つた（一四）。
　　（關羅）目　　　的
　律の刑法が本來懲粛教化の目的を有するものであるが・犯入が臆例の刑
法により庭罰せられ、着鉄政の日に公衆の面前に於て判決の言渡を受くる
以上、この着鉱政も所詮は刑の威嚇主義たることの現れの一に外ならない
であらう。併し後には此の本來の目的を外れたる、輩なる年中行事の一儀
式たるに止まへ上下階級の娯樂的槻覧に供するものと化するに至つた。
例へぱ一條天皇の寛和二年（286）五月十七日墨行の着鉄政の如きは、當日
荒天なるに拘らす、上流階級の見物車四十絵輌を算し㌔風雨を冒して競ひ
見物し．花山院上皇も密々御覧遊ばされたる由が西宮記に見えてゐるのは
（一置）その一例であるo
一　北山抄裏文書には、長保元乍九月九口の別當宜により、檎非違使をして、敵
　なくして他人の稻を苅り取り、且つ相手方に傷害を蒙らしめたる凡河内助則
　等を拘禁し、その罪歌を勘糺せしめたることが、次の如く記されてゐる。（大
　　rl本史料、第二編之三、五一九頁）
　被別當宣稚。凡河内助則。多治比時胤。今木爲正等。無故苅蓮大和撤多治秋
　友之作田玖段穫稻之［コ。爲加制止、）秋友随身大中臣忠行Q多治比菊本罷向之
　虚。助則等不排是非。匁傷忠行菊本等Eコ。苅蓮者。笠召禁助則時胤然疋等。
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　勘糺犯歌者。
　　長保元年九月九口　　　　　　　　　　　　　　左衛門大尉藤原　奉
二　被別當宣稻。佐賀名昨丸。有可令辮申之事Q所召禁也。者尋其由緒。可謂小
　億。宜從宥免Q殊給身暇者。（朝野群載、巷十一、二三八頁）
罠之に就ては、前章、着鉱勘文の項、滲照。
四　着欽政に就ては、小早川欣吾吾氏「着欽政」（法學新報、第四＋四巻、第八號）
　に詳細なる研究がある。殉、法學博士瀧川政次郎氏「法律史話」一三一頁以
　下滲照。又、年中行事総巻には蕾録政の圖が載せてある。
　西宮記、巻二十三、臨時十一、五六五頁以下、滲照。
五　凡決罰罪人者。官入與使相劃櫻前罰之。（延喜式、巻四＋二、東市司、一〇八二頁）
六　凡毎月＋五日以前集東市。＋六日以後集西市。（延喜式、巻四＋二、東市司、
　一〇八三頁）
七　雑例云。長保元年＋二月＋六日。着欽政。於東市行。（先例。上＋五口。於東
　市行之。下＋五日。於西市行之。而年來東西惣無人。伽只於東市行之。）又云
　同四年五月廿一口。於東市。行着欽政Q依無西市。年來不向之。（西宮記、巻
　二十三、臨時十一、五六五頁）
八　慮和三年七月＋三口。別嘗宣Q左右看督長等。各守次第。可勤獄直云々。（政
　事要略、巻六十一、五二九頁）
九　過飛とは犯人が自己の犯行を認めて罪に服したる時、謝罪の意昧を表明する
　ために書き記す一種の始末書の如きものである・判決は常に雌の過妖を犯人
　より徴して後に言渡され、過歌作成を拒み、之を奉らざる者は著欽政の日に
　拷問に科せらる＞ことは本文に記せる如くである。過駅は別に之を怠駅、欺
　伏、伏　、承伏歌等とも云ひ、王朝時代に於ては、犯罪人のみならず、官吏
　の懲罰にも此の過朕を奉らしめた。この種の過朕の實例は、朝野群載、巻＋
　一に多く見えてゐるが、簡輩なる一例を墾ぐれば次の如くであるQ
　　大田國武丸申サク過駅進ムルコト
　誤ツテ愚心二任セテ張盗犯仕奉レル怠欺。是件犯愚任二任セテ仕奉レリ。之
　二因リ公家勘へ給フニ避ケ申ス所ナシ。伽テ過駅進ムルコト件ノ如シ。以テ
　解ス。
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　　寛弘三年七月日　大田國武丸申ス
　（朝野群載、巻＋一、二三七頁）
一〇　王朝時代の一般庶民は凡て烏帽子を冠る習慣があった。而して罪を犯せる
　揚合には一從つて囚人となるに於ては、凡て跳の烏帽子を脱せしめる。帥
　ち烏帽子を脆することは、當時の習慣としては、天下の公民としての擢利義
　務を剥奪、停止せしむる謹左であつた・散に刑期満了により囚人を繹放する
　時、之に烏帽子を與へることは、畢寛、彼に再び天下の公民たる資格を輿ふ
　　ることを意味するものであるo
一一　凡徒役人者。令作路橋及役雑役。叉司毎六日。將囚人等。使掃除宮城四面。
　其爾後且亦掃清宮内穫汚井画溝等・（延喜式、巻二＋九、囚獄司、八六三頁）
一島　盗入錐承伏已了。決背杖七＋o（西宮記、巻二＋三、臨時＋一、五七〇頁）
一罵　凡拷囚不得過三度。敷総不得二百Q杖罪以下Q不得過斯犯之数。拷満不承。
　取保放之。（律迦、巻八、断獄律、二一五頁）
一四　（前略）内大臣宣。奉　勅Q件事自古行來之例。非縫申請轍可令改Q然而如
　聞者。着銚後決杖事。非律令之析載。是使等所L申行也。頗似苛酷。疑檜宛愁
　思。彼囚人之駈歎。欲施仁化而相赦。宜停禁之無於一一時。以賄漢於萬代者Q
　使宜承知。依宣行之。（西宮記、巻二＋三、臨時＋一、五七一一頁）
一籔　寛和二年五月十七日。見物車四十飴彌。冒雨競來。花山院密々御覧云々。
　　（酉宮記、巷二＋三、臨時＋一、五六八頁）
第竃　　召禁綱慶
　臆例の行刑制度を代表するものは。帥ち召禁の制度である（一）。召禁の
制度は獄舎拘禁、獄政所拘禁、便所拘禁の三制度より成るが、この制度の
實施せられたる時期に就ては明かでない・併し行刑は判決の言渡を待つて
始めて行はれるものなるが故に、臆例の行刑制度の實施は廉例の裁判制度
確立後と見るのが安當であへ大灘に於て、一條天皇の長徳年間（995－998）
以後のことに属すると思はれる（島）。
　　（貰）獄舎拘禁
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　獄舎拘禁は重罪犯入に封する刑罰執行方法として行はれる。蔀ち律の刑
法に於て死罪に該當すべき犯入の刑罰、帥ち死刑の執行の如きは、廉例の
刑法に於ては認めざる所であり、斯くの如きものは凡て無期徒刑として獄
舎に拘禁した（三）。その他、律の刑法の流刑、及び着鉄勘丈により言渡さ
る～廉例の刑罰たる徒刑の執行は、凡て此の獄舎に拘禁して一定期間を服
役せしめ（四）、道路、橋梁の改修架作、街路。厩溝の清掃、その他の雑役
に使そ斐した（五）○
　　（恥獄政層拘禁
　獄舎拘禁に次ぐものは獄政所拘禁である。獄の政所とは槍非遠使の獄舎
管理の役所であり、律の刑法の杖刑の執行は之に拘禁することにより行つ
た。帥ち殴打杖の刑を執行せす、軍に一定期間、この獄政所に拘禁するに
止めた（六）。
　　（恥便所拘禁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びんじよ　獄政所拘禁に次ぐものは便所拘禁である。便所とは便宜なる所との意で
　　　　　　　　　　　　しもべあ砂、槍非違使の輩下たる下部の宅を以て便所とせることもある（七）。便
所拘禁は律の刑法の苔刑の執行方法として行はる玉ものであるがぐ八）、そ
の他、醇臨迷惑の輩は曹時この便所に拘留して後に追放した（九）。叉罪を
犯しても之を認めざるの間、或は審理開始より絡了に至る迄の間は此の便
所に拘置し、且つ又、嫌疑者と難も、放免し難き者は便所に拘禁して訊問
した（一〇）。又官吏の懲戒塵分として此の便所拘禁が行はれたこともあつ
た（一一）。從つて便所拘禁は、律の五刑の執行以外に、輕罪と見らるNも
の～刑の執行、或は検束、拘留等の如き場合にも適用せられた様である。
　　（亘V）散　　　禁
　以上の召禁制度は、主として律の五刑の執行に代るものとして行はる玉
制度であるが、この律の五刑の外に、獄令に規定する散禁も亦、聴例に於て
は召禁の制度に於て執行せられた（一二）。散禁とは囚入に木索（刑具の一）
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を加へす。た穿身腱の自由（出入）を禁するものであり、禁銅刑に相當する。
獄令の規定によれば、散禁は通常、杖罪に該當すべぎものに適用せられ
たが、特別に年齢八十以上及び十以下の者、擁疾者．懐孕の婦女等は。た
とへ死罪に該當すべぎ罪を犯す脇その刑の執行は輩に散禁を以て代へる
に止まつた（一翼〉。叉官吏の頗銅刑（罰金刑）の執行は。本來は刑部省の
管轄すべき所であつたが悔槍非違使聴に於ては、この種のものは凡て散禁
せしめ㌔購銅徴牧は之を行はざることを以て聴例とした（一四）。その地，
有位有職の者にして、若し所犯の罪歌不明なる時は、軍に散禁せしむるに
止めた（一五）・而して散禁軌その執行は罪歌重ぎ者は獄含、輕き者は獄
政所愚便所等に於て行つた（一穴）。
　（v）獄　　屋
獄舎は左獄舎と右獄舎との二個所あり、政所も亦、左右の二個所に分れ隔
便所に至つては・其の数は一定しなかつた（一七）。本朝世紀によれ1識近
衛天皇の久安四年（1148）五月廿五日に七十二入の囚入が恩赦に浴して繹放
せられたる由が見えてゐるが、之によれば㌔その繹放せられたる囚入の内
諜は。左獄舎十四人。同政所十二入．右獄舎十二入、同政所二入．便所四
十・二入と記録されてゐる（一八）。
一　罪．罪に劃して科せらるる刑及び刑の執行等は自ら異なることは云ふ迄もな
　　いQ律の刑法の罪たる死、流、徒、杖、答の五罪に科せられたる死刑、流刑
　　徒刑、杖刑、筈刑は、盗犯に關する限りに於ては、弘仁＋三年の刑部格によ
　　り、死刑は徒役＋五年、流鋼は徒役六年、杖珊、筈刑は共に徒役一年の刑に
　　攣更され、律の刑法の五飛は、盗犯に開する限り徒刑の一種に局限せられ、
　　盗犯に野する特別管轄灌を有する糠非違使鷹の鋼決も亦、この珊部格に從っ
　　た。而して其の刑の執行は槍非違使別當直ちに着獣して役所に配役したので
　　あるが、この役厨が刑部省下の囚獄司の獄舎であつたか、若しくは槍非違使
　　晦に属する獄舎であつたかは明かでない○次に盗犯外の律の刑を去に規定する
　　各種犯罪に封する刑は、依然として五刑が認められてはゐたが、死刑の執行
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　は行はれなかつた。而して刑部省の實椹が検非違使聴に移るに及び（天暦年
　間以後のこと一一政事要略、巻八＋二、天暦四年＋月＋三日太政官符滲照）、
　各種犯罪（盗犯も含む）の刑罰執行は強非違使鷹の管掌する所となつたが、刑
　罰の執行は律の刑法に規定する所謂五刑の執行に非ずして、騰例特有の刑の
　執行をなすに至つたものであ望、これが帥ち召禁制度の行はれ・るに至つた所
　以であらう。從つて犯罪が律の刑法に從へば、徒罪以上、或は杖筈の二罪に
　剴する徒刑、或は杖筈の二刑の執行は、令の制度に於ては刑部省その他の官
　司に於て行はるべき規定なるに反し、槍非違磨が廣汎なる裁判権、行刑椹を
　掌握して後は、徒罪以上の刑の執行は獄舎拘禁、筈罪の刑の執行は獄政所拘
　禁、筈罪の刑の執行は便所拘禁と匠別するに至つたことは、本文に蓮ぶるが
　如くである。從つて此の召禁制度は刑罰そのものではなく、むしろ刑罰の執
　行方法、帥ち鼓に云ふ行刑制度と見るべきものではなからうかと考へるb事
　實、既に召禁制度の確立後に於ても、剣決言渡の基たる清鉄勘文には、依然
　として徒役何年と明記されてゐる。（本稿九七頁以下所載の永久三年＋二年二
　＋日の着鉱勘文、滲照）
　樹、丈學博士三浦周行「績法制史の研究」五六八頁、法學博士牧健二氏「日
　本法制史概論」一五二頁、滲照D
二　鷹例の刑罰執行制度、即ち召禁の制度に關する記録は、法曹至要抄に最も多く
　牧められてゐるQ法曹至要抄は普通には明法博士坂上明兼の撰と云はれる。
　坂上氏は中原氏と相拉んで當時の法律家として知られ、槍非違使聴及び刑部
　省の剣決は、凡て此の雨者の何れかの手により作成せられたのであるから、擬
　律官としては重要なる地位にあつた。坂上明兼は白河天皇の承暦三年（1079）
　に生れ、近衛天皇の久安三年（1147）、六＋九歳にして卒した。身は坂上氏の
　田であり、官職は大判事正五位下に任じたから、この時代の裁判に關しては
　該博なる知識の所有者であつたことは疑ひない。法曹至要抄の成れる時は鳥
　綱天皇の永久二年（1114）以前ならんとの井上頼圏博士の説に從へば（文學博
　士井上頼圏「法曹至要抄の作者J、法制論纂、距編、九二八一九三二頁。丈
　學博士八代國治「法曹至要抄考」、國學院雑誌、第＋七巻、第七號）、之に牧録
　せられたる幾多の臨例は、それ以前に於て、既に慣行せら池てゐたことは明
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　かであるが、いつ頃よ夢行はれたるかに就ては明かでない。併し法曹垂要抄
　に見える臨例の行刑欄度が、政事要略や西宮記には見えない斯から推察すれ
　ば、大畳豊一條天皇の長徳年問（995－998）以後に獲達せるものであり、そオし以
　前に既に行はれてゐたと考へるのは欝早であらうと、懲ふ。
罠　罪重。近代之例。依無珊部省断。於使騰禁獄。依爲死罪。不定徒年限云々。
　（法曹至要抄、巻上、罪科條、散殺事、二五六頁）
四　至干及流徒罪者。禁獄舎相重。（法曹至要抄、巻上、罪科條、圓臨闘殺事、二
　五八頁）
風　凡徒役人者。令作路橋及役雑役。又司毎六日。將囚人等。使掃除宮城四面。
　其雨後且亦掃清宮内微汚井厩溝等。（延喜式、巻二＋九、囚獄司、八六三頁）
穴　杖筈之者。禁獄政所。或禁便所。（法曹至要抄、巻上、罪科條、闘凱闘殺事、
　二五八頁）
　杖罪以上。禁獄政、所。答罪以下。令候便厨。（法曹至要抄、巻上、罪科條、失
　囚放縦事。二八四頁）
七　近年獄囚。不禁獄中。在下部家之由云々Q（宇椀記抄、中、史料大襯、第一
　巻、下、五一頁）
八　杖罪以上。禁獄政所。筈罪以下。令候便断。（法曹至要抄、巻上、罪科條、失
　囚放縦事、二八四頁）
允　但醇慰迷惑之類。能糺事情。事有實Q暫禁便所追放。亦使騰之例也。（法曹至
　要抄、巻上、罪科條、闘入事、二五四頁）
一〇　而或犯罪有故。不承伏・或留身待封間之間・使臨之例・暫令候便所云々・
　（中略）因舷。錐嬢疑之者。忽難冤之類。叉下便所。廻計略。尋訪其駅者也。
　（法曹至要抄、巻上、罪科條、強霧盗事、二六五頁）
一一　若有位有蔭之輩者。令候便断。懲將來又騰例也。（法曹至要抄、巻中、禁制
　條、乗車馬井累騎事、三一一頁〉
一昌　（前略）叉法勝寺材木下部女爲砥園紳人被打損事。依令散禁。（中右記、永久
　二年四月四日己酉條、史料通覧本、第四冊、二八九頁）
一罵　凡禁囚・死罪。枷拡。婦女及流罪以下Q去撫。其杖罪・散禁。年八＋。十
　歳。及慶疾。懐孕。秩儒之類。錐犯死罪。亦散禁。（令義解、巻十、獄令、二
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　　九九頁）
一四　（前略）但於賦銅。刑部省法也。使廃之習。賦銅之科。只令候散禁計也。（中
　　右記、永久二年六月惜日條、史料通覧本、第四贋、三二二頁）
一置但有位有職之人。若罪條不明之類。令候散禁。若凡下之輩。見決放冤。既
　　使騰例也。（法曹至要抄、巻上、罪科條、憩事違例事、二五二頁）
一六　若承伏錐有實。爲輕罪者。散禁。可令條獄舎政所。若事重者。錐散禁。可
　　令候獄舎。是己爲使騰之流例。（法曹至要抄、巻上、罪科條、強霧盗事、二六
　　五頁）
　　　案之。錐非宣下之事。或依公事。有所追捕。而調桿使。皆得此罪。若非是
　　決。使臨之例。散禁可令候便所。（法曹至要抄、巻上、罪科條、拒國郡以上使
　　事、二七八頁）
一七　資溝將來盗承伏了Q給左獄。説蕪將來殿下御料打損童二人。給左右獄政所
　　等了。（中右記、永久二年正月十四日條、史料通覧本、第四冊、二五〇頁）
　　　左右獄。政所散禁。合百廿鯨人（除着鉱囚外皆注人）。大略可被冤。此外多
　　被免也。（中右記、永久二年五月＋六日庚寅條、史料通覧本、第四冊、三〇五頁）
一八　椹中納言藤原重通卿滲任佼座。被免未漸輕犯之者七＋二人。法皇依有所、慰
　　食被免之。
　　　原免未断囚人事
　　　　合七十二人
　　　左獄　十四人
　　　政所　二人
　　　右獄　十二人
　　　政所　二人
　　　便所　四＋二人
　　　（本朝世紀、第惜四、久安四年五月廿五日壬午條、六二一頁）
　　　　　　　　　　　　結　　　　　語
以上を以て聴例の研究を絡る。聴例は槍非違使聴の存在を前提とするも
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のではあるが、臆例の特色は律令法と封比せらる～ことによ夢明かにされ
得ることは、本文に述べたるが如くである。磨例の持つ意義の重大さは、
之を軍に彊力なる官司としての槍非遠使聴の慣例としてのみ見るよ例為
寧ろ律令の刑事法に關する規定を排除し隔之に代る新たなる刑事法を自ら
慣例により形成するに至つた翼占に於て見出される。律令法は唐法の模倣罎
受の色彩が濃厚であり、就ヰ㌦刑罰法規たる律の各規定・刑事訴訟法規を多
く含む獄令の各規定の如きは、第一に理論的に構成せられたるものであ夢。
之を實際に適用する場合の當否は第二の問題として㌔絵り考慮を挑はれな
かつた様であるが．之に反して㌔検非違使臆の購例に見る刑罰や刑事訴訟
の慣例の如きは㌔理論を抜きにして㌔全く實際的　　郎ち當時の杜會の實
情に部して褒達せるものであつた。換言すれば。唐法の模倣縫受たろ理論
的なる律令法を實際に適用するに當つて生じたる種々の矛盾不合理をば除
去し・當時の國民生活に帥したる我國猫特の刑事法を實践により作り出さ
んとしたものが諺口ち此の聴例であつたとも云ぴ得るのである○從つて聴
例によつて構成せられたる槍非違使聴の各種の制度・帥ち犯罪者の捜索逮
捕。糺弾。裁判．刑の執行等に關する制度は、律令法の夫れ等が唐國の輪
入制度なるに封して。全く日本固有の制度であつた。斯くの如く。外國の
模倣の域を脱して園我國猫特の制度を構成せんとする氣運は㌔雫安朝中期
以後に於ける我國の政治及び法律方面に於て著しく勃興せる厨であり、政
治方面に於ては隔理論整然と配置せられたる令制の官司の實灌が、實際の
必要に迫られて新たに設置せる令外官の権勢に厘迫せられ、法律方面に於
ては律令の成文法が．公家、武家、寺祉等の各方面に燭特に濃達せる慣習
法のために殆ど死法と化する有様であつた。磨例の司法制度が唐法の摸倣
欄受たる律令の司法制度に代るに至つたのも、全く此の時勢の流に從つた
に過ぎす。外國制度の日本化は決して聴例に於てのみ見られるものではな
かつた。之を案するに、聴例に見らる』槍察、裁判ヤ行刑の各制度は㌔い
■30 晦　　例　　の　　研　　究
づれも律令の夫れ等をを外國模倣より日本固有化し、理論を抜きにしたる
實際的のものたらしめた制度であつたと云ふべきである。
〔附 〕己??
　本稿は故丈學博士三浦周行氏「績法制史の研究」、法學博士牧健二氏「日本法制史
論」（朝廷法時代）に蓮べられた「騰例」の研究の結果の恩恵を蒙ること大なりしに
も拘らず、それ以上に鯨り研究上の進捗をも爲し得なかつたことを恥かしく感じて
ゐる。然し、兎に角、こ＞迄の研究を爲し得たことは、全く雨博士の研究に負ふ所
が多く、厚く御禮を申し上げなければならない。それにしても、法律學を修めて後、
法制史の研究に志して漸く二年鯨、その研究が未だ此の程度を串でざる牛歩の悩み
は、つくづくと法制史研究の難業たることを痛感せざるを得ない。
　現在、隣邦満洲國の立法事業に滲與して居られる法學博士瀧川政次郎先生は、私
が始めて法制史の研究に志した當時、それは僅か牛歳飴の短期問ではあつたが、親
しく教へを受けた方である。私が法制史研究の一習作として、「検非違使騰」の研究
をやつて見ようと志した時、私に色々と研究上の注意を與へて下さつたのも先生で
あつた。私の此の研究が本來飽く迄も軍なる一個の「習作」に止まり、之を公表す
　　　　　　ヂ　　タベき意志を以てものせるものでなかつたことも、先生の御忠言によるものであつたo
而して先生が満洲國へ赴任せられて後、私の此の研究に不臨の御鞭捷を賜はつたの
は、早稻田大學法學部助教授金澤理康先生である。金澤先生は欧洲留學より錨朝後
の御多忙中にも狗らず、常に私の爲めに研究上の御便宜を取り計ふの勢を惜しまれ
ず、今日、私の習作の一部が印刷に附せらる＞に至つたのも、全く先生の御墨力に
依るものである。私は瀧川、金澤雨先生より蒙れる學恩に報ゆべく、この「聴例の
研究」に就ては、串來るだけの努力を鑑したつもりであるQ從つて、若し此の研究
の結果が幾分なりとも取るに足るものであれば、それは云ふ迄もなく瀧川、金澤爾
先生の御蔭であり、若し之に反する揚合に於ては、それは何虎までも私自身の研究
不足の致す所であり、その責は當然に私自ら負はねばならないのであるo
　術、本稿の起草に當つては、畏友、縣立山形圖書館司書、文學士大場眞藏君及び
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立憲民政窯政務調査館主任、法學士杉淵榮君の御援助を辱うした。併せて鼓に謝意
を表する次第である。
